










































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　四季の中で一番インパクトに欠けるのは秋ではなかろうか。

　春は出会いと別れの季節、夏はバカンスの季節、冬は恋こい人びとたちの季節。

　その他諸もろ々もろ、季節に適したセールスコピーを作りやすい気がする。

　対して秋といえば、

　スポーツの秋、読書の秋、食欲の秋などなど。

　取って付けた感半はん端ぱないって。どの季節でも言えるやん普ふ通つうに、とボヤきたくもなる。

　総評。ＴＨＥ・地味。

　しかし、地味だからこそ良い。と俺は激しく思う。

　全員が全員、刺し激げきを求めているわけではない。俺のような独り好きな人種は、日々の暮らしを穏おだやかに過ごしていければ多くは望まないのだから。

　童どう謡ようにもあるよう、小さい秋を見つけるくらいで十分。

　日が落ちるのが早くなってきたなとか、

　並木の葉が黄色く染まってきたなとか、

　コーヒーはアイスよりホットのほうが恋こいしくなってきたなとか。

　そんな些さ細さいな変化をゆったりと味わえる季節。

　まさに、おひとり様の秋。

　お気に入りスポットの１つ、体育館２階にある通路ギヤラリーにて。手すりに寄りかかり、窓から初秋の空をボーッと楽しんでいると、

「こらっ！　今は景色を眺ながめる時間じゃないですよ姫ひめ宮みや君！」

　小さい秋もとい、小さい教師見つけた。

　バレた、という言葉が適切か。「ほあ」と、間延びした返事で振ふり向けば、我らが１年Ｂ組の担任兼けんマスコット、天あま海み水面みなも先生が真横に立っていた。

　存在に気付くのが遅おくれるくらい本日も絶好調に背せ丈たけは小さく、レディースＳサイズをゆったり着こなした小学生コーデ。ぷっくり頰ほおを膨ふくらましてご立腹なのだが、ここまで仁に王おう立だちが似合わない大人も珍めずらしい。『どしん』と構えるより、『ちんまり』と構えているように見えてしまうレベル。ナニコレ珍ちん百景。

　ジト目になる先生は察しが早いというか、俺の感情が顔に出やすいというか。

「姫宮君。今、良からぬことを考えていませんか……？」

「俺にとっては些細な考え事です。先生にとっては死活問題かもしれませんが」

「先生の身長についてでしょ!?　絶対そうです！　そうですよね!?」

「すみません」

「きぃぃぃ！」と目いっぱい小こ柄がらな身体からだを大きくして威い嚇かくする姿は、『怖こわい』より『痛いた可愛かわいい』という感情のほうがしっくりきてしまう。どんな大人に育つか楽しみだ。

　ああ……、もう大人だったか。

　小さき教師に独りトランスモードを解除されてしまい、周囲の声や音が一気に雪崩なだれ込んでくる。体育館内に響ひびき渡わたるボールの弾はずむ音や、コート内を走り続ける足音、はしゃぐ声や掛かけ声、歓かん声せいなどなど。

　今現在、球技大会の真まっ只ただ中なか。

　そこらへんの高校と似たり寄ったりで、全学年の各クラスが参加種目に分かれてトーナメント形式で試合するだけのスポーツの秋（笑）。

　俺はソフトボールを選せん択たく。グラウンドで澄すんだ秋空を眺めていたら、気づいた頃ころにはコールド負けしてました。ＴＨＥ・寄せ集め部隊。

　とまぁ、初戦で早々に負けたので、今居るお気に入りスポットでのんびりくつろいでいた所存である。

　ちなみに同じ寄せ集め部隊の飴あめ屋やと武たけ智ちは、２人して携けい帯たいゲーム機とモバイルバッテリーを握にぎり締しめ、文化棟とうへと消えていった。俺より質たち悪いと思う。

　天海先生は応おう援えんする気満々。空のペットボトル２本を応援バット代わりにドンドコドンドコ叩たたき続ける。小学生が必死に太たい鼓この達人プレイしているみたいで、ちょっと面白い。

「姫宮君も応援しましょう！　ほらほら！　うちのクラスが頑がん張ばってますよ！」

　物好きだよなぁ。いくら授業がなく暇ひまだからって応援しにくるんだから。

　スポーツ観戦は俺も好きだ。けれど、俺が好きなのはプロや経験者同士による手に汗あせ握にぎる試合や練習。言い方が悪いが、素人しろうとばかりの和気あいあいとした雰ふん囲い気きで行われる試合を見るのは趣しゆ味みではない。ちな、草野球は例外。あの人たちエンジョイしつつガチだから。

「今こそ１‐Ｂの団結力を見せるときですっ。皆みんな頑張れ～～～！」

　ヒートアップするチビッ子サポーターよりさらに下、１階の体育館へと目を移せば、見覚えあるクラスの女子たちが各コートに分かれて試合をしている。

　種目はバドミントン。手前のコートにはクイーンの遠えん藤どう比ひ奈なと、見た目はギャル中身は子こ煩ぼん悩のうの洞うろヶが瀬せ夢ゆめ乃のの姿が。

「夢乃～。ヒナ、早く俊しゆん太た郎ろうとこのバレー応援行きたーい」

「でも俊太郎たちの次の相手って、部員で固めたガチのチームらしいじゃん。さすがに次は無理っぽいって言ってなかった？」

「え～～～……、超ちよう萎なえるんだけど～。てか、昨日パーマあてたばっかりだから汗かきたくなーい」

「ウチもネイルチップ着けてこなきゃ良かった。グリップ握ると手のひらに爪つめ食い込んでメチャ痛いんだけど」

「「はぁ……、めんどくさ……」」とシンクロ率４００％超ごえの２人は、ラケットを握ることさえ疎うとましいっぽい。両手をダラリと下げたノーガードスタイルは、戦う気満々ではなく純じゆん粋すいにヤル気がないだけ。

「天海先生。俺はあんな奴やつらを応援しないとダメなんですか？」

「…………。お、応援すれば２人ともヤル気を漲みなぎらせてくれるはずです！　……よね？」

　そんなヒーロー気質ある奴らじゃないと思うけど。あと、質問を質問で返すんじゃねぇ。

「いけいけ～～～！　わたしが付いてるぞ～～～！」

　何とも頼たのもしい大きな声援を繰くり出すのは、同じ２階通路にいる倉くら敷しき瑠る璃り。力強くブンブンとタオルを振り回し、シャツの裾すそからヘソがチラ見えするくらい全力の応援。

「ほ、ほらっ！　倉敷さんを見習ってください！　あれだけ本気で応援されれば誰だれだって期待に応こたえようと頑張りますよ！」

「ですね。思いっきり別学年のクラス応援してますけど」

「はえ？」

　ぽかん、とした表情の天海先生が倉敷の視線を辿たどっていく。そこには、隣となり半分のコートでバスケ中の先せん輩ぱいが。もちろんイケメンの。

「先輩ナイッシュ───！　わたしを決勝に連れてって──！」

「倉敷さん!?　貴方あなたは誰を応援してるんですかっ!?」

「んん？　偶ぐう然ぜん発見したカッコいい先輩だけど？」

「名前はまだ知らない！」とドヤる、１００万回生きた倉敷。

　バカは１００万回死んでも治らない。

　とはいうものの、倉敷が別のことにモチベーションを見み出いだしたり、洞ヶ瀬や遠藤のヤル気がないのも共感できる。残念ながら飴屋や武智にも。

　体育の成績にも反映されないイベントに本気で取り組む人間のほうが珍しい。

　俺らのクラスで本気で取り組んでいるのはアイツらくらいだろう。

　３面あるコートの真ん中、シャトルを懸けん命めいに追いかけ続ける博愛主義者とサブカル女子。

　美み咲さき華か梨りんと羽は鳥とり英え玲れ奈なだ。

　美咲が浅く返ってきたシャトルを、「えいっ」と相手コートに押し込み１ポイント獲かく得とく。

　美少女２人がハイタッチして喜びを分かち合う。

「ナイスキャッチだったよ、英玲奈♪」

「華梨もナイスショット」

　キャイキャイと百合百合しい光景を後押しするのは美咲ファンたち。

「ナイス華梨！　もう１本行こーぜ！」「華梨ちゃん！　その調子ー！」「今日も最強にカワイイぞー！」「「「「「カリン様！　カリン様！　カリン様！」」」」」

　ウィンブルドン決勝のセンターコートですか？　と聞きたくなるくらい周囲は大熱ねつ狂きよう。

　自分のクラスではなく、学園アイドルへとモチベーションを見出す奴らここにありけり。

　相手の男子ペアもアウェーすぎて可哀かわい想そうだなと思うが、ゆるっゆるの顔面で「次のサーブいきまーす！」と大はしゃぎ。１秒でも美咲たちとの試合を楽しみたいと、返球するシャトルは高い弧こを描えがき続ける。

　美咲＆羽鳥ペアの試合を見た感想。スポッチャでやれ。

　接客プレイに近しい応援をする気にもなれず、答えは一択たく。

「喉のど渇かわいたんでコーヒー買ってきます。それじゃ」

「サボり発言が堂々すぎませんか!?」

「また後々バレるくらいなら、いっそ先に言っておこうかなと」

「毎度毎度思いますよ……。君のそのアグレッシブさ、もっと別方向に活いかしてくれたならって……」

「俺を買い被かぶり過ぎですよ。自分のことで精せい一いつ杯ぱいです」

「自分のことに全振りしてるだけでしょ！」

　いやー、返す言葉が見つかりません。

「おサボりは許しませんっ！」と天海先生が二の腕うでにへばりついてくる中、またしても美咲＆羽鳥ペアが点数を入れてギャラリー大歓声。

「ほらほらっ！　お二人も姫宮君の応援を望んでいるはずですよ！」

「頑張れー！」とチビッ子先生がヒーローショーでも見ているのかというくらいの声量で応援すれば、美咲と羽鳥が俺らの存在に気付く。

　２人の反応は対照的だった。

「あっ♪　アマちゃん先生と姫宮くーん！」

「アマちゃん先生と、ひ、姫宮……!?」

　頑張ってまーす！　と、満開の笑え顔がおで大きく手を振ってくるのは美咲。

　あの野や郎ろうが何であんなところに!?　と、途と端たんにキョドり始めるのは羽鳥。

「姫宮君も２人を応援してあげてください。１人１人の応援が勝利に繫つながるんです！」

　俺の袖そでをグイグイ引っ張る天海先生がどんどん妹に見えてくる。ちょっとくらい頭を小こ突づいてもいいんじゃね？　と判断が鈍にぶる程度に。

　人生諦あきらめも肝かん心じん。仕方なしに、高い位置から２人を見下ろしながらの小拍はく手しゆ。

「ガンバレ美咲ト羽鳥ー」

　北の将軍を彷ほう彿ふつとさせる俺の応援に、美咲は片耳に手を当て、応援する声が小さいよ？　とでも言いたげにイタズラげな笑みを浮うかべる。

　対して羽鳥は、俺が名前を呼んだだけでひっきりなしに口をアワアワと動かし、俺から視線を外せずにフリーズ。俺のことを、体育館に彷徨さまよう死し霊りようとでも思っているのだろうか。

　まぁ、羽鳥が動どう揺ようする理由は分かってはいるんだけども。

「英玲奈！　シャトルいったよ！」

「……え？」

　相手の山なりサーブが、レシーバーの羽鳥目掛けてゆっくりと落ちてくる。

　ワンテンポもツーテンポも遅れて気付いた羽鳥はラケットを振ることすらできず、そのままシャトルは床ゆかに落下。

　……することはない。

　それもそのはず。シャトルの着地先は、羽鳥の立派な胸の谷間だったから。

　見事なソフトランディング、谷間にホールインできたのは、大きさ・柔やわらかさ・張りのよくばり３点セットな羽鳥の胸だからこそできる芸当なんだろうなぁ。

　巨きよ乳にゆうは胸にモノを置けるという説が立証されれば、美咲応援団の男子ですら、「「「「「おおー……」」」」」とどよめく。パラパラと拍手まで湧わき上がる始末。

　湧き上がってしまえば、羽鳥の羞しゆう恥ちスイッチＯＮ。

「～～～～～っ！」

　たわわな胸に載のったシャトルごと両手で押さえ込み、その場にしゃがみ込んでしまう。

　羽鳥固有の現象、エレナーニョ現象。

　美咲は親友の失態に、「ごめんなさい！　タイムお願いします！」と審しん判ぱんに向かって両手でＴ字サイン。

　羽鳥よ、強く生きろ。

　黙もく禱とうを捧ささげ終えたので自じ販はん機きに行こうと思うが、もう１人同情する人物がいたことを思い出す。『１人１人の応援が勝利に繫がる説』をブチ壊こわされた天海先生だ。

　俺の袖を握り締める力も残っていないようで、棒立ちする天海先生にも黙禱。

「では」と最後に会え釈しやくして歩き始めると、背後からの天海先生の声が零こぼれる。

「え……、先生のクラス、団結力弱すぎ……？」
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１章　姫ひめ宮みや春はる一いちは勝負を挑いどまれる






　９月末。秋深まりし、と断言できるくらいの肌はだ寒ざむさは未いまだ感じられない今日この頃ごろ。

　それでも間ま違ちがいなく秋は近づいてきている。放課後のプライベートルームから眺ながめる夕焼け空は、真夏日だった頃に比べれば赤く、茜あかね空ぞらという言葉が相応ふさわしい。

　殆ほとんどの３年生が部活動を引退したからか。グラウンドから届く運動部の掛かけ声も、校舎から聞こえる吹すい奏そう楽がく部の演奏も夏休み前に比べて幾いく分ぶん小さく感じる。共に汗水流したり苦楽を分かち合った仲ではないが、心の内で労ねぎらいの言葉くらいは浮かんでくる。

『続いてのリスナーからのお便りは、ハルボッチさーん！』

「お」

　ラジオから流れるパーソナリティの言葉に思わず声が漏もれ、読んでいる本から目を離はなしてしまう。

　ハルボッチこと姫宮春一、すなわち俺の投とう稿こうしたメッセージが選ばれたようだ。

　我ながら安直なラジオネームだとは思う。けれど、シンプルｉｓベストで良いではないか。『一』を『ボッチ』に変えたあたりがミソ。

　俺のメッセージをパーソナリティが読み上げていく。

『僕にはどうしても想おもいを伝えたい人がいます。その人は、とても人気のあるクラスの女子です──、』

　少々の気き恥はずかしさを覚えるのは、パーソナリティの『おいおーい！』と囃はやし立てる言葉が原因ではない。対面に座る女子、まさに想いを伝えたい人物が目前に座っているから。

「このメッセージって、もしかして姫宮君？」

　名を美み咲さき華か梨りん。クラスや学年に愛されるのは勿もち論ろん、全校生徒や近きん隣りん住民にさえ愛される絶対ヒロイン。にも拘かかわらず、愛される以上に愛したいと、全すべての者を慈じ愛あいの心で包み覆おおってしまう博愛主義者である。

　夏の甲こう子し園えん。他校チア部の助すけっ人ととして足を運び、スポーツ番組の『夏の甲子園　応おう援えんする美少女たち』なる特集にて取り上げられる。Ｔｗｉｔｔｅｒでは、『♯甲子園の美少女』の急きゆう上じよう昇しようワードに最も貢こう献けんし、甲子園に負けないくらいネット界かい隈わいを滾たぎらせる。

　神こう戸べや関西を飛び越こえ、全国デビューしてしまったのだから器うつわが計り知れない。

　そんな高たか嶺ねの花である美咲を見つめてしまう。整った顔立ちに誰だれをも惹ひきつける柔にゆう和わな笑みは相変わらずで、パーソナリティがメッセージを読み上げれば読み上げるほど、美咲の表情には驚おどろきや照れという感情が追加されていってしまう。想いを伝えたい人物が自分自身だと気付かれてしまう。

『彼女は明るいクラス作りをしようと、独りが好きな僕にも率そつ先せんして話しかけてくれるとても良い人です。また、人気者として周囲の期待に応え続ける姿勢は、異性の僕からしてもとてもカッコ良く、尊敬すらしています。きっと背せ伸のびしている節もあるのでしょうが、これからも頑がん張ばってほしいと心から願ってしまいます』

「姫宮君……。えへへ……♪　　嬉うれしいけど、やっぱり照れちゃうな」

　美咲は間接越しの褒ほめ言葉でも真しん摯しに受け取ってくれ、照れ交じりの笑みを向けてくる。

『そんな彼女だからこそ、おこがましいのは重々承知で自分の想いを伝えたいのです』

「！　姫宮君の、……想い？」

『僕は勇気を振ふり絞しぼり、彼女に告白しようと思っています。パーソナリティのヒロさん、僕に励はげましの言葉をいただければ幸いです』

『頑張れ少年！』というエールが聞こえてきたが、それ以降のメッセージが頭に入ってこない。脳内が『早く伝えたい』という気持ちで満たされているから。

　ただただ、驚きや戸と惑まどいを隠かくせない様子の美咲。俺と視線を合わせるので精一杯らしい。

　けれど、情報を整理する時間など与あたえない。違う。与えられない。

　高こう揚ようする自分の気持ちを抑えきれない。

「美咲。聞いてくれるか？」

「う、うん……！」




「独りが好きなので、俺のことに構わないでください」




「……」

　愕がく然ぜん状態の美咲とスッキリ状態の俺。

　美咲へと想いを伝えられたから嬉しいわけではない。そんなもん、毎回伝えてる。

　ラジオへと再び注力する。

『そんな甘あま酸ずっぱい青春を送るハルボッチには、番組特製グッズの詰つめ合わせをプレゼント！　おめでとうハルボッチ！』

　ハルボッチ、「うしっ」と小さくガッツポーズ。

　いやぁー。グッズ欲ほしさに初めてメッセージ送ったけど、まさか自分のが読まれるとは思いもしなかった。今後も定期的に色々なものに応おう募ぼするのもアリかもしれないな。

　めでたしめでたし。

　さて、読書読書。

「……。ねぇ、姫宮君」

「？　おう」

「メッセージを送った理由を念のために教えてもらっていいかな？」

「グッズ欲しさだな」

「……よ」

「よ？」

「予想通りだよハルボッチ─────～～～～っ！」

　ですよねー。

　ご立腹モードの美咲は、頰ほおをパンパンに膨ふくらませたり唇くちびるを尖とがらせたりと大おお忙いそがし。

「大体の見当はついてたよ！　姫宮君、言いたいことあるなら面と向かって言うタイプだし！　でもさ！　それでも１％くらいは緊きん張ちようして身構えちゃうんだよ！」

　俺だって多少の罪悪感はあるさ。けど、別に愛の告白をするなんて一言も言ってないじゃないですか。あなたとパーソナリティが勘かん違ちがいしちゃっただけじゃないですか。

　それ以前に、独り好きの俺と一いつ緒しよにいるから、お前は災難に巻き込まれたんじゃないか。

「私の緊張返して！　心構え返して！　トキメキ返して！」

「美咲！」

「な、何……？」

「俺イチ押しバンドの新曲が流れ始めたから静かにしてくれ」

「ムカつく～～～～！」

　あーあ。前奏聞きそびれた。

　こんなデコボコな関係でもやっていけてるのだから不思議なもんだ。

　俺がマイペースすぎるのか。

　違うか。美咲が寛かん容ようなだけか。

「失礼するでーす」と扉とびらが開き、天あま海み先生がプライベートルームにやって来る。

　すかさず美咲が天海先生へと泣きつく。

「アマちゃん先生！　ハルボッチが！　ハルボッチが私をいじめてくるんです！　公共電波を使って！」

　うん。ラジオネームは変えよう。

「ハルボッチ？　公共電波？」と小首を傾かしげる天海先生も、かくかくしかじかと美咲に説明されれば納なつ得とくしてニッコリ。

「まーまーまー。好きな女の子にちょっかい掛かけたくなるのは、昔からのお約束ですから。ですよね、姫宮君？」

「心にもないフォローは却かえって人を傷つけると思います」

「その一言に私はまた傷付いたよ！」「本気で先生は言ってますからね!?」

　口は災わざわいの元とはよくいったモノだな。

　ジャブ口こう撃げき程度で美咲と天海先生がプライベートルームを去るわけもなく。２人は持ち場に戻もどるかのように椅い子すへと腰こし掛けてしまう。

　天海先生は長居する気満々。日々持ち歩いている小物入れという名の風ふ呂ろ桶おけから菓か子しを取り出すと、「どうぞどうぞ」と俺や美咲に配ってくれる。

　大きな円えん盤ばん状に薄うすく焼き上げた生き地じをクリームで挟はさんだ、神戸っ子御ご用よう達たしの菓子の名はゴーフル。商標登録の関係で東京ではゴーフレットとの名で浸しん透とうする、マクドとマックくらいの差が生じる焼き菓子である。神戸と東京でどちらが真の名前に相応しいか争いが生じないのは、変わらぬ美味おいしさと変わらぬ思いからに違いない。

「ども」と感謝を告げ、ゴーフルを４等分に割っていく。決して天海先生の厚こう意いをへし折るためではなく、俺流の食べ方なだけ。

　美咲はホウホウ、と興味ありげに覗のぞいてくる。

「面おも白しろい食べ方するね」

「生地がボロボロ零れるのが嫌いやだからな」

「成なる程ほど」と、俺の食べ方を真ま似ねるように美咲はゴーフルを４等分に。そのまま、「私イチゴ味だからバニラ味ちょーだい♪」と、自分の一ひと欠片かけらと俺の一欠片を交こう換かんしてくる。ジャイアンである。

「アマちゃん先生のチョコレート味も取り換かえっ──、」

　美咲が口をつぐんでしまう。既すでに天海先生が小さいお口でゴーフルにかぶりついていたから。教え子たちより先に食べ始めてしまったのが恥はずかしいのか。生地がポロポロと長机に零れているのが恥ずかしいのか。天海先生の顔は赤い。

　ふっ、と思わず鼻から空気が漏れる。

「ああっ！　い、今！　先生のこと馬ば鹿かにしてますね!?」

「馬鹿になんかしてないです。妹と食べ方がそっくりだと思っただけです」

「子供っぽいってことじゃないですか！　妹さん小学生なの知ってますからね!?」

　勘のいいガキは嫌きらいだよ。

　立場逆転。まーまーまー、と美咲が天海先生をあやし始め、自分と俺分のゴーフル一欠片を献けん上じようすれば、贅ぜい沢たくにも３つの味を天海先生は口の中いっぱいに頰張ってやけ食い。モグモグと口を動かせば動かすほど、頰や表情はトロロ～ンと溶とけていき、最後にシナモンたっぷりのココアでフィニッシュ。怒いかりの感情はどこへやらで、うっとり甘々な表情に早変わり。ゴーフルとココアがすごいのか、天海先生が単純なのか。

　まったりムードの天海先生だったが、「はっ」と真ん丸お目目を一層大きく見開く。寸でのところで自分が大人であり、教師であることを思い出したようだ。ギリアウト。

　ゴホン、と分かりやすく咳せき払ばらい。

「さてさて。そろそろ本題に入りましょうか」

　どの口が言っとるのだろうか。

　天海先生がプライベートルームに来る理由は主に２つ。

　１つ目は愚ぐ痴ち。同どう僚りようと居酒屋に行ったら自分だけ年ねん齢れい確かく認にんされたとか、カラオケに行ったら未成年は22時以降禁止と言われたとか、人生初のナンパされたと思ったら子役デビューの勧かん誘ゆうだったりとか。

　先週は久々に行った同窓会で「皆みんな変わってないね、特に水面みなもは」と全員に涙なみだされ、１人だけ別の意味で涙したと涙ながらに語っていた。

　夏休みが明けてから、この人愚痴しか溢こぼしてねぇ。

　しかし、今回は愚痴ではない。至し極ごく真ま面じ目めな表情で、口に食べかすを付けたまま力強く宣言する。

「お２人には、文化祭の実行委員になってクラスをまとめてもらいます！」

「ほあ」「文化祭っ！」

　天海先生がプライベートルームに来る２つ目の理由は依い頼らい。俺の愛するこの空間、プライベートルームを使い続けるためのコストとして、天海先生が手の届かない生徒間の問題などを代理で叶かなえなければならない。ＷＩＮＷＩＮの関係という奴やつだ。

「この前の球技大会を見て先生はショックでした。競技に参加する人も応おう援えんする人もまとまりがほぼほぼ皆かい無むではないですか。皆さんなら手に汗あせ握にぎる戦いを繰くり広げてくれると期待してたのに！　午前中に各チーム全ぜん滅めつはあんまりです！」

　ヒートアップする天海先生が、駅前で演説する選挙立候補者にどんどん見えてくる。

「このままでは文化祭もグダグダに終わってしまうビジョンしか先生には見えないのですっ！　文化祭と言えば高校生活の一大イベントですっ！　クラスの皆さんで素す敵てきな思い出を作ってほしいのですっ！」

　放置プレー気味な教師が増える昨今、さすがは生徒との距きよ離りの近しさに定評ある天海先生といったところか。若じやつ干かんの暑苦しさや美談、大きな身長差はあれど立派な教師だよな。

　しかし、面めん倒どっちいものは面倒っちい。

　多様化が求められる昨今、『友情・努力・勝利』を強く求められても困る。『孤こ独どく・無気力・不ふ干かん渉しよう』でも一定のニーズはあるのだ。主に独りを愛する者たちに。

　そもそも、大きいイベントだけ声を大にして盛り上がろうとする風習は好かん。

　何気ない日々を楽しめない輩やからは、一大イベントも楽しめないと俺は思う。

　やりたいことが沢たく山さんある。けど、いつ命尽つき果てても後こう悔かいしないくらい充じゆう実じつした日々を送っている人間にこそ、一大イベントを謳おう歌かする権利もあるのではなかろうか。

　筋肉バッキバキの人も言っていた。「お前、もしかしてまだ自分が死なないとでも思ってるんじゃないかね？」と。

　今を全力で生きられない奴は、未み来らい永えい劫ごう、全力で生きられるわけがない。

　あの人好きなんだよな。自分に恐おそろしいくらいストイックなところとか。

　ハードボイルドな男に尊敬の念を抱いだいていると、上じよう機き嫌げんそうな鼻歌が聞こえてくる。

　出どころへと視線を向ければ、キラキラと目を輝かがやかせ、ワクワクと胸を弾はずませる美咲がコンニチワ。

　あぁ……。コイツは間違いなく文化祭を謳歌する権利を持っているだろうな。大だい爆ばく笑しようすらしていいレベルだ。

「文化祭かぁ。楽しみだなー♪」

「お前は好きそうだよな文化祭」

「勿もち論ろんっ。演劇とかマジックショーとか楽しい企き画かくがいっぱいあるし、美味おいしいものだって沢山食べれるんだもん。皆で準備してるだけでも気分が上がっちゃうよ！」

　既に美咲はテンション上げ上げ。そんなに祭りが好きなら、リオに永住してサンバを踊おどり続けたらいいのに。現地民にも引かれたらいいのに。

　俺が穏おだやかな日々を望んでいるのに対し、美咲は刺し激げき的な日々をご所しよ望もう。やはり俺と美咲は価値観や考え方が違う。

　けど否定はしない。充実した日々を手に入れる過程が違うだけで、辿たどり着く結果は同じなわけだし。知り合って半年程度の関係だが、美咲には美咲の自論やアイデンティティがあるのも分かっている。俺の生き方を否定されない限りは、１つの考え方として尊重しようではないか。

　否定されたら消し炭になるまで全否定し返すけど。

　俺を見つめたまま美咲は、胸前で両拳こぶしを握にぎり締しめガッツポーズ。

「皆と楽しめる文化祭作り、頑がん張ばろうね！」

「やだ」

「「……」」

　げんなりする博愛主義者とチビッ子先生。

　誤解が生まれそうなので、先に釘くぎを打っておく。

「というより、依頼内容的に俺は適任じゃないって伝えたいだけです」

　文化祭が高校生活の一大イベント。天海先生の言う通りだと俺も思う。

　だからこそだ。そんな大層なイベントを、独り至上主義の俺に一任しようなどお門かど違ちがい。クラス一同で素敵な思い出を作ってほしいというオプション付きなら尚なお更さらに。

「文化祭の実行委員なんてカリスマ性やリーダーシップが必要不可欠な役割です。当日、何ど処こで何をして独り過ごそうか胸弾ませる俺じゃ使い物にならないです」

「カリスマ性とかリーダーシップ以前の問題だよ……」

　そうそう美咲さん。それ以前の問題だから俺には向いてないんですわ。

　ポジティブすぎるだろ俺。

「そういうことでしたら、先生は全く心配してませんよ？」

「は？」

「むしろ姫宮君こそ適任とさえ思っています♪」

　適任？　俺が？　ＦＷにＧＫさせるどころか、監かん督とくにラインズマンさせるくらい不適任だと思うんですけど。

　ぺかー！　と無む垢くな笑顔の天海先生は、フリーズ状態な俺にお構いなし。

「確かに姫宮君は、人を引っ張っていくという点ではリーダーシップやカリスマ性が弱いかもしれません。ですが、誰だれに臆おくすることなく自分の意見を述べられるじゃないですか。他人の意見を柔じゆう軟なんに受け入れられるじゃないですか。それってクラスの子たちをまとめる力を十二分に備えていると先生は信じて止やまないのです」

　誰に臆することなく自分の意見を述べられる＝自己中、空気読めない

　他人の意見を柔軟に受け入れられる＝どうでもいい、人に興味がない

　物は言いようだよな。

　美咲も天海先生に同調するかのように俺へと語り掛かけてくる。

「私もそう思うな。姫宮君って自分から行動しないだけで、いざ本気で行動したときは毎回私たち救われてるもん」

「人をポジティブなニートみたいに言うなよ」

「褒ほめてるんだから素直に受け取ってよ」

　美咲のにこやかな表情を見てしまえば、噓うそ偽いつわりない言葉なのが容易に分かってしまう。

「姫宮君は自分のことを過小評価しすぎだから、もっと自信持ってほしいな。周りは姫宮君の思っている以上に姫宮君のことを頼たよりにしてると思うよ？　少なくとも私はすごいしてるし」

「……。おだてても何も出ないぞ」

「常つね日ひ頃ごろ、沢たく山さん貰もらってるから要いりませーん」と、美咲はチロッと小さく舌を出す。

　引ひっこ抜ぬきたい衝しよう動どうに駆かられるが、こうもスラスラと褒められてしまえば調子も狂くるう。

　同時に美咲の言うとおり、少しくらい自信を持とうと思えてしまう。自分に素直になろうと思えてしまう。

　読みかけの本を置き、片かた肘ひじつくのも止めて姿勢を正す。美咲と天海先生を交こう互ごに見やれば、２人も姿勢を正してくれる。

「美咲、天海先生」

「うん♪」「はいっ！」

「面倒なので文化祭の実行委員はやりたくありません」

「「おバカッ！」」

　発言の刹せつ那な、口の中にゴーフルをぶち込まれる。お前はもう喋しやべるなという意味を込こめて。

　欲望に素直になった結果がこの始末。

　２人の視線が痛い。説教がうるせー。

「そもそもの話、貴方あなたはコミュニケーション能力を磨みがく必要があるのですから、拒きよ否ひすることは先生許さないです。実行委員は勉強の一いつ環かんです！」

「自信を持ってとは言ったけど、言いたいことを言うのはいつもの姫宮君でしょ！　というか、そういうことも理解して発言したのお見通しだからね……？」

　口に物が入っている状態では鼻で笑うこともできない。俺に反はん撃げきされることも予測しての行動なら、美咲のお見通し発言もあながち噓ではないようだ。

　ふっ……。美咲も成長したな。

　未いまだに「実行委員、やってくれるよね？」という２人の物静かな視線が痛い。何ならどんどん寄ってきていて暑苦しい。溶けてこの場からフェードアウトしたい。

　しかし、逃にげたところで何も解決しない。

　口にぶち込まれたゴーフルをコーヒーで流し終え、１つ頷うなずく。

「分かりましたよ。引き受けます」

　美咲と天海先生は沈ちん黙もくから一転させ、「「やった♪」」とハイタッチして大喜び。

　人の不幸は蜜みつの味？　メシウマ？　ろくな死に方しないぞアンタら。

　結局のところ、俺には向いていない仕事であろうが面倒な仕事であろうが、やれと言うならやるさ。こちとらプライベートルームの使用権が懸かかっているのだから。

　真まっ直すぐ帰宅して妹にウザ絡がらみされるくらいなら、泥どろ仕事やヒットマン、パリピ討とう伐ばつのクエストなどを引き受けるほうがマシ。

　玄げん関かんの扉とびら開けた瞬しゆん間かん、「おかえり春兄っ！　マリパにする？　ぷよぷよにする？　それともス・プ・ラ？」と言われる兄の気持ちは、残念な妹には分からない。

「ドラクエ、ストーリーモード」って答えたった。

　妹のことはさておき。天海先生からの依頼を引き受けたし、たった今、本も読み終えてしまう。青春ミステリーの三部作ものなだけに続きが気になってしまう。

　読書ってノリと勢いが大切だ。生モノと言ってもいいくらいだし、賞味期限があると言っても過言ではない。食品のように傷いみみこそしないが、読む間かん隔かくが空けば空くほど面白味や感動が薄うすれてしまう。登場人物を忘れてしまえば感情移入などできやしないし、伏ふく線せんを忘れてしまえば今まで何で読んでいたのか分かったもんじゃない。

　鉄は熱いうちに打て、本は熱いうちに読め。ｂｙぼっち

　上巻片手に立ち上がると、美咲に尋たずねられてしまう。

「図書室行くの？」

「おう」

「それじゃあ、英え玲れ奈なにもお菓か子し持って行ってあげて」

「……おう」

　おかしいな。俺の読書熱がキンキンに冷えてやがる。美咲から受け取ったゴーフルが赤紙にさえ見えてくる。

　パシられたからでは勿論ない。あの女子が図書室にいることが発覚したから。

　俺のあからさまな反応を見た美咲は、「えー……」と眉まゆ根ねを寄せる。

「まだ仲直りできてないの？　９月終わっちゃうよ？」

「何度も言ってるだろ。喧けん嘩かなんかしてない」

「じゃあ何でそんなにギクシャクしてるのさ」

「気にするな」

「何度も言うけど、私に協力できることはないの？」

「ない」

「なら、気にならないように早く問題解決してよ。そんな遠い目をしないでよ……」

　如何いかんせんゴールが果てしないもので。

　何回このやり取りを美咲としただろうか。

　これまたテンプレ。長机に顎あごを載のせた美咲は、「いつもみたいに皆みんなで楽しくお喋りしたいよー」とブースカ垂れる。

　プライベートルームを何度も行き来する天海先生も、何となしに事情を察している。

　察しすぎているからか。この話題になると毎回ニコニコというかニヤニヤというか。

「若いですねえ♪」

「先生には勝てませんよ」

「なっ……！　せ、先生は立派な大人ですよう！」

　ムキ───ッ！　と憤いきどおる天海先生を見れば、我ながら大人気ないことをしてしまったと反省してしまう。




　図書室前に到とう着ちやくし、扉の小窓から中を覗のぞいてみるとアイツはいた。

　名を羽は鳥とり英玲奈。夏休みに行われたキャンプの夜、俺に告白チックな言葉を溢こぼしてしまったサブカル女子もといウッカリ女子。

　受付のカウンター席に腰こし掛ける羽鳥は読書中らしい。黒のセルフレーム眼鏡を着用した姿は知的に見え、ページを捲めくるついでに艶つややかな長ちよう髪はつをかき上げる仕草は、大人びた雰ふん囲い気きを一層引き立たせる。

　とてもウッカリするような奴やつには見えないんだけどな。

　扉を開けば、利用客に気付いた羽鳥が顔を上げる。客が俺だと気付いてしまう。

　大人ガールは何処へやら。

「ひ、姫宮っ!?」

　ガタガタガタッ！　と羽鳥は勢いよく立ち上がって大おお慌あわて。俺は黒光りするＧかよ。

　テラフォーマー姫宮、壁かべの貼はり紙を指差し、視線を誘ゆう導どうさせることに成功。

『室内はお静かに』という文字を見た羽鳥が、ハッとした表情で周囲を見み渡わたす。

　幸いにも俺以外の利用客はいない。

「～～～～っ……！　ご、ごめんなさい……」

　俺に謝罪を述べ終えた羽鳥は、椅い子すへと再び腰掛ける。

　読書を再開するわけでもなく、俺に視線を合わせるわけでもなく。レモン１００個分のビタミンＣでも摂せつ取しゆしとんのかというくらい、口や頰ほおをモゴモゴと動かし続けてサイレントモードを決め込む。平常心を保とうと肩かた身みを狭せばめれば狭めるほど、両りよう腕うでに圧あつ迫ぱくされたボリューミーな胸が窮きゆう屈くつそうにセーターを押し広げてしまう。

　野の良ら猫ねこに近づこうとするイメージに近い。貴方へ害は加えませんよの意味を込めて、ゆっくりゆっくりと羽鳥のいる席へと近づいていく。

　前に立ち、そのまま語り掛ける。

「どうだ？　まだ慣れそうにないか？」

「……うん」

　美咲と俺にテンプレなやり取りができてしまったように、羽鳥と俺にもテンプレなやり取りがすっかり完成している。

　テンプレ完成のきっかけは、夏休みが明けた２学期始業式の放課後。




「姫宮っ！」

　いつもどおりプライベートルームへ行こうと渡わたり廊ろう下かを歩いていると、背後から羽鳥に呼び止められてしまう。

　俺との距きよ離りを若じやつ干かん空けた状態で、羽鳥は声を荒あらげる。

「キャンプでの告白は一いつ旦たん忘れてっ！」

「一旦？」

「うん……。それと……、」

「それと？」

「心の整理が付くまで、話しかけるの控ひかえるね……？　い、今は恥はずかし過ぎて姫宮の顔もまともに見れないから……」

「お、おう……」と１つ頷けば、羽鳥はアタフタし始める。

「で、でも！　ＬＩＮＥではいつもどおりやり取りできるから！　ううんっ！　したいからっ！　姫宮が嫌きらいになったからとかじゃなくて、むしろ意識してるからこそ──、……。！！！？？？」

　キャンプでの夜を思い出させるデジャブ発言に、羽鳥がパニック状態。

　さらには、訂てい正せいしようと俺をガッツリ見てしまう。数秒前の発言を立証するかのように、羽鳥の顔が一瞬で発火。声にもならぬ声を上げ、火ほ照てる顔を両手で押さえれば、ぎゅぅぅぅぅぅ！　と、たわわな胸も両腕に圧迫されてしまう。

「～～～～～っ！　そ、そういうことだから、よろしくお願いします！」

「……」

　通り魔ま的感覚を覚えつつ、全力で走り去っていく羽鳥を見て思う。

　難なん儀ぎなやっちゃなぁ……、と。




　翌日以降、羽鳥の宣言どおり、話す機会が挨あい拶さつ程度になる。教室や食堂でも喋る機会は滅めつ多たになくなったし、プライベートルームでは一度も顔を合わせていない。

　サブカル談議を直接語れないならと、ＬＩＮＥでお気に入りアーティストやゲーム実じつ況きよう、バラエティ特番などの感想を長文で送ってくるようになった。ちょっと怖こわいくらい。

　そして、今に至る。

　いつ羽鳥の心の整理が終わるのか見当もつかない。未だまともに会話ができないどころか、未だ視線すら合わせることができないのだから、「暗あん礁しように乗り上げているのでは……？」とさえ思えてしまう。

　俺にできることと言えば、いつも通りでいるくらいだ。

「返へん却きやく手続き頼たのんだ。あと、天海先生から」

　本とゴーフルを羽鳥へ差し出せば、「う、うん。ありがと……」とさも宝物のように受け取る。そんなプレゼント貰もらったみたいなリアクションせんでも。借り物と貰い物だぞ。

　手続きしてもらっている間に、次借りる本を探しに行こう。

「こ、この本！　……だよね？」

　呼び止める羽鳥が、俺の視線を遮さえぎるよう盾たて代わりにした本を見てみる。

　驚おどろいた。今まさに探しに行こうとしていた本、青春ミステリーものの続編だったから。

　顔に感情が出やすい俺だが、いくら何でも情報がダイレクト過ぎる。本当に文字が顔に浮うかび上がっているのでは……？　と鏡を見たくなってくる。

　実際に書いているわけもない。

「図書カードの履り歴れきで姫宮が上巻借りてるの知ったから……」

　成程、そういうことか。情報社会恐るべし。

　羽鳥、言い訳開始。

「勝手に見てごめん。カードの整理してたら偶ぐう然ぜん目に入っちゃって……。ううん……、あるかな？　って期待してた自分もいたかも……。ごめんなさい」

　ちゃんと人の目を見て謝りましょうと言いたいところだが、そんな芸当が今の羽鳥にできるわけがない。

　というのは、浅はかな考えだった。

「本当は見るだけにしようと思ってた。け、けどっ！」

「うおっ……！」

　瞬しゆん歩ぽ？　カウンター越ごしの羽鳥が前まえ屈かがみで俺へと急接近。あれだけ避さけていたはずの視線は、ガッツリ俺をロックオン。

　やべ……。羽鳥にスイッチが入った……。

「あっ！　私の大好きな作品！　姫宮も読み始めたんだ！　って思うと嬉うれしくなっちゃったの！　図書室にあるのはハードカバーだし、姫宮はソフトのほうがよく読んでるでしょ？　だから、私が持ってるのはソフトだから貸そうって！　しかも改かい訂てい版のほうだから、より丁てい寧ねいな描びよう写しやになってるし、あとがきも作者の伝えたいメッセージが──、」

　久々のマシンガントークに懐なつかしさを感じる猶ゆう予よはない。

　逃とう走そうを試みようとも考えたが非現実的。僅わずかな時間でできることは、歯を食いしばり現実を受け入れることくらいか。

　意を決して爛らん々らんと目を輝かがやかせる羽鳥の会話を止める。

「羽鳥」

「どうしたの？」

「ありがたく借りさせてもらう。だから、」

「？　だから？」

「とりあえず一旦落ち着け」

「え？　…………あ」

　満面の笑みから一変。夢から覚めた羽鳥がコンニチワ。

　あと１歩踏ふみ込めば、顔と顔、俺の胸むな板いたに羽鳥の胸が押し当たるくらいにまで距離が詰つまっていることにようやく気付く。

　あれだけ楽し気に語りかけてくれていたのに、まるで化け物が目の前にいるかのように羽鳥は全力で後退。俺じゃなきゃ泣いちゃうね。

「～～～～～っ！　もうそろそろ閉館の時間だから！　職員室に鍵かぎ取ってくる！」

「……おう」

　羽鳥が全速力で図書室から出ていけば、本来あるべき図書室の環かん境きようが出来上がり。

　ポツンと残された空間で思う。

　本を借りるのって、こんなに体力使うことだっけ？　と。

　小休止しようと、カウンターに重たい腰こしを預け、羽鳥が貸してくれた本をパラパラとめくっていく。

「ん？」

　ページの間に１枚のメモが挟はさまれていた。

　差し出し人は書かれていない。けれど、愛あい嬌きようある丸っこい文字には見覚えがある。直すぐに羽鳥から俺宛あてに書かれたメッセージだと分かってしまう。

『あと少しで、普ふ通つうに接することができるようになると思います』

「噓うそこけ……」

　羽鳥よ。１分前の行動を見た後じゃ、信しん憑ぴよう性せいの欠片かけらもないぞ。

　クラスメイト１人にこんだけ手を焼いている俺が、文化祭実行委員でクラスをひとまとめとか。

　ビニール紐ひもで縛しばって、可燃ゴミにポイしたい。




　　　　※　※　※




　うん。いつ見ても素す晴ばらしい。惚ほれ惚ぼれという表現がまさに適切ではなかろうか。

　玄げん関かん前。新しい相棒となった革かわ靴ぐつの手入れを終え、つま先から踵かかと部分までじっくりと眺ながめ回してしまう。

　こまめに手入れされ続けてきたであろう革は、茶色からハチミツのような飴あめ色いろに成長を遂とげている。履はき皺じわすら美しく、所有者がいかに愛情を注いで履いてきたのかが窺うかがえる。

　ありがとうマスター。大事に履かせてもらってます。

　夏休み終しゆう了りよう間ま際ぎわ、短期で働かせてもらっていた喫きつ茶さ店てんＷＥＬＬのマスターが、餞せん別べつ祝いにとコレクションの１つであるポストマンシューズをプレゼントしてくれた。

　前々から革靴の奥深さや面おも白しろさをマスターから教えてもらっていて、俺もいつか本格的な革靴を履いてみたいと思っていただけに嬉しいの何の。

　白スニーカー一択たくだった俺も、今ではすっかり革靴の虜とりこ。『靴くつ＝履く』という概がい念ねんはすっかり払ふつ拭しよくされ、『靴＝育てる』ものだと考えを改めてしまう。白スニーカーと同等、それ以上に汎はん用よう性の高い靴だと思い知らされてしまう。

　靴からシューキーパーを外し、足を入れていく。若干ゆとりのあったサイズも、厚めのインソールを入れて固めに紐を縛れば、ぴったりフィット。

　思わず目を瞑つぶって何度も頷うなずき、感情が込み上げてしまう。

　鑑かん賞しようするも良し、手入れするも良し、履くも良しとか。

　革靴最高かよ……。

「春兄ー。早く行かないと学校遅ち刻こくしちゃうよ？」

「問題ない。堪たん能のうする時間も考こう慮りよして行動してるから」

「こーりょ？？？」とチンプンカンプン状態のお子様に、革靴の良さは分からんだろうな。

　かかとにローラーの付いたスニーカーでも履いていればヨロシイ。

　至福な時間を阻はばんでくるのは、我が妹のゆず。俺と同じく今から登校するようで、小学生のトレードマーク、ランドセルがよく似合っている。

「春兄。こーりょって、なーに？」

「ｇｇｒｋｓとインターネットで調べてみろ」

「分かったー！」

　万歳三唱する妹に若干の負い目を感じるが、深く考えるのは止めておこう。

「春兄は相変わらずヴォルデモートが豊富だなぁ」

「ボキャブラリーが豊富な」

　人を化け物扱あつかいするんじゃねぇ。

　フックに掛かった帽ぼう子しを手に取り、ゆずに被かぶせれば、「ありがとー！」と元気いっぱい。

　そのまま家を出てくれればいいものを、袖そでをグイグイ引っ張ってくる。

「ねーねー春兄」

「ん？」

「帰ってきたら、一いつ緒しよに医者マリオ出そうね！」

「いってきます」

「いってこないで！」

　絶対に逃にがすものかと、二の腕うでに飛びつかれる。何故、小さき者たちは二の腕にまとわりつくのが好きなのか。このまま高校まで引きずったろかい。

　最近のゆずはスマブラにお熱。ことあるごとに隠かくしキャラを出すのを手伝えとせびってくるのだが、如何いかんせん新シリーズはキャラが多い。全部出すのは中々に苦行を強しいられる。

　先日も夜遅おそくまで手伝いを強要されたのだが、隣となりでゆずがウトウトし始めたときはデコピンしそうになった。「全部出たら教えてね」と人の膝ひざで寝ね始めたときはデコピンしてた。

　医者マリオ？　あのオッサン、どんだけ後ろの隠しキャラだと思ってんだよ……。

「お前の持ちキャラ、マリオだろ。医者に浮うわ気きする必要はない」

「あるもん！　白衣のほうがカッコイイもん！」

「お前……。それだけの理由で俺に長時間ゲームさせる気かよ……」

「うん♪」

　噓うそ偽いつわりない笑え顔がおには、ド畜ちく生しようという言葉が良く似合う。

　オーバーオールを白衣にしたいだけで俺の自由時間が潰つぶれるとか嫌いやすぎる。今日は靴くつ磨みがき職人の動画でメンテナンスの勉強をすると決めているのだ。

　結論。

「許せゆず。また今度だ」

　二の腕に絡からみ続けるゆずをアイアンクローで引き剝はがし、高校目指して出発。

　外を歩き始めて数歩。またしても身体からだが重くなる。妹という悪性の腫しゆ瘍ようが二の腕から足に転移していた。

　ゆずぇ……。

「遊んで遊んで遊んで！　配管工飽あきた！　医者がいい！」

　水道局のおっちゃんに、二度と蛇じや口ぐち捻ひねれない手に魔ま改造されたらいいのに。

「いいかゆず。人生は思い通りにいかないから面白いんだぞ」

「じゃあ春兄が諦あきらめてゆずと遊んで！」

「くだらんこと言うな」

「やっぱり面白くないんだ!?」

　他人に左右される人生などクソくらえ。

　離はなれろ離れないのラリーを繰くり返しつつ歩けば、通りすがる近きん隣りん住民の方々が、「あらあら」とか「ゆずちゃんはお兄ちゃん大好きねー」とか。微笑ほほえまし気に俺らを眺めてくるが、俺としては堪たまったもんじゃない。

「ゆず。これ以上、世間に生き恥はじを晒さらすな」

「やだっ！」

　俺みたいなこと言うなよ。腹立つから。

「春兄は乙女おとめ心ごころが分かってない！」

「あ？」

「ゆずだって春兄独り占じめしたいんだもん！　カリン姉やエレ姉ばっかりズルい！」

　ゲームは俺と遊ぶための建前と言いたいようだが、こうも医者を要求され続ければ信憑性の欠片もない。

　これ以上、茶番に付き合っていたら本当に遅刻してしまう。大前提、人の心が分からない俺に乙女心など分かるわけがない。

「俺を独どく占せんできるのは俺だけだ」と、ゆずの襟えり首くびを摑つかんで引き剝がそうとする。

「春兄のスマホでゲームするから知ってるもん！」

「あん？」

「有あり栖すってお姉ちゃんから沢たく山さんＬＩＮＥ来てるの知ってるもん！　『都合の良い日に遊びましょう』って、しょっちゅう誘さそわれてるの知ってるもん！　色白でオッパイ大きいの知ってるもん！」

　あまりにも誤解を招く発言に、襟首を摑む手が固まってしまう。

　案の定、近隣住民の方々が、「愛人さんかしら」とか「お兄ちゃんも遊びたいお年とし頃ごろなのねぇ」と囁ささやき始める。微笑まし気に俺を眺めてくるが、俺としては堪ったもんじゃない。

「おい、ゆず──、」

「瑠る璃りってお姉ちゃんからも『暇ひまだから店に遊びに来て。たっぷりサービスするぞー』って誘われてるの知ってるもん！　はーとまーくの絵文字付きで！　可愛かわいい制服姿の写真付きで！」

「変な噂うわさ立つから、これ以上──、」

「夢ゆめ乃のってお姉ちゃんからも誘われてるの知ってるもん！　『いつチビ達の相手してくれんの？』とか、『いきなり遊びに来てもＯＫだから』って！　ゆずの知らない場所で春兄が楽しんでるの知ってるもん！」

　近隣住民の方々が益ます々ますヒートアップ。「お店の常連なのかしら？」とか「不ふ倫りん？　隠し子かしら？」とか「私ももう少し若ければねぇ……」とかとか。

　愛人がいて、いかがわしい店の常連、子持ちの人妻とも不倫中。

　俺、クズ男すぎんだろ……。

　未いまだに駄だ々だをこね続けるゆずに溜ため息いきが漏もれる。何なら魂たましいすら抜ぬけ出そう。

「分かったよ……」とやるせなく呟つぶやけば、騒さわいでいたゆずはピタリと口を噤つぐむ。次の言葉に期待してワクワクとガン見してくる。

「今日は少しだけ早く帰ってやる」

「ほんとっ!?　やったー♪」

　俺の太モモから地面へと着地したゆずは、約束をこじつけることに成功して小こ躍おどり。

　しまいには、喜びを共有しようと俺の両手を握にぎり締しめてブンブン振ふり回す。

「約束だよ？　放課後はたっぷりゲームしようね！」

「ゲームはしないぞ」

「……え？」と、コテンと首を傾かたむけるゆずが尋たずねてくる。

「じゃあ何するの？」

「みっちり説教だ」

「………………。！！！？？？　ど、どうして!?」

　俺のキャッチコピーを歩くラブホにした罰ばつだ馬ば鹿か野や郎ろう。

　あれだけベッタリくっついていたのに、「ひゃああ～～～！」と逃げ出そうとするゆず。

　逃がすわけもなく、離そうとする両手をガッチリホールドして途と中ちゆうまでの通学路を一緒に歩いていく。というか引きずっていく。

　人生は思い通りにいかないから面白い。けど、腹立つもんは腹立つ。




　　　　※　※　※




　毎週水曜日は全校集会。全生徒が体育館に詰つめ込まれれば、秋の季節に入ったといえど蒸むし暑さを感じてしまう。

　朝早く体験した妹談に、隣に座る洞うろヶが瀬せは大笑い。

「アハハッ！　アンタんとこの妹面白過ぎ！」

「俺は全然面白くない」

「だろうけどさー」と、洞ヶ瀬は目め尻じりに溜たまった涙なみだを拭ぬぐいつつ、未だ笑みを崩くずさない。

　今日は保育園のアルバイトがあるようで、ネイルチップなどの装そう飾しよくは一いつ切さい施ほどこされておらず、メイクも控ひかえめ。今みたいに腹八分目のほうが男ウケは良さげだが、自分を貫つらぬく洞ヶ瀬にとっては無関係な話か。

　自分も子持ちの人妻、しかも相手は俺と誤ご認にんされてるというのに、あっけらかんとしているのだから大した肝きもだよな。

　校長の最近あった面白い話を洞ヶ瀬は聞く耳持たずで、引き続き話しかけてくる。

「いいなー、ウチもゆずちゃんみたいな年の離れた妹か弟欲ほしかったなぁ」

「洞ヶ瀬は兄弟いないのか？」

「兄貴が１人ね」

「大学３回生の奴やつが」と、肩かたをオーバーにすくめる姿を見てしまえば、いかに洞ヶ瀬兄が疎うとまれているのかが分かってしまう。

「ウチの兄貴、デリカシーないからマジでウザい。最近初めて彼女できたか何だか知んないけど、事あるごとに『彼氏できたかー？』って聞いてくるし。聞いてもないのに惚のろ気け話してきたり、彼女の写真見せびらかしてくるし。誰だれが身内の恋れん愛あい事情なんて興味あんのよ……！」

　ツンデレ妹が最近構ってくれない兄に機き嫌げんを損そこねているという、可愛らしいオチを微み塵じんも感じさせない明確な殺意。

　良かったな洞ヶ瀬。お前の握る拳こぶし、爪つめが長かったら血まみれだったぞ。

　夫ふう婦ふ喧げん嘩かは犬も食わないと言うが、身内の恋愛事情は、日夜ファミレスやカラオケで恋こいバナを繰り広げるＪＫもメシマズのようだ。

　まぁ、思春期の俺でさえ家族と接するのを面めん倒どうだと思うことが多々あるのだから、年頃ギャルの洞ヶ瀬はその何百倍も感じてるんだろうな。

　親父おやじや兄たちの下着と一緒に洗せん濯たくしないでとか超ちよう言ってそう。

「アンタ家に連れて行って、ウチの彼氏だって兄貴に自じ慢まんしてやろうかな。……。冗じよう談だんだから、そんな悲しそうな顔するの止やめてくんない……？」

「世の中には言って良い噓うそと悪い噓があるぞ」

「今のは絶対良い噓じゃん！」

　痛いというより、くすぐったいドリル攻こう撃げきがグリグリと俺の脇わき腹ばらに食い込む。

　良かったな俺。洞ヶ瀬の手刀、爪が長かったら貫いてたぞ。

「でも、冗談抜きで兄貴とゆずちゃんは交こう換かんしてほしーわ」

「それは嫌だな」

　俺の即そく答とうに洞ヶ瀬の猫ねこ目めがパチクリと瞬まばたきを繰り返す。

　次いで、ニヤニヤ。

「へ～。やっぱりアンタも兄貴なんだねー」

「何がだよ」

「だってそうじゃん。ゆずちゃんいなくなると寂さびしいってことでしょ？」

「いいえ全く」

「は？」

「妹ならタダでやる。お前んとこの兄が要いらないだけだ」

「……。久々に兄貴のこと可哀かわい想そうだと思ったわ……」

　想おもう気持ちが残されているなら家に残してやれよ。このままじゃお前んとこの兄、公園生活編スタートしちゃうし。

　独り好きな俺に、そんな交こう渉しようを持ちかけること自体ナンセンスだろうに。

「次は文化祭についてのお知らせです。会長お願いします」

　校長の話がようやく終わったらしい。進行役の副生徒会長がアナウンスすれば、「ほいほい」と気の抜けた返事をしつつ、教きよう壇だん目指して１人の男子生徒が歩き始める。

　相変わらず独特な雰ふん囲い気きを纏まとう人だ。クセ毛交じりの髪かみはいつ見てもボサついていて、高い背せ丈たけを感じさせないくらいの猫背、カーディガンのボタンは全開で、シャツの裾すそは後ろだけでなく前も丸出し。

　ダラしない事この上ない。しかし、ダラしないより先に味があると思えてしまうのは、飄ひよう々ひようとした態度から来るものだろうか。はたまた人の良さそう、人じん畜ちく無む害がいそうな顔や表情から来るものだろうか。

[image: ]

「ヤッシー！」「ヤッシーさーん！」「また寝ねぐせってるよー」

　校長との人気ぶりは雲うん泥でいの差。ヤッシーこと出で屋や敷しき生徒会長は、「どーもどーも」と関西人丸出しに、小さく手を上げて声せい援えんに応こたえ続ける。

「ヤッシー会長──～～っ！　！　姫宮見た!?　わたしに手を振ってくれたぞっ！　わたしに気があるのかな!?　ワンチャンあるのかな!?」

　斜ななめ後ろ、ミーハーの倉くら敷しきがうるせぇ。

　イケメン探検隊の倉敷にサルベージされるくらい顔が整っているのも、人気者たる所以ゆえんの１つなのだろうな。

　洞ヶ瀬と倉敷がＪＫトーク開かい催さい。

「会長カッコいいとは思うけど、ウチは塩顔よりソース顔派だからタイプじゃないわ。てか、身だしなみ適当なの結構マイナスじゃない？」

「わたしは何顔だろうが、身だしなみがダメダメでもカッコ良ければ問題無し！　夢乃は選えり好みしすぎじゃないか？」

「アンタはもっと選り好みしなさいよ……」

　お前らは会長の話に耳を傾けろよ。

　会長は観衆を落ちつかせた後、マイクのスイッチをＯＮにする。

「さぁさぁ。あと１ヶ月もすれば２学期の目玉イベント、文化祭だ。３年生は受験勉強の息いき抜ぬきには打ってつけだし、１年生は高校最初の文化祭を目め一いつ杯ぱい満まん喫きつしてほしい。２年生はそうだな……。うん、１番頑がん張ばれ！　中間管理職は大変って相場が決まってるしな！」

　２年生のギャラリーが「ちゃんと言う事決めとけよー」と囃はやし立てれば、体育館内にドッとした笑いが沸わき上がる。

　観客を利用して笑いを取る手法は、トーク番組のＭＣを彷ほう彿ふつとさせ抜ばつ群ぐんの安定感がある。

　会長が天然なのか計算で話しているのか分からないが、一いつ瞬しゆんで全校生徒を引き込ませる話術は凄すごい。校長も見習えと毎回思う。

　美咲とタイプが違ちがえど、会長も大勢の人間に愛されるタイプだと再認識する。

　話を進める会長が、声高々に宣言。

「毎年恒こう例れい！　乙おと塚づか高校名物、乙おとコレを今年も開催するぞ───！」

「「「「「おおおおおお──────～～～っ！」」」」」

　今日一の最大ボルテージ。大勢の野郎たちが、割れんばかりの拍はく手しゆで大熱ねつ狂きよう。

　しかし、「何のこっちゃ？」と首を傾かしげる１年生もチラホラ。俺もその１人。

　会長は、「知らない１年生のために説明しよう」と解説キャラを請うけ負ってくれる。

「乙コレとは、いわば神こう戸べコレクションとミスコンを掛かけ合わせた乙塚高校の伝統あるステージイベントってなわけだ」

　神戸コレクション。神戸で行われるファッションショーで、ティーン層を主ターゲットに読者モデルや女優、タレントや歌手などが集結する大規模な催もよおし物といったところか。

　東京コレクションという言葉を引用しないあたり、会長も神戸っ子なんだな。

「ちなみに乙コレで唯ゆい一いつ３連れん覇ぱを果たしたのが、恋こい野の君きみ歌かさんという先せん輩ぱいだ。君歌さん、綺き麗れいだったなぁ……」

　会長が遠い目で窓から空を仰あおげば、「うんうん……」と３年生たちも当時を懐なつかしむように頷うなずき始める。何なら思い出して鼻をすする者や目め頭がしらを押さえる者さえいる。

　聞き覚えのある名前に、「あれ？　恋野さんって亡なくなってる？」と一瞬考えてしまうが、そんなわけがない。数日前もカフェでバリバリ看板娘むすめしてたし。

　さすが当時ファンクラブが立ち上がってしまう程ほどに人気があった恋野さん。３年生たちの間に恋野ロスなる社会現象まで巻き起こしていたとは。軽く引く。

「俺も君歌さんのファンクラブに入って、よく会合に参加してたなぁ。握あく手しゆしてもらった日はトイレすら我が慢まんしたよなぁ」

　まさか、会長も会員だったとはな……。

「卒業式、君歌さんのブレザーのボタン貰もらいに行ったんだけど案の定、全然残ってなくてさ。それで俺、ド緊きん張ちようしてたのもあってブラウスの第２ボタンくださ──、「会長。話が逸それています」」

　鉄仮面女子でお馴な染じみ、宮みや市いち副会長がヒートアップする会長を急速冷れい却きやく。いつも以上にクールに見えるのは引いているから？　どうでも良すぎるから？　両方なんだろうな。

　まだまだ語り足りない会長は口を尖とがらせるが、「お前マジでいい加減にしとけキモいから」とでも言いたげな視線を副会長からモロに被ひ弾だんすれば、会長もギブアップ。

「と、とにかくだ！　せっかくの楽しい文化祭、皆みんなで盛り上がっていこーぜ！」

　会長がマイクをステージ下へと向ければ、「「「「「うおおおおお！　会長！　会長！　会長！」」」」」と野郎共の大だい歓かん声せい。女子たちも女子たちで中々に好こう感かん触しよくな様子を見せている。

　俺のクラスを見み渡わたせば同様に盛り上がってるし、「文化祭、俺が何もしなくてもクラスまとまるんじゃね？」と淡あわい期待を抱いだいてしまう。




　　　　※　※　※




　淡い期待が砕くだけ散る。

　教室に戻もどり、今日分の教科書やノートをロッカーから物色中、

「え～～～……。俊しゆん太た郎ろういないとかマジ萎なえるんだけど～」

　教室隅すみのロッカー付近。リア充じゆうグループの１人が不満たらたらに声を上げる。

　声の主は、我らが１‐Ｂの絶対君主、クイーンの遠えん藤どう比ひ奈な。

　朝から頑張って巻き巻きしたのだろう。綺麗にカールされたヘアスタイルは相変わらずの造形っぷりで、夏休みが明けてからの髪色はさらに明るくなっている。３年生になる頃ころには金きん髪ぱつどころか水色やピンク色、身勝手の極ごく意いをマスターしてプラチナ色になっているのではなかろうか。オラ、わくわくすっぞ。

　そんな機嫌を損そこねかけのＺ戦士に「悪い！」と手を合わせているのは、遠藤の相方でありクラスの頂に立つキング、波なみ川かわ俊太郎。

　謝る姿も実に絵になる奴やつだ。通行人に腹パンしても、その爽さわやか笑え顔がおなら許される可能性すら感じる。俺は絶対許さんが。

「テニス部は毎年模も擬ぎ店出すことになっててさ。１年は買い出しやら売り子やらで、当日殆ほとんど自由時間無いんだよ」

「いーじゃんー。ヒナらと一いつ緒しよに文化祭廻まわろうよ～」

「先輩や友達が頑張ってる中、俺だけ遊ぶわけにいかないだろ」

　話を要約すれば、波川ＬＯＶＥの遠藤が文化祭デートに誘さそったものの、多た忙ぼうな波川に断られてしまったという感じか。

「な？」と波川が諭さとすも、むぅぅぅぅ～～～！　と遠藤は頰ほおをパンパンに膨ふくらましてご立腹。甘ったるい香こう水すいの匂においは以前に比べて薄うすくはなったが、その威い嚇かく的、威圧的な雰囲気は近寄り難がたいこと山の如ごとし。

　そびえ立つ山などお構いなし。リア充グループの能天気ニスト、伊い刈かりがヘラヘラッな表情で遠藤に話しかける。

「俊しゆん君と廻れないのは残念だけどさ、俺らもクラスの出し物で盛り上がればいーじゃん！　ピザ焼こうぜピザ！　石いし窯がま作って教室で焼いたら面おも白しろくね!?　ボロ儲もうけじゃね!?」

　一酸化炭素中毒で死ぬわ。

　炭もロクに扱あつかえない奴が、本格ピッツァに情熱を燃やす理由が分からん。

　ピザ以前の問題。毛先をクルクルと指で弄いじり続ける遠藤は、「出し物ぉ～～～？」といかにも興味ありませんムードを漂ただよわせる。

　案の定、

「ヒナ、クラスの出し物とか超ちようどうでもいい～。店番とか接客とか超面めん倒どう～」

　気持ちは分からんでもないが、コイツと同類と思われたくないのは自己中心的すぎるだろうか。

　遠藤に次いで洞ヶ瀬や夏な越ごしたちも同意見らしい。

「ウチもぶっちゃけ興味ないかな。文化祭とチビたちのお遊ゆう戯ぎ会の日にち近いから、ダブルで準備するの大変だし」

「俺も軽音部の先輩らとステージ出る予定だからパス。クラスの出し物は展示とかでいい。てか、何もしなくてもいいんじゃね？」

　ノリ気じゃない一同に「なんだよー！」と伊刈が唸うなれば、最後のリア充女子、渡わた住ずみが名案浮うかびましたとニッコリ。もはや笑いさえ堪こらえている。

「伊刈だけでもやればいいと思うよ。檻おりとバナナだけ用意してあげるから、そこで一日ゴロゴロしてさ。入場料１００円で……フフッ！　い、伊刈動物園って名前で……！」

「俺の扱い酷ひどくね!?」

　伊刈以外のリア充グループが、「それ名案！」と大だい爆ばく笑しよう。「檻を作るのも面倒。自分で作らせよう」「キリストみたいに壁かべに打ち付ければコスパ良い」「入場料一ひと桁けた多いよね」などなど、意見が出るわ出るわ。

　伊刈動物園が本気か冗じよう談だんかは知らんが、仮に実行されたとしてクラスがまとまるわけもない。客寄せ伊刈パンダじゃ集客も無理ゲー。

　やはりというか、少しでも期待した俺が馬ば鹿かだったというか。クラス単位で盛り上がるのは難しそうだな。

　リア充グループを筆頭に、教室内ではクラスメイトたちが文化祭トークに華はなを咲さかせている。けれど、盛り上がるのはあくまで友達単位。

　そりゃそうだ。一大イベントだからこそ、クラス全員で一いつ致ち団結するより、気の置ける仲間たちと一緒に行動する方が気楽だし楽しめる。

　同じカースト最下層の住人、飴あめ屋やと武たけ智ちも例外ではない。「「放課後は忙いそがしくなりますぞ～！」」とｅスポーツ部のゲーム大会に優勝すべく猛もう特とつ訓くんを誓ちかい合っている。周りがドン引くくらいエキサイティングしている。

　今こそカースト関係なく手と手を取り合って、文化祭に打ち勝とうぜ的なご都合展開が自然発生する可能性は皆かい無むに等しい。




　ショートＨＲ。風ふ呂ろ桶おけに載のり、教きよう壇だんから生徒たちへと語り掛ける天海先生の話題は、まだまだＨＯＴな文化祭について。

「生徒会長さんが言っていたように、間もなく文化祭が始まります。ですので、クラスの中から男女１名ずつ実行委員さんを決めてもらいまーす」

　誰だれもが天海先生の言葉に耳を傾かたむけてはいるが、自分には関係ないといった様子で隣となり同士で話し合ったり、独り呆ほうけていたり。

　何だか懐かしいな。親しん睦ぼく会の幹事決めの時もこんな感じだった。楽しい事はしたいけど、面倒なことはしたくない。人間の道理だから当然だし、俺だってプライベートルームが関かかわっていなければ、窓から街の景色をぼんやり眺ながめていた。

　ふと、強い視線を感じる。

　視線の先にはニッコニコな美咲。視線が合えば、「実行委員頑張ろうね！」とでも言いたげにさらに笑顔を弾はじけさせる。

　お前らの幸せは私のモノ、私の幸せは私のモノ。ｂｙ博愛主義者

　天使の生まれ変わりか剛ごう田だ武たけしの生まれ変わりかは知らんが、他人の幸せを考えるだけで笑顔になれるのだから素す晴ばらＣ。

　天海先生が勢いよく万ばん歳ざい。

「実行委員やってもいいよー！　という頼たのもしい子たちは手を挙げてくださーい！」

　毎度毎度、立候補するハードルを上げるんじゃねぇ。

　翼つばさの生えた美咲はハードルなど何のその。「はーい！」と天てん井じよう目掛けて精せい一いつ杯ぱい片かた腕うでを伸のばす。指と指の間なんてパッカリ開くほど力強い。挙句の果てには、「挙げないの？　早く挙げちゃいなよ」と依い然ぜん喜び顔で俺を見つめてきやがる。

　見られなくともと、ゆっくり挙手。一いつ瞬しゆんでクラスメイト達がザワつく。
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「えっ。独り好きな姫宮が実行委員？　姫宮も思い出作りたいのかな？」

「いいや。見ろよ、あの横顔。思い出作りたい奴の顔じゃねーぞ」

「ホントだ……。頼まれた依い頼らいを淡たん々たんとこなす殺し屋の目だ……」

「内部から文化祭壊こわそうとしてるんじゃ……」

　風評被ひ害がいにも程があんだろ。

　ポジティブに考えれば、俺が独り好きだとクラスに浸しん透とうしているということか。

　ネガティブには考えたくない。本気で文化祭壊したくなる。

　天海先生が「よく手を挙げてくれました！」とパチパチ手を叩たたき、一同も続くように拍手を繰くり返す。親睦会の幹事決めのときと全く同じ展開に欠伸あくびさえ出てしまう。

「ではでは。よろしくお願いしますね♪　姫宮君と美咲さ──、」

「ま、待って！」

　あ？

　聞き覚えのありすぎる声だった。

　何となしに不ふ穏おんな予感がしてしまう。ゆっくりと声の主へと焦しよう点てんを合わしてしまう。

「わ、私も立候補したい、……です」

　恐おそる恐る手を挙げて立候補する人物は羽鳥。

　挙手する腕うではバーベルでも支えとんのかというくらい小刻みに震ふるえ、気を緩ゆるめれば下がってしまいそう。

　予想外な展開に開ききった口を閉とざすことができない。

　啞あ然ぜんとするのは俺だけじゃない。クラスメイト一同もザワつきすら忘れてフリーズ状態。あれだけウキウキしていた美咲でさえ、「英玲奈？」と瞬まばたきを忘れてキョトンとしている。

　しかし、美咲が驚おどろいていたのは数秒の間だけ。俺と羽鳥をゆっくり交こう互ごに見やれば、「成程」と何か閃ひらめいたかのように、今の今までと変わらないくらいの笑みに戻っていく。

　満面スマイルに完全復帰した美咲は言うのだ。

「私、やっぱり辞めときますっ」

　どんな心境の変化だよと問いただす隙すきすら与あたえない。精一杯挙げていた美咲の片手は引っ込み、その代わり「どうぞ、どうぞ」と両手のひらを俺と羽鳥に差し出してアピールしてくる。

　立候補者本人が降りたのだから、誰も異議など唱えるわけがない。

　依頼者の天海先生も同様。それどころか、「無問題。むしろウェルカム」とでも言いそうなくらい嬉うれし気に見える。

「ではではっ。文化祭の実行委員は姫宮君と羽鳥さんで♪」

「皆みなさん、盛せい大だいな拍はく手しゆをしましょう！」と天海先生が拍手を再度促うながせば、固まっていたクラスメイトたちもパチパチと拍手を再開する。

　まばらな拍手が湧わき上がる中、羽鳥を今一度観察してみる。

　すると、俺をチラ見しようとしていた羽鳥と目がマッチング。

「!?　～～～～！」

　１秒も合うことはない。両手ハンマーで殴なぐられたかのように、サッ！　と勢いよく視線を下げられてしまう。耳は燃えるほどに赤い。

　羽鳥よ。お前が何を考えて立候補したのかは、何となしに理解できる。

　けど、荒あら療りよう治じすぎやしませんかね……。




　　　　※　※　※




「だって仕方ないでしょ？　実行委員は男女１人ずつなんだから」

「俺の不満はそこじゃない」

「じゃあ何さ」

「お前が喫きつ茶さ店てんに付いてきたことだ」

「そんな冷たいこと言う人は、ホットコーヒー飲んじゃダメでーす」

　有言実行。対面席に座る美咲が舌をベッと出しつつ、俺のコーヒーを没ぼつ収しゆうしてきやがる。

　放課後、独りを満まん喫きつすべく寄った馴な染じみの喫茶店ＷＥＬＬ。美咲が当たり前に同どう伴はんしているのが不思議で仕方ない。

　というのは半分皮肉で、文化祭についての話し合いをしに来たのは分かっている。

　本来なら同じ実行委員になった羽鳥が目の前にいるはずだが、俺とまともに話せるわけもなく。美咲は代理人といったところか。代理人じゃなくても居たとは思うが。

　いい加減コーヒーを返せと目で訴うつたえてみる。すると、自分の注文したアップルジンジャーでホッコリしていた美咲は、テーブル脇わきにあるシュガーポットを指差し、「砂糖は要いる？」と逆に目で訴えてくる。

　コーヒー回収したのって、怒おこったからじゃなくて砂糖入れるためじゃね？

　良い奴やつかよ。

　お言葉に甘えて１つ頷うなずくと、美咲のご奉ほう仕しタイム突とつ入にゆう。小さじ半分の砂糖をティースプーンで掬すくってコーヒーへ投入し、ゆっくり丁てい寧ねいに混ぜていく。ブラックや微び糖とう好きの俺に合わせて少量だけ入れてくれるのが高ポイント。

「はい、どーぞ」とソーサーを滑すべらせてカップの持ち手を右向きに置いてくれれば、美咲信者が垂すい涎ぜんもの、『カリン様の混ぜキュンコーヒー』の出来上がり。

「ども」と会え釈しやくを終え、カップに口をつけて一飲み。

　店内で自家焙ばい煎せんされた豆は、豆本来のコクがしっかりと滲にじみ出ているだけでなく、上品かつフルーティーな香かおりが色めき立っている。少量の砂糖も良い仕事をしていて、酸味や苦みと見事にマッチング。三さん位み一いつ体たいという言葉が相応しい。

　ブルーマウンテン、美味うまぃー……。

　コーヒーは面白い。豆の種類だけでなく、煎いり方や抽ちゆう出しゆつ方法、淹れる人物だけでも味が大きく変わるところが特に。

　知識と比例するところは勉強と似ている。ただただ公式や文法を丸暗記するのではなく、しっかり意味や意図を理解して覚えれば応用問題にも柔じゆう軟なんに対応できるし、直ぐに忘れることもない。コーヒーも同じだ。歴史や産地など、知識を蓄たくわえれば蓄えるほど味に深みが増してくる。知れば知るほど美味くなる。

　至高の一杯を手に入れるため、俺は日々コーヒー沼ぬまに浸つかり続けるのだ。

　強い拘こだわりを持つ人間にのみ与えられた特権だよなあ、と今一度コーヒーを啜すすってしまう。

　マスター、いい仕事してるわぁー……。

　両りよう肘ひじついた美咲が満足気に微笑ほほえんできてるし、相応に喜びが顔に出ているのだろうか。

　ふと、美咲の顔をまじまじ見続けてしまう。

「どうしたの？」

「いや、お前はブルーマウンテンに似てるなぁと」

「？？？　どんなところが私と似てるの？」

「味のバランスがまとまっている、だけど繊せん細さい。庶しよ民みんにも親しみある豆なのに、最高品質とか高級品と名高いところとか」

「姫宮君って、恥はずかしいこともサラッと言うよね……」

「お前は恥ずかしい存在なのか？」

「そこじゃないよっ！」

　恥ずかしいのか怒っているのか。美咲は昂たかぶる感情を抑おさえようとアップルジンジャーを一口含ふくむが、未だに熱いようでパタパタと手で身体からだを扇あおぎ続ける。

「アイスにすれば良かったよ……」

「ジンジャーも失敗だな」って言ったら、ティーポットで頭カチ割られそう。

　というか、これ以上キャンキャン吠ほえるのはお控ひかえいただきたい。

「春一さんっ♪　私を喩たとえるなら何でしょうか？」

　ほれ見たことか。

　ルンルンと顔を綻ほころばせ接近してきた店員に既き視し感ありまくり。

　天然のシャンパンゴールドな髪かみ色に澄すんだ碧へき眼がん、色白な肌はだに愛あい嬌きようあるあどけない顔立ち。

　そのフランス人形をイメージさせる容姿は、レトロさ漂ただよう喫茶店に見事にマッチ。店内のオブジェとしてもやっていけるのではなかろうか。

　満面の笑みを浮うかべる店員の名は白しら星ほし有栖。夏休み、俺との勘かん違ちがい恋こい人びと騒そう動どうを終え、喫茶店ＷＥＬＬで働くようになった看板娘むすめの１人。

　働くようになった理由は深く考えたくない。

　人ひと懐なつっこいワンコ女子は澄んだ瞳ひとみをキラキラさせ、尚なおも距きよ離りを縮めようと擦すり寄ってくる。まだまだ距きよ離り感は近いが、以前に比べれば幾いく分ぶんかはマシになったと信じたい。店員と客の距離じゃねえけど。

　白星を喩えるなら？

「ハチミツ。すげー甘いし。髪の毛も明るい」

「えへへ……♪　コーヒー好きの春一さんと相あい性しようバッチリです！」

「お前は甘すぎる」

「春一さんと上手うまく溶とけ込めるように頑がん張ばりますっ」

　お前の鼓こ膜まくどうなってんだよ。

　やはり白星は甘々だ。俺の塩対応さえ糖度１０００％の前では通用しない。琵び琶わ湖こに一晩漬つけ込めば、翌朝には大量のシラホシロップが生成できるのではなかろうか。

　どこぞのサブカル女子も、これくらい物を言えたら解決しやすかったんだけどな。

　美咲と白星はキャッキャッと手を繫つなぎ合い、再会を祝し合う。

「有栖ちゃん、すっかりカフェ店員さんだねー！」

「ありがとうございます♪　仲の良い常連さんも増えてきて、とっても楽しいです！」

　客と楽し気に話している光景をよく目にするし、噓うそ偽いつわりない言葉なのだろう。

　一いつ般ぱん庶しよ民みんと少々ズレがある白星だが、さすがはチャレンジ精神豊富なお嬢じよう様さま。言葉遣づかいや所作が丁寧なだけに、店に溶け込むのはあっという間だった印象がある。

　どうしたことか。白星が何か異変を察知したように、ゆっくり首を傾かしげる。

　傾かしげること数秒。ハッ！　とした表情に。

「ま、まさか！　お二人はデート中──、「ち、違ちがいます！」」

　男女２人きり＝デートとか。恋れん愛あい脳かよ。

　美咲の動どう揺ようっぷりを見た白星は、分かりやすく胸を撫なでおろす。

「英玲奈さんも瑠璃さんもいらっしゃらないので、てっきりそうなのかと……。はぁ～、ビックリで寿じゆ命みようが尽つきるところでしたぁ……」

「そこは縮む程度で収まってほしいよ……。あのね、有栖ちゃん。私たちは文化祭の打ち合わせをするためにＷＥＬＬに来たの」

「姫宮君はクラスの実行委員だからね」と美咲が余計なことを言えば、白星は安あん堵どから華はなやかな表情へチェンジ。我が子のように俺のことを素す敵てき素敵と褒ほめちぎる。

　学校の窓ガラス割ったとかでも、コイツは褒める可能性大だから全然嬉うれしくない。

「文化祭のシーズンですもんねー。私たちのクラスも本番に向けてラストスパートをかけている最中です」

「有栖ちゃんのクラスは何するの？」

「演劇でロミオとジュリエットをします♪」

「ロミジュリ！」と、普ふ段だんの３割増しで美咲はテンションＵＰ。

　女子って障害ある恋愛が大好きだよな。男子はノンストレスのチョロイン好き多いけど。

「女の子オンリーの演劇って宝たから塚づかみたいで面おも白しろそう！」

「脚きやく本ほんを今風にリメイクしたり、ミュージカル要素も含めているので折り紙付きです♪　お暇ひまがあれば、皆さんで是ぜ非ひいらしてください！」

　白星がニッコリ微笑めば、「ほんと!?　絶対行くね！」と美咲も満開の笑顔返し。それを見ている常連客たちも、ＪＫ２人の仲なか睦むつまじいやり取りを肴さかなにコーヒーが進む進む。

　演劇などしなくても、お前らがステージで談だん笑しようしてれば金かね儲もうけできると思うぞ。

「春一さんも当日は楽しみにしておいてくださいね。私も精一杯、ジュリエット役を務めますので！　ではでは、ごゆっくりです♪」

　バイト中の身であることを思い出した白星は深々と頭を下げ、登場時同様、帰りもルンルン気分で仕事に戻もどっていく。

「演劇のメイン役なのに、しれっと言うところが有栖ちゃんっぽいよね」

「俺が観みに行く前提で話を進めてるあたりもな」

　休日出勤とかパワハラかよ。

「えー、皆みんなで一いつ緒しよに行こうよー」とクスクス笑う美咲は、本心で言っているのか言っていないのかは分からない。とりま、ゆずを俺の代役として行かせれば万ばん事じ解決。

　美咲が本ほん腰ごしを入れるかのように姿勢を正す。

「さて姫宮君。そろそろ打ち合わせしてこっか」

「ほあ」

　本題に入るのが遅おそすぎて、てっきり打ち合わせは中止になったものかと。

「クラスの皆を一いつ致ち団結させるには、魅み力りよく的な出し物がやっぱり必要不可欠だと思うの。だからね？　どんな出し物にするか、候補案から考えていこうよ」

　実行委員だからといって独断で出し物を決めれるわけではない。けれど、モチベナッシングな俺らクラスのことを考えれば、予あらかじめ候補案を用意しておくという美咲の判断はあながち間違っていないかもな。

「私たちのクラスも劇でもする？」と提案する美咲は、未いまだロミジュリ熱が冷めない。

　嬉き々きとした表情から一変。悲ひ哀あいに満ちた表情を作り上げ、自分をジュリエット、俺をロミオに見立て、かの有名なセリフで語り掛かけてくる。

「ああ、春一君、春一君……っ。どうしてあなたは春一君なの？」

「知らん。親に聞け」

「……」

　美咲のロミジュリ熱、完全消しよう滅めつ。おかえりなさいませ現実世界へ。

　そんなにジットリ睨にらまなくてもいいじゃないですか。

「親父おやじ曰いわく、春を知らせる風、春一番みたいに力強く生きてほしいという願いから春一って名付けたんだとか」

「名前の由来知りたくて睨んでたんじゃないよっ！　プチ情報嬉しいけどね！」

　このジュリエットうるせー。

「冗じよう談だんはさておき。俺らのクラスで演劇は厳しいんじゃないか？」

「やっぱり私を玩具おもちやにしてたんだ……。どうして厳しいと思うの？」

「朝や放課後にみっちり練習する必要があるし、並行して衣い装しようや舞ぶ台たいの準備をしないといけない。事前に脚本や配役も考えないといけない。相当のモチベーションがないと成功しないだろ」

「うーん……、確かに。そうなるとショー系は難しいのかなぁ。じゃあ飲食系やゲーム系とか？　でも、結局は大なり小なりモチベーションが必要になるんだよね」

「俺は展示でもいいと思うけど」

「えー」と美咲は不満アリアリ。

「展示だと事前準備がメインになっちゃうよ。当日も皆で楽しめる模も擬ぎ店のほうがいいと思うな」

「それらを加味して展示がいいんだが」

「君はクラスをまとめる気があるのかな……？」

「当日を自由行動にするため、事前準備でクラスが一致団結──、「そんな一致団結は却きやつ下かです！」」

　志低い同盟はダメですか。

「姫宮君は出し物で何かしてみたいことはないの？　……あるわけないよね」

「失礼な奴やつだな。その通りだけど」

「……。予想を裏切らないコメントありがとう」

　どういたしましてと言える雰ふん囲い気きではない。

　俺からまともなアイデアが出ないことに、ようやく気付いたのか。美咲は魅力的な出し物を絞しぼり出そうとブツブツ呟つぶやき続ける。

「飲食系ならインスタ映ばえできそうなデザートとか？　でも男の子は興味ないよね。お化け屋や敷しきは怖──、子供っぽいからダメだし……」

　私情を挟はさむんじゃねぇよ。

　お経きようを唱えることしばらく、

「うう……っ。アイデアが思いつかない……」

　ついには美咲ギブアップ。だらりーん、とヘッドスライディングの要領で両手からテーブルへとゆっくり突つっ伏ぷしてしまう。

「このままだと、親しん睦ぼく会の二の舞まいになっちゃうよ～」

「親睦会よりややこしいんじゃないか？　前は任意参加だったけど、今回は強制参加のイベントだし」

「追い打ちをかけないでほしいな……。やっぱり、実行委員サイドで出し物決めちゃうしかないのかなぁ」

「そうかもな」

「そうかもなって……、他人ひと事ごとすぎるよ、姫宮く──、？？？」

　何かに気付いた美咲が、ダウン状態から顔を上げる。

　そこにはメモ帳にペンを走らせる俺の姿が。

「何をメモしてるの？」

「これか？　クラスをまとめるための対策案だぞ」

「…………え？」

　ナニイッテンダコイツ？　と目が点状態の美咲。

　見つめ合う時間も勿もつ体たいない。再びペンを走らせていると、我に返った美咲が尚も食らいついてくる。

「ど、どういうこと？　私と一緒に考えてる出し物が対策案じゃないの？」

「ん？　それはお前の案だろ？　俺は俺で考えてる案があるんだよ。出し物についてはお前に任せた」

「……」

「考えてもみろ。独り好きの俺がクラスの奴ら全員食いつくような出し物を、一いつ朝ちよう一いつ夕せきに思いつくわけがないだろ。何なら永久に思いつかない自信すらある」

「……」

「てなわけだ。お互たがい良い案がまとまるよう頑張ってこーぜ」

　個人プレーに幸さちあれ、と美咲に会え釈しやく。

　さて、メモメモ。

「こ……」

「こ？」

　殺すぞ？　殺害予告？

　三み度たびメモを中断して顔を上げてみれば、ホットアップルジンジャーの効果絶大？

　頰ほおをパンパンに膨ふくらました博愛主義者の姿が。

「個人プレーが好きすぎるよっ！」

　如何いかんせん、独りの時間が長いもので。

　今度美咲と喫きつ茶さ店てんに来たときは、アイスミント系の飲み物を勧すすめよう。

　それでも全身が熱いというなら、俺との席も別々にすればいいさ。




　　　　※　※　※




　翌日の昼休み。早々に昼食を済ませ、目的地へと続く廊ろう下かを歩いている道中、

「何でお前が付いてくる？　とは言わせません」

「まだ何も言ってないじゃないか」

「まだの時点でアウトだよ」と美咲が半歩詰つめ寄ってくれば、肘ひじと肘が触ふれ合うくらいの距きよ離りに。すれ違う美咲信者たちの嫉しつ妬とや殺意の視線が痛い。全力でエスケープしたい。

　まぁ、仕方ない。美咲の意見も採用しているし、付いてくる権利くらいは与あたえようではないか。

　目的地前に到とう着ちやく。教室が間違っていないかネームプレートを確かく認にん後、扉とびらをノック。

「ほいほーーい」と間延びした男性の声が室内から聞こえてくる。

「失礼します」

　扉を開くと、声の主である出屋敷会長を中心に副会長、書記、庶しよ務むなどといった生徒会メンバー一同が集結。ランチミーティング中のようだ。

　生徒会室なぞ一生縁えんのない場所だと思っていただけに、ちょっと新しん鮮せん味みを感じてしまう。とはいえ、プライベートルームより少し広いくらいで、作りもレイアウトも大差はないが。

　俺の薄うすいリアクションとは違ちがい、生徒会メンバーは騒さわがしい。

「華梨ちゃんだ！」「学園アイドルがなんでこんな所に!?」「会長に当選してて良かったぁ……」「茶！　茶を淹いれてさしあげろ！」などなど。俺、幻まぼろしの６人目なんじゃね？　と思えるレベル。１人１人の顔面に加速するパスしたら気付いてくれるかな。

　手間が省けた。ちゃんと会長たちにも俺の姿は見えているようで、箸はしを置き「悪い悪い」と手を合わせてくる。

「１年Ｂ組の姫宮と言います。ランチミーティング中に申し訳ないです」

「いいさいいさ。弁当食いながら、どうやったらひとみんが笑ってくれるか皆で話し合ってたくらい暇ひまだったから」

　会長が「な？　ひとみん！」と、ひとみんこと宮市瞳ひとみ副会長に話しかける。

　鉄仮面女子、宮市先せん輩ぱいはクスりとも笑わない代わりに、

「会長の模試結果が散々だったのは面おも白しろかったです」

「お前性格悪いぞ!?」

　謝罪を要求する会長と、視線すら合わせない宮市先輩。

　何だろうな。会長と宮市先輩の関係って、誰だれかと誰かの関係に似ている気がする。

　そう思っているのは、隣となりにいる美咲も同じ。鏡と鏡、普ふ段だんの自分を見ているようで、「に、似てる……。私と姫宮君の関係に……！」と衝しよう撃げきを受けている。

「いいぞ、会長をもっとなじれ」と大爆ばく笑しようする生徒会メンバーたちを宮市先輩は右手１つで沈ちん静せい化。もはや会長と副会長の地位は逆転どころの騒ぎじゃない。

「それで、お２人はどういったご用件でしょうか？」

「文化祭について相談があって、お邪じや魔ましました」

「相談ですか？」

「はい」と頷うなずき、生徒会室に来た目的、クラスを一致団結させるための案を告げる。

「出し物で優ゆう秀しゆうな成績を収おさめたクラスには、賞品を付けてもらえないでしょうか」

　生徒会メンバーの反応は様々。あっけらかんとしている者もいれば、黙だまって耳を傾かたむける者など。会長は好こう感かん触しよくの部類のようで、「ほうほう！」と興味深げな反応。

　宮市先輩の反応といえば、

「残念ですが、ご希望に沿うことはできません」

　眉まゆひとつ動かさず一いつ蹴しゆう。会長のブーイングを完全無視しているし意志は固そうだ。

「どうしてですか？」

「クラス対たい抗こうのコンテスト自体は、例年行っているので問題ありません。ですが、一公立校、由ゆい緒しよあると言いつつボロボロで改築工事すらままならない乙塚高校には、生徒を楽しませるために支出できる予算は限られているのです。賞品に回す予算など、うまい棒３本もありません」

　身もフタもねぇ。

　生徒会メンバーがヒソヒソと、

「ひとみんは表情に出ない代わりに、口で全部出すからなあ」

「ウチの学校って何でこんなに金無ねェんだろうな……」

「会長がアイスクリームの自じ販はん機きなんか導入するからだろ」

「お前らだって美味うまい美味い言って食ってたじゃねーか！　……確かに、最近寒くなってきて食う頻ひん度どは減ってきたが……」

　などなど。

　会長は興味本位か、はたまた自販機に対して自責の念があるからか。宮市先輩に手を合わせて、おねだりモード。小こ遣づかいアップをねだる旦だん那なと鬼おに嫁よめを彷ほう彿ふつさせる。

「ひとみんー。せっかくカワイイ後輩たちが面白い提案してくれてるんだから、何とかしてやろうぜー」

「そうですね……。では、こういうのはいかがでしょうか。会長の退任祝いの花束代を、賞品代に充あてがうというのは」

「俺から奪うばうの!?　てか、そんなサプライズを今暴ばく露ろするなよ……」

「無かったことになるのだから、いいじゃないですか」

「そこまで欲ほしいならどうぞ」と、宮市先輩は弁当箱に添そえられたパセリを会長にプレゼント。早めの花束（？）を受け取った会長は、「生徒会に入ったばかりの頃ころは、もっと可愛かわいげある奴だったのになぁ……」と涙なみだながらパセリに食らいつく。

　ごちそう様？　ご愁しゆう傷しよう様さま？　合がつ掌しようを終えた会長は、意を決したというか吹ふっ切きれている。

「俺の花束が無くなったのは正直凹へこむ。けどだ！　生徒たちが文化祭で盛り上がってくれるなら、俺が犠ぎ牲せいになろうじゃないか！　さぁ後輩！　花束の代わりに何を賞品にしたいか言ってみろ！」

「あ。大だい丈じよう夫ぶです。会長の花束代は要いりません」

「え……」

「というか要らないです」

「…………」

　静せい寂じやくに包まれる生徒会室に、会長の鼻をすする音が悲しく響ひびく。

　次いで、「姫宮君っ！　誤解を招くような言い方はダメでしょ！」と美咲の𠮟しつ責せき。

「ご、ごめんなさい会長さん……。姫宮君に悪気はないんです。言葉足らずというか、必要最低限の言葉しか喋しやべろうとしないだけなんです」

「いいですね。私はそのスタンス好きですよ」

「宮市先輩は姫宮君を甘やかしちゃダメですっ！」

　副会長とは美味いコーヒーを酌くみ交かわせそうだよな。

　とはいえ、会長に追い打ちをかけたり、宮市先輩を茶に誘さそいたいわけではない。

「先輩たち、この紙に目を通してくれませんか」

　言葉足らずを補うべく、予あらかじめ用意しておいたＡ４紙を生徒会メンバーに１枚づつ配っていく。

　目を通す一同は、またしても様々な反応を示す。

　中でも印象的なのは宮市先輩。表情に大きな変化こそ無いが、僅わずかに見開いた目が瞬まばたきせずにプリントを見続けていた。

　プリントの内容は、





‐低コストで実現可能な賞品リスト‐




・冬の間、エアコンの温度３度ＵＰ

・教室に使われていないポットやヒーターなどを設置

・更こう衣い室で使用不可のコンセント開放、アイロンやドライヤー使用ＯＫ

・使われていない部室を物置として使用ＯＫ

・天海先生の風ふ呂ろ桶おけ

・昼休み限定で学内ＷｉＦｉに接続できるパスワード付ふ与よ

・年度末の大おお掃そう除じ免めん除じよ

・期間限定で食堂のメニュー大盛りｏｒデザート追加

・昼休み、食堂のテラス席を優先使用

・文化祭後、打ち上げ場所として食堂スペースを優先使用






　などなど。

『文化祭を盛り上げたい。だから賞品を付けてくれ』

　こんな提案で生徒会が承認してくれるわけがない。おまけにぶっちゃければ、自分が通う学校の金銭事情などおおよそ理解もできている。

　だからこそ、とにかくコストが低く、とにかく実現できそうな賞品を思いつく限りリストアップしたというわけだ。

　俺にはクラス全員を唸うならせる出し物など思いつかない。けれど、カーストの高い女子やゲーム好きな男子、体育会系の男子や甘いもの好きな女子など、１人１人が喜びそうな些さ細さいな賞品くらいなら俺でも思いつく。

　下手な鉄てつ砲ぽう数撃うちゃ当たる、質より量。決してマイナスな言葉ではない。ちりつもや三本の矢などと、然さ程ほど意味は変わらんのだから。

「正直言いますと、私たちのクラスは文化祭の出し物に対するモチベーションが低いです。ですが、これくらい色々な賞品があればヤル気を出してくれると思うんです。きっと他のクラスの人たちも喜んでくれると思います！　もっと文化祭が盛り上がると思います！」

　学園アイドル、美咲の心打たれる訴うつたえに、静せい聴ちようしていた生徒会メンバーは何度も頷き続け、一部では拍はく手しゆする者も。

　花束の復活を確信した会長にも笑え顔がおが戻もどっている。

「ひとみん、これだけ低コストなモノばかりなら、賞品として提供できそうだよな？」

「うん……、そうですね。とても良い案だと思います」

「そ、それじゃあ姫宮君の案は……」

「ええ。是ぜ非ひ、採用させてください」

　鉄仮面女子と称しようされる宮市先輩の微び笑しように、美咲も連れん鎖さ反応で笑顔を咲さき誇ほこらせる。

「やったね姫宮君♪」と無理矢理ハイタッチしてくる美咲が俺の分も喜んでくれてるし、俺が表に出す感情は安あん堵どだけで十分かな。

　会長が手を叩たたけば、生徒会メンバーは臨戦態勢。

「善は急げってことで、俺らでも提供できる賞品を早急にリストアップしていくぞ。選定後、各自教員や生徒に交こう渉しようしにいく。てなわけで！　じゃんじゃん意見出してこーぜ！」

「パソコン部の友達が、部室に要らないＰＣあるって言ってたから交渉してみます！」

「カメラ同好会が秘ひ密みつ裏りに作ってた美少女図ず鑑かんあったよね？　風紀委員が没ぼつ収しゆうしたらしいから、それも景品にしちゃおっか」

「先生たちにも協力してもらおーや。不要なモノとか資金を援えん助じよしてもらえるか聞いてみる。てか、援助させてやる」

　生徒会メンバーから意見が出るわ出るわ。先ほどまでのアットホームというか、気の抜ぬけた雰ふん囲い気きとは大おお違ちがい。

　学校のプロフェッショナルたちが議論を重ねるのだ。俺たちより優すぐれた案が、あっという間に生み出されていくだろう。

　美咲に肩かたをツンツンと指で突つつかれる。

「大丈夫そうだし、私たちは行こっか」

「そうだな」

「おっと。ちょっと待ってくれ」

「「？」」

　退出しようとする俺たちを、会長が呼び止める。

「本当にありがとな。おかげで、もっと楽しい文化祭を開かい催さいできそうだ」

「とんでもない。後輩の意見でも採用してくれたんですから、感謝するのは俺ら側です」

「歳としは関係ありません」と宮市先輩はバッサリ。

「上でもポンコツはポンコツです。ですよね会長」

「そこで俺に振ふるんじゃねーよ……。でも、ひとみんの言う通り歳は関係ねーさ。後輩だろうが食堂のおばちゃんだろうが、面白い案ならドシドシ受け入れるのが俺ら生徒会のスタンスだからな」

　年功序列が絶対正義なブラック企き業ぎように言い聞かせたいものだ。

　感謝を告げられ、今度こそ退出しようとするが、

「君に提案したいことがある」

「お前に提案したいことがあるそうだぞ」と美咲に目配せしてみるが、ジト目で反はん撃げきされてしまう。

　名前まで呼ばれてしまえば言い逃のがれはできない。

「姫宮。生徒会に立候補してみないか？」

「はぁ」「えっ……！」

　美咲よ。シンプルな驚おどろきは、ときに人を傷つけるぞ。

「もうすぐ俺含ふくめて３年生は引退だからさ。姫宮みたいにアクティブに動ける奴やつは、生徒会に入って学校を盛り上げてほしいんだよ」

「私も賛成です。今の会長が消えてくれたら、私は新しい会長に立候補する予定です。そのときに貴方あなたが補ほ佐さを務めてくれると、とても助かります」

　会長だけではなく宮市先せん輩ぱいまで大真ま面じ目めなムードを漂ただよわせていては、伝家の宝刀、食い気味ノーセンキューを使うのも忘れてしまう。

　まさか、一生入ることはないと思っていた生徒会室に通う事を勧すすめられるとはなぁ。

　人生何が起こるか分からないというか、世も末というか。

　結果は何も変わらんが。

「俺は立候補しないです。自分のことで精せい一いつ杯ぱいだし、俺が入ったら学校全体の士気が下がるビジョンしか見えないです」

「姫宮君には何が見えてるのさ……」

　美咲含め、生徒会メンバーが「えー……」と明らかにげんなりムード。

　知ったこっちゃねー。いくら位の高い人間に頼たのまれようが嫌いやなものは嫌。将来は定時間ま際ぎわに仕事を頼まれても、「定時なので」と帰る所存である。

　何がノー残業デーだ。それ以外の日は定時に帰っちゃダメなのかよ。いっそのこと、サービス残業デーでも設けたほうが社員一同諦あきらめもつくんじゃないですかね。

　閑かん話わ休きゆう題だい。嫌なものは嫌なんです。俺はそういう人間なんです。

「さーせん」と会え釈しやくすれば、会長たちも渋しぶ々しぶのようだが引き下がってくれる。

「うーん……、まぁ即そつ決けつできるようなことでもないし仕方ないか。おっけおっけ！　生徒会選挙まで時間はあるし、頭の片かた隅すみに置いてくれればいいさ」

「はぁ」と我ながら覇は気きの無い返答を聞いた会長は、「それじゃあ、時間も少ないことだし、生徒会総出で賞品かき集めていくぞ！」とミーティングを再開。

　俺と美咲は今度こそ生徒会室を後にする。




　真まっ直すぐ教室に帰らず、お気に入りスポットの１つ、非常階段の最上階にてＹｏｕＴｕｂｅを視し聴ちよう中。

「姫宮君って、やっぱり変！」

「あん？」

　行きの廊ろう下か同様、美咲が喧けん嘩かを売ってくる。

　大人しく隣となりに座っていたから何も言わないでいたのに、開口一番が変人扱あつかいとか。

　やんのかコラ。

「血が騒さわぐなら、そこら辺の奴を殴なぐってこい。俺は動画に集中したい」

「誰だれか殴りたいから挑ちよう発はつしたみたいな言い方、止やめてくれるかな……」

「違うのか？」

「違うよっ！」

　膨ふくれっ面つらを止めた美咲は、自分にも非があったことは理解しているようで、「紛まぎらわしい言葉を使ったのは悪かったけどさ」と素す直なおに謝罪。

「けどだよ」

「けどなんだよ」

「三度のご飯より独りが好きな姫宮君が、ついには生徒会の人たちにも認められたんだよ？　それってとてつもなく凄すごいことだと思うの。けどだよ？　当の本人は全く喜ぶこともしないで、職人さんが靴くつ磨みがきする動画観みて楽しそうにしてるんだもん」

　お前、一生靴磨くなよ。

　とはいえ、美咲が靴くつ職人をディスりたいわけではないことは分かっている。

　やはり俺はディスられてるかもしれんが。

　膨れっ面とは打って変わり、ゆっくり息を吐はき出した美咲は脱だつ力りよくモード。身体からだを支えるのも億おつ劫くうだと、鉄てつ柵さくに寄りかかってしまう。

　美人は三日で飽あきるというが、コロコロと表情を変える美咲は見ていて飽きん。

「なんか凹へこんじゃうなぁ。姫宮君の応用力やアイデアが優すぐれてるから、会長たちに誘さそわれたのも知ってるんだけどさ。誘われなきゃいけないのってキャラ的には私だもん」

　ウチはウチ、ヨソはヨソ。そんなことは美咲も理解している。けれど、理解しているからこそ、自分の大事にしていることが自分と真反対の生き方をする俺に負けるのが悔くやしいのだろう。俺も逆の立場なら、ちょっと嫌かもしれん。

　博愛主義者のコイツも、他人に負けたくないって気持ちがあるんだな。

「どんどん姫宮君の背中が遠くなってる気がするよ」

「俺は何も変わってないけどな」

「知ってるもん。実際は姫宮君のポテンシャルの高さに、私たちが気付いちゃっただけなことくらい」

「能ある姫宮は爪つめを隠かくすみたいな？」と、自分の顔近くで両爪を立てる美咲だが、どこからどう見ても猫ねこのポーズ。

　やはり猫だったようで、

「何も変わってないのがズルい！　反則！」

　ちょっと拗すねてる？　俺の背中を壁かべに見立てて、カリカリと短い爪で引っかき攻こう撃げきを繰くり返す。配はい慮りよして弱攻撃なところが美咲らしい。

　攻撃するのも飽きたのか、美咲はノックダウンしたかのように仰あお向むけになってしまう。スカート丈たけがグッ、と僅わずかに上じよう昇しようし、美咲の華きや奢しやでほっそりした生モモが強調される。正直目のやり場に困る。

「あ～あ……、一度でいいから、姫宮君を一ひと泡あわ吹ふかせたいな～」

　一泡吹かせたいってお前……。やっぱり血が騒いでんじゃねーか。

「あのな。博愛主義者のお前が、独り好きの俺と戦おうとする時点で負けだからな？」

「戦い？　……それいいかも」

「は？　!?　うおっ……」

　美咲がガバッ！　と勢いよく起き上がって急接近。

　興奮気味の美咲は、両の拳こぶしを握にぎりしめ、目をキラキラさせて言うのだ。

「私、姫宮君に勝ってみたい！　だから姫宮君っ、私と勝負しよう！」

　ナニイッテンダコイツ。

　戦せん闘とう民族かよ。お前はカリン様だろうが。

　コンビニに車で突っ込む老人の如ごとし。一度踏ふんだアクセルは止まらない。

「勝負するなら、やっぱり文化祭だよね！　うんっ。クラスの出し物、どっちが皆みんなに貢こう献けんできるか勝負しよう！」

「やだ」

「私もやだ♪」

　強制戦闘イベントかよ……。

　勝負勝負ー♪　と上じよう機き嫌げんに口ずさむ美咲を見ていると、世界の争いもこんな感じだったら平和なのにと思えてしまう。

　とりあえず、動画に集中したいから静かにしてくれませんかね。




　　　　※　※　※




「というわけだ。上位に入賞したクラスには景品が付くことになった」

　翌朝のショートＨＲ。生徒会から臨時で配られたプリントにリストアップされた景品の全すべてを板書すれば、クラスメイトは大おお騒さわぎ。

　カースト上位のギャルたちは、

「体育終わりにアイロンとドライヤー使えるとかヤバッ！　ヒナ、超ちよう・超・超～～～っ、優勝したい！」

「分かる！　てか、冷え性のウチ的に暖だん房ぼう付け放題が一番熱いんだけど！　しかも加か湿しつ器きもセット！」

[image: ]

　カースト下位のオタクたちは、

「昼休みにＷｉＦｉ使い放題とか朗報すぎるし！　アニメ見放題、ゲームし放題だし！」

「ですねですね！　優勝した暁あかつきには、Ｓｗｉｔｃｈ持参間ま違ちがいなしでしょう！　ヘッドショットがはかどりますなぁ！」

　健全な男子たちは、

「な……っ。写真部、門外不出の美少女図ず鑑かんが景品だと……!?」

「噂うわさでは華梨ちゃん、羽鳥さん、瑠璃が百合ゆり百合ゆりしてるスク水写真もあるらしいぞ……！　欲ほしい！　待ち受けにしたすぎる！」

「副会長が教えるテスト前集中講座もいい！　『こんな問題も分からないんですか？』とか『小学生からやり直したほうがいいですよ』とか罵ののしられたい！　テストでいい点取って最終的にデレてほしい！」

　天海先生は、

「な、何で先生の風ふ呂ろ桶おけが景品に入ってるんです!?　ああっ！　姫宮君、鼻で笑いましたよね!?　何か知ってるんですよね!?」

　うん。性別やカースト、体育会系や文化系関係なく滾たぎらせることができて何よりだ。

『クラス優勝』という明確な目標が完成し、クラス一同、ゴール目め掛がけてまっしぐら。

「伊刈動物園なんかしてる場合じゃねぇ！」

「だよね！　真しん剣けんに考え直さないと！」

「ピザ焼こうぜピザ！　石いし窯がま作って教室で焼いたら面おも白しろくね!?　ボロ儲もうけじゃね!?」

「伊刈、ウチら真剣だから黙だまってて」

「何にする？　何にする？」と、誰もが前のめりで熱論を繰り広げる。

　さすがは美咲といったところか。

「私はメイド喫きつ茶さがいいと思うな♪」

　明めい瞭りよう、ハキハキしたクリアな声は、騒がしい教室でもすんなり聞こえてくる。

　それはクラスメイトの誰一人例外なく、誰もが学園アイドルの意見に耳を傾かたむけてしまう。

「定番モノなんだけど、安心感とインパクトがあるメイド喫茶は上位に入りやすいと思うんだ。それにだよ？　他クラスのメイド喫茶や飲食店と競合になるからこそ、頭一つ飛び出ることができれば、沢たく山さんの票を獲かく得とくできるんじゃないかな」

　先日の喫茶店で悩なやんでいた奴やつとは思えないほど、美咲はスラスラと自分の案をプレゼンしていく。

　やりおる。昨日の夜にガッツリ考えてきやがったな。

『一いつ致ち団結するために、どんな出し物をするか』という漠ばく然ぜんとした状態から、『優勝するために、どんな出し物をするか』という明確な状態になって考えやすくなったのかもしれない。

　たった今思いついた案を口にするクラスメイトと、あらかじめ下準備してきた学園アイドルとでは説得力が違う。

「皆どうかな？」と美咲が笑え顔がおで問えば、

「確かにメイド喫茶いいかも！　着る機会ってこういうイベントくらいしかないし！」

「ちょっと恥はずかしいけど、華梨ちゃんが一いつ生しよう懸けん命めい考えてくれたんだもんね」

「大賛成！　男の俺達からしたら、願ったり叶かなったりだしな！」

　クラスメイトたちは、みるみるメイド喫茶欲を駆かり立てられていき、美咲怒ど濤とうのラストスパート。

「メニューの考案は私に任せて♪　コーヒーと紅茶に合う美味おいしいスイーツで、お客さんのハートをガッツリ摑つかんでみせます！」

　さらには、

「衣装は市し販はん品ひんで揃そろえると高くなっちゃうから、そこも私に任せて♪　可愛かわいいメイド服とエプロンを作るから楽しみにしててね！」

　美咲十お八は番この家事スキルをふんだんに使った提案に一同大興奮。

「か、華梨が本気だ……！」

「俺たちの努力次し第だいで、マジで優勝できるんじゃね……？」

「やべぇ……。勝てるビジョンしか浮かばねぇ……」

　美咲のラストスパートは未いまだ続いている。

　力強く指差すのだ。俺を。

「それに、コーヒーや喫茶店に精通した姫宮君がいますっ」

「あ？」

「姫宮君、夏休み限定で喫茶店のアルバイトしてたの。マスターに長期で働かないか何度も聞かれるくらいの仕事ぶりだったんだよ？　喫茶店の出し物するには、これほど頼たのもしい人はいないと思うな」

　美咲の熱論により、一同の視線が俺へと一点集中。

「人嫌ぎらいな姫宮が接客……？　！　もしかして、文化祭でメイド喫茶を成功させるために前もって取り組んでたのか……？」

「独り好きが夏休みを犠ぎ牲せいに？　姫宮の奴、無茶しやがって……！」

「なんだよ！　そんなもん、メイド喫茶で優勝するしかねぇじゃねえか！」

　怖こわっ……。どうやったら、そんな思考に至るんだコイツら……。

　野や郎ろう共のメイド喫茶コールと、女子たちの賛成の意を込こめた拍はく手しゆと歓かん声せい。

　そして、

「皆！　優勝目指して頑がん張ばろー！」

　美咲の号令に、一同が「「「「「お～～～！」」」」」と拳を突つき上げる。

　メイド喫茶で固まった瞬しゆん間かんである。

　俺としては反対する理由もない。一致団結してくれるなら展示でもメイド喫茶でも何でもＯＫである。

　とりま、決まってよかったねの小拍手することしばらく、美咲の視線が俺へ突き刺ささっていることに気付く。

　視線を合わせてみると、美咲さん、満面ニッコリ顔でＷピース。

「文化祭頑張ろうね」の意味なら、どれだけ愛らしいことか。

　昨日、非常階段での一件が頭によぎってしまえば、「勝負の舞ぶ台たいは整った。あとは我と貴様、思う存分殺し合おうではないか」という意味にしか見えない。

　狂戦士かよ。








２章　羽は鳥とり英え玲れ奈なは陰かげ日向ひなたに咲さく






　文化祭まで２週間を切り、いよいよ準備期間に突とつ入にゆう。放課後は多くの生徒たちが下校時刻ギリギリまで作業に熱中したり、練習に精を出したり。

　他クラスと火花を散らしたり。

　教室前の廊ろう下か。外の飾かざりつけ作業をしていれば、

「Ｄ組さんよぉ。焼きそばとか食いづらいもん売ろうとしてんじゃねーぞ？　片手で食えるもんに今からでも、変・え・ろ。食いながらでも人じん狼ろうゲームがしやすいようにな！」

「ざけんじゃねぇ！　Ｃ組の出し物なんかに合わせるわけねーだろ！　人狼ゲームだぁ？　はんっ！　そんな回転率悪わりぃ出し物で優勝できるかよ！　頭の回転率も悪いんだよバァァァ～～～カ！」

「写真部の美少女図鑑は俺らのもんだ！」「アマちゃん風呂桶は俺らのもんだ！」

　どこのクラスも群ぐん雄ゆう割かつ拠きよのひしめき合い。『我らこそが豪ごう華か景品を手中に収める』と眼めをギラつかせ、優勝目掛けて小こ競ぜり合いが絶えない。

　住みづらい世の中になったものだ。

「ははっ。姫ひめ宮みやのおかげで、どこのクラスもヤル気漲みなぎってるよなー」

「ソーダナ」

「おいおい。ヒーローなんだから悲観的になんなよ」

　俺と同じ外装作業チームの波なみ川かわは、既すでに祭りの雰ふん囲い気きに充あてられたかのように爽さわやかスマイル。その笑顔に、どれだけの女が財さい布ふの紐ひもを緩ゆるめるのだろうか。

「波川は部活に行かなくていいのか？」

「俺は当日、クラスに貢こう献けんできることが限られてるからさ。少しでも協力できることは今の内にやっておかないとな」

　それにさ、と波川は言葉を続ける。

「せっかく姫宮と華か梨りんが裏で色々動いてくれてるんだから、クラスで優勝したいじゃん」

　噓うそ偽いつわり、打算も何もない真まっ直すぐな言葉。少しクサい言葉も波川が言えば、カッコイイ言葉になってしまうのだから不思議というか、不平等というか。

　相変わらず、男前なやっちゃなぁ。

「お。噂をすればって奴だな」

　波川が手を振ふる先。そこには、「差し入れの試作品持ってきたよー♪」とルンルン気分の美み咲さきが近づいてきていた。

　調理実習室で作業していたからか、制服にエプロンを着用した新にい妻づまＪＫ仕様。ＲＰＧでは防ぼう御ぎよ＋１程度の弱装備だが、現実世界ではＳＳランクの最強防具らしい。醜みにくい争いをしていたＣ組とＤ組の男たちでさえ、ボーッ……と喧けん嘩かを忘れて美咲という天使様に見み惚とれてしまう。

　俺や波川だけでなく、外装作業チーム全員に美咲が呼びかける。

「皆みんなー、色々作ってみたから食べてみて！　どれも自信作です♪」

　さすが菓か子し作りが趣しゆ味みと豪ごう語ごするだけある。一口大にカットされたワッフルやパンケーキ、味のバラエティ豊かなクッキーなどなど。大皿に並べられた菓子の１つ１つが、ガラスのショーケースに並べれば即そく商品レベルのモノばかり。これを１人で全すべて作ったのだから、スペックの高さは計り知れず。

　愛と糖分に飢うえた野郎共、狂きよう喜き乱らん舞ぶ。

「華梨ちゃんの手作りキタ───！」

「あと12時間は不ふ眠みん不ふ休きゆうで働けんべ！」

「甘さが脳天から爪つま先さきまで染しみ渡わたる……。心にも……」

　そんな過か酷こくな労働環かん境きようでもなかろうに。

　誰だれもが美味うまい美味いと称たたえ、称えれば称えるほど美咲の顔もホクホクになっていく。

　挙句の果てには、ドヤッ！　と俺目掛けてピースサイン。

「これで私が一歩リードだね♪」

「お前の勝ちでイイゾ」

「不戦勝は嫌いやだよ。私は真っ向勝負で姫宮君を打ち負かしたいんだもん！」

　ドＳかよ。

　未いまだに美咲は、『文化祭期間中、どちらがクラスの役に立てるか』という謎なぞ勝負を一方的に挑いどんでくる。

　何かと「勝負勝負！」と腕うでを摑んできたり、「リードしました♪」と笑顔でアピールしてきたり。ウザいのに、いちいち可愛さも感じるから余計腹立つんだよなコレが。

「姫宮君もどうぞどうぞ」

　美咲の言われるがまま、一口サイズのパンケーキをありがたくいただく。

　口に放ほうり込んでしまえば、思わず頷うなずいてしまう。やはり美味い。

「出来立ては違ちがうな。食感も初めてで面おも白しろい」

「でしょー？　スフレケーキっていうんだよ。フワフワなのにシュワシュワの秘ひ訣けつは、たっぷりのメレンゲです。クッキーの出来立ても美味おいしいから食べてみて♪」

　敵に塩もとい、敵にスイーツをラッピングサービス付きで送ってくるから、肩かた透すかしなんだよなぁ。

　そもそも、文化祭を心からエンジョイしようとしている奴と、業務的にまとめようとしている奴とでは、勝負するまでもなく勝敗は目に見えてると思うのだが。

　まあ、俺は今までどおりのスタンスを貫つらぬくさ。クラスのモチベーションを上げてくれるなら、多少のウザ絡がらみも許容しようではないか。

　ウチはウチ、ヨソはヨソ。クラスがまとまるのなら何でもいい。

「美咲。そろそろメニューに使う食材を仕入れたいから、打ち合わせの時間もらってもいいか？」

「それじゃあ、教室で打ち合わせしよっか。教室にいる皆にもお菓子配りたいしさ」

　分かったと１つ頷き、美咲の後に続き教室に入ろうとする。

「皆ーっ、差し入れ持って来た──、…………あれ？」

　どうしたことか。扉とびらを開けた美咲がフリーズ。

　中の様子が気にならないわけがなく、美咲の背後から教室内を覗のぞいてみる。

　思わず、「おお……」と声が漏もれてしまう。

「全然進んでねぇ……」「ま、全く進んでない……！」

　ビフォーアフターを述べるなら、作業道具や資材が散らかっているか、いないかだけ。

　中でも酷ひどい奴やつらをピックアップするとすれば、

　エントリーナンバー①　飴あめ屋や紋もん二じと武たけ智ち王おう助すけ

「いやいやいや！　１２８等分の花はな嫁よめが今期覇は権けんだし！　イチゴちゃんやヒフミンの可愛かわいさに気付かないとか、その眼鏡は何の意味があるんだし！　眼科行ってこい！」

「いやいやいや！　今期覇権はナグラ様に告発されたいですから！　最終回、どれだけの視し聴ちよう者しやが主人公の代わりに懲ちよう罰ばつ房ぼうに入りたいと思ったことか！　脳にも皮下脂し肪ぼう付いてるならライザップ行ってこい！」

「「ああん!?」」

　作業とは全く関係ないアニメ話にヒートアップし、手ではなく口を動かし続ける。

　総評、論外。

　エントリーナンバー②　伊い刈かり昴すばると夏な越ごし郁いく斗と

「やべっ、メニュー表ミスった！　スフレケーキんとこ、セフレケーキにしちまった！」

「欲求不満なんじゃね？　でも、そっちのケーキのがエロくて売れるんじゃね？」

「やっぱそう思う？　おっけ！　ネタ重視でこのまま進めてくわ！」

　薄うすら寒さむいノリに気付かず、作業を進めないどころか邪じや魔まをする輩やからたち。

　総評、死ね。

　かろうじて作業を進めている女子メンバーの洞うろヶが瀬せもブチギレ。「男子ウッサイ！　チビ達でももっと静かにしとるわ！」と、せっかく書いていたイラストも、赤いマーカーの液がダラダラ垂れてスプラッタに。

　複数の問題因子によって、真ま面じ目めに作業する奴らにも弊へい害がいが出ている模様。

　内装作業チームのリーダーは一体何をしているのだろうか。

「み、皆、もう少し真面目に作業しよ？　聞こえてない……かな？　よね……」

　教きよう壇だん前。あわあわ＆おろおろする羽鳥は、場の鎮しずめ方が分からず気持ちが折れかけ。その構図は学級崩ほう壊かい、新米教師と問題児たちにそっくり。

　カオスな教室を救うのは倉くら敷しき？

「仕方ないにゃあ。英玲奈、とっておきの方法使うか？」

「とっておき？　!?　る、瑠る璃りっ!?」

　何をトチ狂くるったのか。近づいてきた倉敷は、挨あい拶さつがてらに羽鳥の胸をポヨンポヨン叩たたく。

　過か剰じよう反応する羽鳥とは裏腹に、当の本人は大真面目。

「いいか？　アンタのボリューミーな胸には、人の注目を集める蠱こ惑わく的な力があるんだよ。いわばセックスシンボルって奴だよ」

「セッ、……セ、セックス、シンボル……？」

「そう！　球技大会を思い出せっ！　あれだけ華梨一色だった応おう援えん団が、英玲奈の胸に羽根が乗った瞬しゆん間かん、ガン見でだんまり決め込んだでしょ!?」

　ありましたねそんなこと。

　当時のことを思い出した羽鳥は赤面してモジモジが半はん端ぱない。しかし、何をそんなにモジモジすることがあるのだと、倉敷に両肩をガッツリホールド。

　ホールドされてしまえば最後。弱り気味、混乱気味な羽鳥のマインドがあっさりコントロールされてしまう。

「あの日見た英玲奈の乳ちちをわたし達はもう知ってるんだよ！　英玲奈の胸を使えば、この騒さわがしい教室が一瞬で静まり返るんだよ！　アンタの胸にはそれだけの魅み力りよくが詰つまってるんだよ！」

「……ほんと？　使ったら、皆は静かにしてくれるの……？」

「するする。あとはわたしに身むねを委ゆだねれば万ばん事じＯＫだから」

「そこまで言うなら、が、頑がん張ばってみるっ……！」

「えらい！」と、セクハラ大明神は拍はく手しゆ喝かつ采さい。そして、いつでも揉もみしだく準備はできてまっせと、両指をワキワキクネクネと動かし続ける。ご丁てい寧ねいに背後に回るガチ勢っぷり。

「それじゃあ揉み揉みしてくぞ？　ほれっ。肩の力抜ぬいてリラックス、リラックス」

「う、うん……。あの、……いつもみたいに激しくしないでね？」

「了りよう解かい！　今日は優やさしくゆっくり、ねっぷ～～～りと堪たん能のうさせていただきます！　それではカウントダウン！　３、２、１───、」

「おバカ～～～～～ッ！　いい加減にしなさい！」

　羽鳥の胸が揉みしだかれる刹せつ那な、美咲のチョップが倉敷の脳天にめり込む。

「ぐにゃっ……！　～～～っ！　痛いよ華梨っ！　わたしがバカになったらどうすんのさ！」

「もう十分おバカさんだから気にしなくていいよ！」

「あれ～？」と自分がバカかどうか考えてる時点で、もうポンコツになっている気がする。

「英玲奈も自分の身体からだなんだから大事にしないと駄だ目めでしょ？　分かった？」

「う、うん……。ごめんなさい……」

　あとは私に任せてと、美咲は事態を収拾すべく１グループずつ注意したり、なだめたり。

　学園アイドルの火消し活動を背景に、混乱から復活した羽鳥が頭を下げてくる。

「ごめんね。上手うまくまとめることができなくて……」

　余よ程ほど、ダメージを受けているのだろう。俺を目の前にしても恥はずかしがったり、動どう揺ようしたりしないのだから。

「気にするな、とはさすがに言わんが、実行委員になった以上は頑張ってくれ」

「う、うんっ」

　俺も鬼おにじゃない。俺を克こく服ふくするためか、恥ずかしがり屋の性格を脱だつ却きやくするためか。はたまたクラスに貢献するためかは分からんが、目に覇は気きが戻もどっている以上、もう少しくらい様子を見ようとは思える。




　　　　※　※　※




　文化祭の催もよおし物とはいえ、メイド喫きつ茶さをやる以上は一定の接客スキルが求められる。

　そんなこんなで放課後の教室にて開かい催さいされた研修会。客に扮ふんした男子たちの厳しい目というか、眼福そうな視線を浴びつつ、メイド店員と化した女子たちがご奉ほう仕し活動に励はげむ。

　さすがにメイド服一式は完成していないものの、フリル付き純白エプロンだけでも様になるものだな。

「いらっしゃいませ♪　ご主人様♪」

「ども」

　この前の新妻ＪＫルックとは完全に別物。にこにこ笑え顔がおで俺の席にやって来る見慣れすぎたメイド店員。エプロンに付けられたネームプレートには頭の悪そ──、失敬。甘ったるく書かれた『かりん』という名前と、デフォルメされたウサギのイラストが。

「当店のルールを簡単にご説明いたしますね！」

「メニュー表に書いてあるんで自分で読みます。アイスコーヒー１つ」

「……や、優しいなぁ～、ご主人様は。コーヒーにはメイドさん特別サービスで、美味しくなる混ぜ混ぜのおまじないを──、」

「ブラックなんで、まじない抜ぬきで」

「…………。メイドさんとのジャンケンに勝つとクッキー一枚プレゼ──、」

「結構です。以上で」

「……ふ」

「ふ？」

「普ふ通つうの喫茶店行きなよ、ご主人様～～～～っ！」

　このメイドうるせぇ。

　美咲の頭に着けるのは、メイドカチューシャより鬼ツノの方が相応ふさわしいと思う。

　ドンキで買ってきたろかい。

「怒おこるなよ美咲。文化祭当日、誰だれともなるべく関かかわりたくなくて、独りひっそりとコーヒー飲みながら読書したい奴だっているかもしれないじゃないか」

「姫宮君の当日を今再現しなくていいよっ！　研修なんだから、普通にメイド喫茶を楽しみにきたお客さんをお願いできないかな？」

「普通なんてものは人それぞ──、「お・ね・が・い・し・ま・す」」

　このメイド苦手。

「いるよねー。姫宮さんみたいに『俺は興味ありませんけど？』的な空気醸かもし出してる客。ああいうタイプに限って、本当はニャンニャンしたくて堪たまらないムッツリさんなんだし」

「分かります分かります。『メイド？　ナニソレ可愛いの？』的なね。チェキ撮さつ影えいで無表情装よそおってるけど必死に喜び隠かくしてる感じですよね。そういうタイプに限って、毎週足しげく通ってる常連なんですよねー」

「ふふふふふ！」「ぷすすすす！」

「おいメイド。変な客が絡からんでくるから出禁にしてくれ」

「「姫宮さん!?」」

　隣りん席せき。独特な笑い声で人を不快にさせるプロ集団の名は飴屋と武智。

　ふふふと笑い、語ご尾びに『し』を多用するデブが飴屋。ぷすすと笑い、デスマス調のモヤシが武智。いくら同じカーストど底辺とはいえ、別の穴のムジナでありたいものだ。

「いやぁ～、姫宮さんの言葉はガツン！　と衝しよう撃げきがあるけど、不快感は無いんだよね～。ホラー映画とかホラゲみたいな？　小便チビリそうだけど中毒性があるんだし」

「分かりみが深すぎますなぁ。言葉の重みって奴ですかね。ヤンキーの『殺すぞ』とはワケが違ちがいますよ。姫宮さんの場合、本気で殺しにきてますもん」

「ふふふふふ！」「ぷすすすす！」

　人に罵ば倒とうされるのがクセになってんのか知らんが、２人のメンタルは壊こわれることを知らず。未いまだケラケラはしゃいでいるのだから、メンタルという概がい念ねんが無いだけかもしれん。

　普ふ段だんは空気を装う２人も、メイド喫茶は大好物なのか活いき活いきとしている。

「カリン様っ！　お写真を！　お写真をお願いしてもいいですか!?」

「勿もち論ろん♪　でも、せっかくだからメイド服が一式揃そろってる当日に撮ろ？　楽しい雰ふん囲い気きで撮影したほうが絶対思い出にもなるよ！」

「えっ。文化祭当日も俺たちの相手してくれるんだし……？」

「私の相手もしてくれたら嬉うれしいな♪」

　普段からメイド力りよくが高い美咲なだけに、メイドモードでの発言は凶きよう器きレベル。神こう々ごうしい光が飴屋と武智を包み込み、顔の表情筋が完全に緩ゆるみっぱなし。バケモノの子。

「姫宮君のオーダー通してきまーす」と去って行く美咲にも手を振ふり続け、ついには涙なみだを滲にじませる。

「くぅ～～～～！　僕らのドライプルーンみたいに萎しおれた心をプルンプルンの完熟に戻してくださるのですから、カリン様マジ天使！」

「あったりまえだし！　てか、当日の撮影に備えてイケてる髪かみ型がたするし！　１０００円カットってパーマ当ててくれるのかな？」

　美咲の博愛主義者っぷりが素す晴ばらしいというか、コイツらが凄すさまじいというか。

「１０００円カットでパーマあてられるわけないじゃん」

「「!?　…………」」

　破竹の勢い、和気あいあいと話していた完熟プルーン２粒つぶが固まってしまう。

　さらには、声の主が近づけば近づくほど、肩かた身みがグングン狭せまくなっていく。

「はい。コーラ２つね、ご主人様」

「「あ……。どもでーす」」

　ギャル降臨。洞ヶ瀬メイドを前に、ドライフルーツへおかえりなさいませご主人様。

　美咲を天使と崇あがめるなら、洞ヶ瀬は悪あく魔まと恐おそれ慄おののいてる感じか。

　相変わらず飴屋と武智は、美咲以外のカースト上位の人間に苦手意識を持っているらしい。洞ヶ瀬と視線を合わせたら死ぬと言わんばかりに、テーブルに置かれたコーラ入り紙コップをひたすらガン見。目力が強すぎて、「サイコキネシスでコップ潰つぶす練習してるんですか？」と聞きたいレベル。

　一方その頃ころ、洞ヶ瀬さん。案外メイドエプロンを気に入っているようで、えくぼができるくらい上じよう機き嫌げん。クルッ、とワルツでも踊おどるかのようにターンすると、近場の俺へと話しかけてくる。

「仕事用のエプロンが地味だから、こういう可愛いタイプってちょっと憧あこがれあったんだよねー♪　ねぇ、姫宮。ウチも結構似合ってるっしょ？」

「おう。似合ってると思うぞ」

「ほんとっ？」

「彼氏にせがまれて、コスプレしてるギャルっぽさが良く滲み出てる」

「褒ほめてないじゃん！　毎回ギャル言うな！」

　褒めるって難しいネ。

　尾おに引いているのか。洞ヶ瀬はステンレス製のトレイを鏡代わりに、「ウチって、そんなにギャルっぽいかなぁ」と、まじまじと自分の顔を眺ながめる。

「ねー、飴屋と武智。ウチってアンタ達からしてもギャルっぽい？」

「「ふぁ!?」」

　トーク番組でＭＣにいきなり振られた若手芸人の如ごとし。

　もうオレらには関係ないと、安心しくさっていた２人に放たれる、質問という名の爆ばく弾だん。

　洞ヶ瀬の機き嫌げんを損そこねた場合、自分たちの存在が消えるとでも思っているのか。

「う、洞ヶ瀬さんはギャルっぽいっていうか、マジ卍まんじって感じだしぃ!?　卍固めすぎて草生える的な？　ナウい感じでタピってるよね武智!?」

「そそそ、それなマジウケる～～～！　ウケすぎてツルトンタン、……？？？　あっ！　つらたんなんですけどぉ！　洞ヶ瀬さん卍おつかれンゴ～～～！」

「ふふっ……、ふっ！　ふふふふふ！」「ぷすっ……、ぷっ！　ぷすすすす！」

「…………」

　未知との遭そう遇ぐう。口をあんぐり開け、洞ヶ瀬は茫ぼう然ぜん自じ失しつ。

「姫宮」

「おう」

「ウチは喧けん嘩かを買えばいいの？」

「「ひぃぃぃぃ!?」」

　飴屋と武智、打ち首決定。アホやなぁ……。

「落ち着け洞ヶ瀬。俺が言うのもなんだが、コイツらに悪気はない」

「悪気ない方が質たち悪いわよ！　この２人、ウチらの日常会話がこんな感じだと絶対思ってんでしょ！　ギャル以前の話じゃん！」

　洞ヶ瀬がトレイで２人を指差せば、刀を突つきつけられたかのように飴屋と武智はガクブル。「お命だけはご勘かん弁べんくだせえ」という小物感がすごい。

「てかさ。何でウチがこんなにビビられてんの？　２人に何かした覚えないんだけど」

「何もしないから怖こわがられてる、とも言える」

「はぁ？　意味分かんない！」

　洞ヶ瀬に対するイメージは、子供好きの良ギャル。先を見み据すえて行動ができ、『見た目に反して』思し慮りよ深い奴やつといったところか。

　しかし、これは俺のイメージだ。俺が洞ヶ瀬と１つ２つと悶もん着ちやくあった結果に固まったイメージであり、飴屋や武智のイメージではない。

　２人にとっての洞ヶ瀬は、苦手意識たっぷりのギャルであり、『見た目通り』浅い思考で物事を話す集団の１人なのだろう。

　逆も然しかり。洞ヶ瀬に関しても、飴屋と武智のイメージは普段は物静かだけど、アニメやゲームなどの話になるとエキサイティングする未知の生物、といった感じだと思う。

　互たがいに関わりを持たない関係だからこそ、評価はファーストインプレッションのまま。

　それも仕方ない話だ。誰もが美咲のように全員と仲良くなりたいわけではない。普通、気の合う仲間たちとしかつるまない。独りが好きなら独りを決め込む。

　カースト云うん々ぬん抜ぬきでも、受け身系の飴屋＆武智とグイグイ系の洞ヶ瀬とでは中々に意気投合するのは難しいっぽいし。

　もはや洞ヶ瀬は客と接するメイドではなく、園児を注意する保母さん。

「この際だからハッキリ言いなさい。アンタらがウチのことをどんな風に思ってるのか」

　半歩詰つめ寄られ、園児と化した飴屋と武智は「「あわわわわ……」」とバイブレーション。そして、肘ひじと肘で会話をし合う。テメーが自分の代わりに答えろと。

　窮きゆう地ちで同じ行動をしているあたり、やはりコイツらは気の合う仲間であり、クズ野や郎ろうなんだな。挙句の果て、俺にウインクとか……。

　仕方ない奴らだ。

「洞ヶ瀬や遠えん藤どうは、自費でジュース買ってこいとパシってきてもおかしくないギャルって昔言ってた」

「「ひ、姫宮さぁぁぁぁぁん!?」」

　何分、噓うそはつけない性しよう分ぶんなもので。

「姫宮さんのバカバカバカ！　何でカバーしてほしかったのにブッ込んでくるんだし!?　世の中には言っていい真実と悪い真実があるでしょ！　今のは１００％悪い真実！」

「そうでしょうに！　あと、遠藤のことは絶対言っちゃ駄だ目め！　あの人ガチ中のガチですから！　波川の後にウォーターサーバー使っただけで睨にらんでくる人材ですからね!?」

　波川の件は別問題だから気にしなくていいと思うぞ。

「良かったなお前ら」

「「え」」

「言いたいことがちゃんと言えて」

「「………………。あっ」」

　時既すでに遅おそし。

「どんだけウチらの性格悪いと思ってんのよ───ッ！」

「「しゅしゅしゅしゅいましぇ────ん！」」

　ムカ着火ファイヤーする洞ヶ瀬と、平謝りする飴屋と武智。

　とりあえず、洞ヶ瀬がどう思われているかヒアリングできたし、飴屋と武智の溜ため込んでいた毒も吐はかせることができた。及きゆう第だい点をいただけないでしょうか。

「「お、お会計をお願いします！」」

「ご主人様、逃にげれると思ってんの？」

「「ひぃぃぃぃ～～～！」」

　あーあ。俺のコーヒー早く来ないかな。

「お、お待たせしました、姫宮様。…………。！！！　ご、ご主人様！」

「……おう」

　とんでもない間違い方するなよ。

　俺をもてなしてくれるのは絶賛緊きん張ちよう中の羽鳥。

　少し大おお袈げ裟さなフリルエプロンは、清せい楚そ系女子とも相性バッチリ。本番のメイド服を纏まとえば、豪ごう邸ていでも給きゆう仕じできそうなレベルにまで達するのではなかろうか。

　てっきり美咲が持ってくるものだと思っていたが、当の本人は余よ程ほど俺たちの関係を修復したいらしい。両こぶしを握にぎり締しめ、「２人とも頑がん張ばって！」と言わんばかりに、遠くから俺らを見守っている。過保護のオカンか。

　コーヒーをテーブルに置いてくれる羽鳥は、相変わらず俺の顔を直視できず、忙せわしなくモジモジ。

「さとう！」

「違ちがう。俺、姫宮」

「し、知ってる。えっと、その……、砂糖とミルク入れてもいい……？」

　砂糖か。てっきり佐さ藤とうかと。

「ん？　俺が頼たのんだのはブラックだから何も要いらないぞ？」

「それも知ってる。けど、本番に向けて、美味しくなるおまじないを練習しておきたいから……」

　成程。恥はずかしがり屋の羽鳥なだけに、多くの実じつ践せんを積みたいというわけか。

「それに……」

「それに？」

「姫宮には、いつもお世話になってるから。……わ、私自身が姫宮にサービスしてあげたい……です」

　うおう……。なんて健けな気げなメイドなのだろうか……。

　羞しゆう恥ちを紛まぎらわせようと、トレイを抱だきしめるハトリ１００％の破は壊かい力よ。

　十二分のサービスを受け取ってしまったが、羽鳥としては依い然ぜん納なつ得とくしておらず。「入れちゃ駄目……？」と何度もチラ見でおねだり攻こう撃げき。その間もトレイが形良い胸を圧あつ迫ぱくし続け、誰だれもがトレイに生まれてこなかった自分を悔くいてしまう。

　独り好きの俺でも、他人の厚こう意いを踏ふみにじるほどド畜ちく生しようではない。

「それじゃあ、甘さ控ひかえめで頼む」

「！　あ、ありがと……っ」

　サービスする側なのに感謝するとか。コイツもコイツでメイド力高めだよな。

「早さつ速そく、サービスしていくね……？」と呟つぶやく羽鳥は、恥ずかしさ５割、緊張５割のハーフ＆ハーフ。テーブルに置かれたシュガーポットやミルクピッチャーに伸のばす手は、案の定小刻みに震ふるえている。

「おい……、大だい丈じよう夫ぶか？」

「だ、大丈夫……！」

「禁断症しよう状じようですか？」というくらいの震えっぷり。スプーンに掬すくった砂糖は、コップに入るより先にテーブルにまぶされてしまう。ミルクピッチャーを傾かたむければ、ドバドバと大量のミルクがコーヒーに注がれてしまう。

　俺のコーヒーがカフェオレになっとる……。

　超ちよう微び量りようの砂糖と大量のミルクが投入されれば、お客様お待ちかね。『美味おいしくなーれ』の混ぜ混ぜタイム。

　誰もが胸ときめかせる瞬しゆん間かん、だと思っていた。

　一体、いつから胸ときめかせる瞬間と錯さつ覚かくしていた？

「美味しくなれ美味しくなれ美味しくなれ美味しくなれ美味しくなれ……。姫宮好みの味になれなれなれなれ……──、」

　藤ふじ岡おか弘ひろし、かよ。

　コーヒーを混ぜながら、ゴニョゴニョブツブツ。もはや、まじないではなく呪じゆ詛その類たぐい。

　恥ずかしさを堪こらえつつ真しん摯しに取り組む姿は、奇き跡せき的なヤンデレさを醸かもし出しており、真夜中のリビングでエンカウントしたら泣く。ゆずだったらチビる。

　客にトラウマを植え付けるわけにもいかん。

「羽鳥よ」

「な、なに？」

「まじないがガチすぎるし、客は本気で美味しくしてほしいわけじゃない。メイドの可愛かわいいところを見たいだけだから、もっとポップな感じで良いと思うぞ」

「もっとポップに？」

「おう。喩たとえるならそうだな……。アイツなんかが丁度良いんじゃないか？」

　俺が指差す先。そこには今まさに、まじないタイム中の倉敷が。

「るりにゃんが、真心込こめて魔ま法ほうを唱えていきますにゃん☆　美味しくにゃ～れ♪　美味しくにゃ～れ♪　美味しくにゃ～れ♪」

　以前、「女子にコスプレさせていいのは彼氏だけ」という迷言を残した奴とは思えないノリノリ具合。１人だけ猫ねこ耳と尻尾しつぽを着けていて、当日は本気で彼氏候補を探そうという気き迫はくを感じさせるのが素す晴ばらしい。

　まじない後、「残したら、罰ばつ金きん１０００円だにゃん☆」と招まねき猫ポーズで倉敷フィニッシュ。金額がやけにリアルなのが気になるが、恥じらいなくココまでメイド店員を演じることができるのだから、最もメイド力が高いのはコイツかもしれない。

　まぁ、普ふ段だんからファミレスで接客していたり、倉敷のキャラだからこそ成せるワザでもある。このクオリティを羽鳥に求めるのも酷こくというもの。

「倉敷までとは言わないけど、羽鳥も自分のできる範はん囲いで──、」

「え、えれぴょんが、真心込めて魔法を唱えていきますぴょん……」

「………………」

　マジか羽鳥。

　一体全体、何が彼女のメイド欲を駆かり立てるのか。今にも蒸発しそうなくらい赤面する羽鳥が、倉敷のまじないサービスを完全無欠の模倣パーフエクトコピー。何でウサギ？

「お、美味しくなるぴょん……。美味しくなるぴょん……！　～～～～っ！　美味しくなるぴょん！」

　コーヒーに愛情を注ぎまくる羽鳥は、吹ふっ切きれているのか、腹を括くくっているのかは定さだかではない。しかし、ここまでのメイド力を魅せつけられてしまえば、心なしか応おう援えんしたい気持ちになってしまう。

　頑張れえれぴょん。お前がメイドナンバー１だ。

　左右の手を頭にくっつけ、ウサギを模したポーズで必殺の決め台詞ぜりふ。

「残したら、罰金１００円だぴょんッ！」

　甘さ控えめを無視した分際で、どの口が言っとるのだろうか。

　羽鳥渾こん身しんのまじないサービスが終わり、「どうぞっ！」と完成した究極コーヒーを俺へと献けん上じよう。視線を下げているからか、ラブレター読んでくださいっ！　みたいな構図で、ちょっとドキッとする。

　ここまで頑張ってくれたのだ。飲むより先に言うべきことがあるのは分かってる。

「羽鳥よ」

「う、うん？」

「まじない完かん璧ぺきだったぞ。本番当日、客の喜ぶ姿が目に浮うかんだくらいだ」

「っ！　……ありがとう。褒ほめて貰もらえて嬉うれしい……」

「けどだな」

「？　けど？」

「本当に、本番当日もえれぴょんでいけるのか？」

「………………え？」

　羽鳥の時間が３秒間停止。

　３、２、１、

　ファイア。

「～～～～～～っ！　姫宮以外には絶っ対!!！　無理っ！」

　エレナーニョ現象発生。羽鳥は一世一代の混ぜ混ぜサービスを思い出し、あっという間に全身に熱を帯びてしまう。

　不幸中の不幸なのは、両手に紙コップを持った状態だったこと。

　グシャコッ！　と紙コップが一気に圧縮され、羽鳥の今の気持ちが顕けん現げんするかのように大量のコーヒーが暴発。えれぴょんの魔法が大量に含ふくまれたコーヒーがテーブルにぶちまけられてしまう。被ひ害がいは甚じん大だいで、俺のブレザーにまで被ひ弾だん。

　俺のコーヒーとブレザーが……。

　目の前では恥ずかしがり屋メイドが大パニック。後方ではギャルとオタクがギャースカ。

　遠方では博愛主義者が、「瑠璃がネコで英玲奈がウサギなら、私は……、ワンちゃん？」と自分の世界にトランス中。

　ウチのクラス、文化祭大丈夫かよ。




　　　　※　※　※




「おお……。完璧に落ちた」

　プライベートルーム。シミ抜ぬき作業を終えたブレザーを広げてみると、どこにコーヒーが零こぼれたか分からない。感動すら覚えるレベルだ。

　水すい溶よう性せいのシミは、時間との勝負です！　ｂｙ博愛主義者

　何な故ぜ美咲は、シミ抜きスプレーと新品のぞうきんをプライベートルームに常備しているのだろうか。ラベルが貼はられていないボトル的に手作りリキッドっぽいし、家事への意欲が天てん井じよう知らず。美咲の写真をパッケージにして、『カリン様の超ちよう神水』的な名前で商品化したらメガヒットするのではなかろうか。

　くだらんことを考えている場合ではない。読んでいた本を閉じ、乾かわききったブレザーに袖そでを通してプライベートルームを旅立つ。




　少々と思いつつ、ガッツリ本を読んでしまったのが敗因っぽい。

　教室前まで戻もどってきたが、既すでに研修会は終しゆう了りようしていて、室内に入る段階から中の閑かん散さん具合が分かってしまう。

　扉とびらを開くと、案の定誰もいない。

「ひ、姫宮……！」

　ことはない。夕ゆう陽ひ差し込む教室に、羽鳥１人だけ残っているではないか。

　作業していた手を止め、羽鳥が勢いよく駆けつけてくる。

「ごめんなさいっ！　私のせいでブレザー汚よごしちゃって……」

　それを言うためだけに、わざわざ残っていたのだろうか。

　律りち義ぎな奴やつだよな。まだ視線もロクに合わせられないのに。

「クリーニング代弁べん償しようするから──、「気にしなくて大丈夫だぞ。完璧に落ちたから」」

　財さい布ふを開こうとする羽鳥にシミがあった場所を指差せば、「ほんとだ……」と安あん堵どの息を漏もらす。

「こっちも悪かったな。謝るためにわざわざ残ってくれてたんだろ？」

「う、うん。全然帰ってこないから、汚れ落ちないのかなって心配で……」

　いくら気まずい状じよう況きようでも、ＬＩＮＥなどではなく直接謝るあたりが羽鳥っぽい。

　申し訳なさが滲にじみ出てきて「あー……」と間延びした声が漏れてしまう。

「？　どうしたの？」

「本が面おも白しろくてな」

　羽鳥は、「本？」とキョトンと首を傾ける。

「ブレザーが乾く15分くらい読書しようと思ってたんだけど、中ちゆう盤ばんからの怒ど濤とうの伏ふく線せん回収についついページを捲めくる指が止まらなかったんだよ」

「……」

　しょうもない遅ち刻こく理由に呆あきれられてる？　羽鳥の首は傾いたままで、気まずささえ忘れ、真ん丸になった瞳ひとみが俺を離はなさない。何ならこっちが目を逸そらしたいくらいだ。

　立場逆転。俺が頭を下げてしまう。

「すまんかった」

「…………。ふふっ……！　時間忘れすぎ！」

「？　羽鳥？」

　久々に聞こえた笑い声に、思わず顔を上げてしまう。

　１ヶ月半ぶりくらいだろうか。そこには、俺に向けられた羽鳥の笑顔があった。

　どんだけツボ入ってんだよ。目に涙なみだを溜ため、華きや奢しやな肩かたを上下に揺ゆらす羽鳥は笑うことを止めない。それでも罪悪感はあるのか俺に両手を合わせてくる。

「ゴメンね？　で、でも……！　理由が姫宮っぽすぎて面白くて……！」

「……ほっとけ」

「もしかして、私が新しく貸した下巻？」

「おう」

「だったら仕方ないね。私も初めて読んだとき、面白すぎて電車３駅くらい通り過ぎちゃった」

「お前も大たい概がいじゃねーか」

「そうかも」と、尚なおも笑えみを崩くずさない羽鳥の態度は自然そのもので、キャンプでの一夜がまるで無かったかのように錯覚してしまう。

　ああ、そういうことか。

　羽鳥が夏休み明け、『キャンプでの告白は一いつ旦たん忘れてほしい』と言った意味をやっと理解できた気がする。

　あの日のことを有う耶や無む耶やにはしたくない。けれど、関係を激しく変えたくはないという気持ちの顕あらわれ。

　内気な自分を変えたい、前に進みたい羽鳥の言葉に噓うそ偽いつわりは無い。

　だからこそ、『一旦』という言葉を付けたのだ。完璧な答えを出すために。

　距きよ離りを取っていたのは、俺も同じだったのかもな。

　羽鳥はシンデレラタイムが終了したのか。「あっ」と声を上げ、ギクシャクモードに戻りかけ。

　さすがに、これ以上気まずさが続くのは御ご免めん被こうむる。

「一いつ緒しよに帰るか？」

「！」

　羽鳥の下がろうとした視線が辛かろうじて留とどまる。それほどに俺の発言は意外なんだろうな。

　自分でも柄がらじゃないなと思う。てか意識させるなよ、恥はずかしくなるから。

「俺のせいで帰るの遅おそくなったんだし、まぁなんだ。帰り道くらいなら本の感想を共有するのもいいかなって」

　ずっと固まったままの羽鳥を見てると、自分はこの世にいないんじゃないかと心配になってくる。

「おい……。何も返事しないなら独りで──、!?　うおっ……」

　これまたご無ぶ沙さ汰た。いきなり半歩詰つめ寄ってきた羽鳥に両手をガッツリ摑つかまれてしまう。

　童心に戻るかのように大人びた顔立ちを破顔させ、瞳を輝かがやかせるのは反則だ。

「一緒に帰る！　ううんっ、一緒に帰りたいっ！」

「お、おう」

　コッチが若じやつ干かん気き後おくれしていることも知らず。羽鳥は「ちょっと待ってて！」と帰る準備をしようと自分の席へと猛もうダッシュ。

　するのだが、

「あ……」

「どうした？」

「まだ少しだけ作業が残ってるの忘れてた……」

　お茶目かよ。

　人生終わったみたいな顔をする羽鳥に、「また明日」と言えるほど図太くはない。

　今一度ブレザーを脱ぬぎ、シャツを捲っていく。羽鳥もその行動の意味を理解したようで、

「姫宮も手伝ってくれるの……？」

「そんな顔されたら帰れんわ。てか、一応俺も実行委員だからな」

「そっか……。ありがとう」

「ほら。さっさと終わらせて帰るぞ」

「う、うんっ」

　残業代の報ほう酬しゆうは、羽鳥の笑顔。

　まぁ、悪くはないかな。




　　　　※　※　※




　秋も夜長というやつか。19時過ぎの空は真っ黒で、秋がすっかり深まってきた印象を与あたえる。

　作業を小一時間ほどで終わらせ、駅のホームで缶かんコーヒー片手に羽鳥と歓かん談だん中。

　２人並んで座るのも久しい。初対面時は１つ空いていた席も今では隣となり同どう士し。その距離で目を合わせて会話することができるのだから、もう何も気にすることはないのだろう。

　話題は依い然ぜん、文化祭について。

「もしかして、いつも残って作業してたのか？」

「いつもじゃないけど時々。ちょっと作りが甘かったりする箇か所しよや、間ま違ちがってる箇所とかがあれば少しだけ」

　少し？　さっきまでの作業も？

　見本で作ったメニュー表の誤字脱だつ字じのチェック＆修正後、席分の枚数を刷ってからラミネーターで加工。さらには中ちゆう途と半はん端ぱなところで作業が中断されていた飾かざり付けを完成。おまけにクラス全員の作業が再開しやすいようにと、バラバラになったマーカーや画用紙等の資材を整理整せい頓とん。

　作業的に難しいことではない。丁てい寧ねいを心こころ掛がければ、誰だれにでもできることばかりだ。

　だからこそ、勘かんぐってしまう。

「お前、無理してないか？」

　親しん睦ぼく会、カフェ決めを押し付けられたときの羽鳥を思い浮うかべてしまう。クラスメイトが自分に対してイメージするキャラを確立するため、自分の感情を押し殺してでも無理しようとした羽鳥の姿を。

「ちゃんと指示すれば、アイツらも──、「大だい丈じよう夫ぶ。無理なんかしてない」」

　ゆっくりと首を振ふる羽鳥が、強がってるわけじゃないのは直すぐ分かった。

　作り笑顔が上手うまい羽鳥の純真な微笑ほほえみには、それくらいの説得力がある。

「姫宮の言う通り、お願いすれば１人でもできる作業は多いと思う。けどね？　１人でできる作業だからこそ、私がすれば誰かが孤こ立りつしたり、グループでだらだらすることがなくなっていくかなって」

「……成なる程ほどな。人を動かすんじゃなくて、自分が動いてクラスを円えん滑かつにってことか」

「うん。私は姫宮みたいに機転を利きかせることはできないし、華梨みたいに表立って皆みんなを引っ張っていくことはできないから。そんな私ができることは限られてるけど、できる範はん囲いで皆のサポートをできたらいいなって。だから実行委員に立候補したの」

　羽鳥は、少しはにかむようにして笑う。

「っていうのは半分建前で、本当は姫宮のサポートできたらいいなって」

「実際は足を引っ張ってばかりでゴメンね」と羽鳥は謝るが、十分ベストを尽つくしてくれている。何なら、「俺の方が何もしてなくてスイマセン」と頭を下げなくてはならない気がしてくる。

　俺の心配事など全く無用だった。そして、羽鳥の考えを知れば知るほど、この一年足らずで大した成長ぶりだと感心してしまう。

　感心すると同時に、

「やっぱりさ。お前は大人っぽいよ」

「……？　私、が？」

「『本当の自分は大人っぽくない』って羽鳥はよく口にするけど、俺ら同年代よりずっと周りが見えてるし、周りに配はい慮りよすることができてる。普ふ通つうの奴やつは自分が一番可愛かわいいし、自分の物事を考えるので精せい一いつ杯ぱいだ」

　俺がお世辞を言うタイプではないことを知っている羽鳥は、俺の言葉に耳を傾かたむけ続ける。

「自分の気持ちを後回しにしてまで、他人優先で動くことなんて早々できない。少なくとも俺には絶対できない。だから、お前はもっと自分に自信を持っていいと思う」

「……自分に？」

「おう。俺や美咲にもできない、羽鳥だけの方法を持ってるんだからな」

「！」

　大きく瞳を見開く羽鳥の目め頭がしらがじんわり熱くなっていく。

　ようやく気付いたのだろう。『自分にでも』できることではなく、『自分にしか』できない役割があることを。

　羽鳥は自分の長所まで短所と考えている節がある。

　大人しい＝自己主張できないで一ひと括くくりするのは勿もつ体たいない。しっかり人間観察ができ、空気が読めるのだって立派な強みだし才能だ。

　溢あふれそうな涙を指で拭ぬぐう羽鳥は、自分に言い聞かせるように深くゆっくり頷うなずく。

「うん……、私、もっと自信持つね」

　俺にはハンカチを渡わたすような気の利いたことは小こっ恥ぱずかしくてできない。せいぜい気付かないフリをしてコーヒーを一服するくらいだ。

　本人は今の自分を見られるよりも、伝えたい気持ちのほうが勝まさっているのか、

「ずっと後こう悔かいしてたの」

「？」

「あの日、姫宮に私の気持ちを勢いで伝えちゃったことを」

　羽鳥の言うあの日が、キャンプの夜なのは直ぐに分かった。

「本当はね。私の気持ちは姫宮に知られなくていいと思ってた。今までの関係が壊こわれるのが怖こわかったし、何より、姫宮は独りの時間が大切なのを知ってたから」

　空気を読みすぎた故ゆえに、羽鳥は自分を失ってしまった。

　自身の性格が原因なのか、俺の個性を尊重した結果なのかは分からない。

　しかし、俺は分からなくてもいい。羽鳥がしっかりと答えを見み出いだしたから。

「私、今は全く後悔してない」

「そうか」

「……というかね。我が慢まんできなくなっちゃった」

「我慢？」

　頷く羽鳥は言うのだ。




「もっと頑がん張ばって、姫宮に認めて貰もらいたい」




　羽鳥の惜おしみない笑顔、真っ直ぐな言葉に、柄にもなく身体からだが熱くなってくる。

「これからもよろしくね？」

「……おう」

　全く以もつてコイツは空気を読めすぎている。

　キャンプでの一件を無かったことにはせず、今までの関係へと完全修復。

　それだけでなく、私はいつでも待ってますという細やかなアピール。

　俺は、とんでもないモンスターを作ってしまったのかもしれない。

　引きばかりの羽鳥に、押しを覚えさせてしまったのだから。

　間もなくして駅内アナウンスが帰りの電車を知らせてくれる。電車のタイミングまで計算に入れていたのなら、乾かわいた笑いも出てこない。

　車両がゆっくりとホームに迫せまってきたので立ち上がる。

　のだが、

「あ？」

　未いまだに座ったままの羽鳥が、俺の腕うでをガッシリとキャッチ。ご丁寧に両手で。

「まだ本の感想聞いてない」

「……」

　電車のタイミングは計算に入っていなかったらしい。

　サブカル女子の瞳ひとみが眩まぶしく光り出し、口数が多くなっていく。

「今までＬＩＮＥで送ったオススメのゲーム実じつ況きようやバンドとかの感想も聞いてない！　それに、姫宮と一いつ緒しよにできそうなゲームをリストアップしたから見てほしいっ！　まだまだあるっ！　Ａｍａｚｏｎプライムで始まったバラエティで……──、」

　まさにマシンガントーク。

「羽鳥……、電車の中じゃ駄だ目めなのか？」

「駄目。終電の山さん陽よう須す磨ままで行っちゃう」

　コイツ……。俺ら方面の終電は梅うめ田だだろ。逆側の終電まで話すつもりとかどんだけだよ。

　でもなぁ……、話を聞くって言ったのは俺なんだよなぁ……。

　電車の扉とびらが閉じ切るよりも先に、今一度ベンチに着座。変わったことと言えば、「今日はまだまだ帰さない♪」と羽鳥が俺の腕を摑つかんだままのこと。

　こうなりゃ、とことん今日は付き合ってやるよ。




　　　　※　※　※




　翌日のＨＲ。文化祭も迫ってきたとあって、授業内容は専もつぱら文化祭の準備。

　羽鳥の陰かげの努力もあり、クラスメイトたちは和気あいあいと共同で作業を進めていく。

　俺は独り黙もく々もくで良かったんだけどな。

「姫宮君と英玲奈が仲直りできて本当に良かったよー♪　これでまた秘密基地でお喋しやべりできるね！」

「ソーダナ」

　俺の塩対応も何のその。「早さつ速そく、今日お喋りしちゃう？」と美咲の笑顔が眩しい。晴れやかな表情とは裏腹に、手て際ぎわよく画用紙をカットしたり折り目を入れたり。あっという間に立体的な球体や切り花などを完成させるのだから、凄すごいというか最も早はや、錬れん金きん術じゆつ。

　そんな美咲の手が止まる。

「ねぇ姫宮君……、サポートに行ってあげた方がいいかな？」

　美咲が心配そうに視線を送るグループを見て、「あー」と思わず声が出る。

　視線の先には、飴屋と武智が立て看板のブラックボードにイラストを描えがいているのだが、まるで描いちゃいけない壁かべに落書きするかのように不ふ審しん者しやモード。

　それもそのはず。２人の背後には苦手意識満まん載さいの洞ヶ瀬が仁に王おう立だち。「アンタらホントに描けんの？」といった様子で、自分が下書きしたＰＯＰデザインをめちゃくちゃにされないか見守り続けている。

　さらには、３人のサポートとして羽鳥も加わった編成となっており、オタク・ギャル・サブカル女子、異色のコラボキャンペーン実じつ施し中。

　何も、嫌いやがらせでこのグループを形成したわけじゃない。

「まぁ、大丈夫だろ」

　俺の返事が面めん倒どうから来るものだと思っているのか、美咲は「本当に大丈夫かなぁ」と未だに不安気味。日ひ頃ごろの行い的に否定できないのが辛つらいところ。

　イラストを描き終えた飴屋と武智が、恐おそる恐る尋たずねる。

「こ、こんな感じでどうだし？」「こんな感じでいかがでしょうか……？」

　さすが飴屋と武智。ブラックボードに描かれたアニメキャラ、サーバルキャットやアライグマのフレンズはかなりのクオリティに仕上がっている。休み時間、教室後ろの黒板であーだこーだと描いているだけのことはある。

　ビクつく２人に対して、イラストを見た洞ヶ瀬の反応は、

「へー！　アンタら、めちゃくちゃ画え上手うまいじゃん！」

　訝いぶかし気な視線から一変、大したもんだと喜び一色。お世辞を言うタイプではないし、正しよう真しん正しよう銘めいの言葉なのだろう。

「「…………あい？」」

　褒ほめられたにも拘かかわらず、飴屋＆武智は口をぱっかり開けて間ま抜ぬけ面づら。

　ようやく発する言葉は、

「その……、気持ち悪いとか思わないんだし？」

「は？」

「だってギャル──、！　すすすすすすいません！　カ、カーストの高い人はこういう二次元イラストとかに嫌けん悪お感というか、二次元を愛する者たちを汚お物ぶつとして見るのが恒こう例れい行事と思っていたもので……」

「アンタらはほんとに偏へん見けんが酷ひどいわね……」

「「きょ、恐きよう縮しゆくでーす」」とニヘラニヘラと手を揉もみ続けるオタクＡ＆Ｂと、「今は褒めとらんわ」とマーカーを自分の眉み間けんに押し付けるギャル。

　つくづくコイツらは相あい性しようが悪いなと思う。けれど、相性が悪いだけで嫌きらい同士ではない。

　それはこのグループを形成した張本人がよく理解している。

「か、可愛いよね！　けもフレ！」

　３人に勇気を振ふり絞しぼって話しかけるのは羽鳥。

　今までなら身を削けずる発言や行動と考えていただろう。

　しかし、今の羽鳥は違ちがう。

「けもフレ知ってるんだし!?」「けもフレご存知なんですかぁ!?」

「う、うんっ。ほのぼのしてて、毎週すっごく癒いやされてる」

「「好きなフレンズは!?」」

「コツメカワウソが一番好き。本物のカワウソも大好きでＹｏｕＴｕｂｅでよく観てる」

「コツメを付けるあたりがガチ勢だし！　本物だし！」

「ですねですね！　まさか羽鳥さんにそんな鬼おに熱な設定が隠かくされていたとは！」

「「くぅぅぅ～～～！」」と慈じ英えい化する２人と、サブカル趣しゆ味みをカミングアウトして少々恥はずかしげな羽鳥。

　そんな様子を見ている洞ヶ瀬は引いている？

　ことはなく、

「へー。けもフレを英玲奈が知ってるのは意外かも」

　洞ヶ瀬の発言に、テンションＭＡＸの飴屋と武智が急ブレーキ。

「え？　洞ヶ瀬さんも、けもフレ知ってるんですか？」

「もち。保育園のチビ達に人気あるからねー。あ。ウチが保育園でバイトしてるのは知ってるんだっけ？」

「「……」」

「チビ達ってウチら以上に話題についてこれないとバカにしてくんのよ。それってムカつくじゃん？　だから、結構ウチも観みて勉強するわけ。プリキュアとかライダーとかもね」

　未いまだに洞ヶ瀬の発言を信じられないのか、飴屋と武智が挙手。

「銀河に光る虹にじ色いろのスペクトルといえば？」

「キュアコスモでしょ？」

「俺は仮面ライダーの王と──、」

「ジオウ」

「「……」」

　噓うそでしょ？　と飴屋と武智が顔を合わせるとヒソヒソ。

「洞ヶ瀬さんが知ってるのは、それはそれで何か裏がありそうで怖いし……」

「わ、分かりみが深すぎます……」

「コラァ！　何でウチと英玲奈で反応違うのよ！」

　そういうところじゃないですかね。

「えっ何々？　ライダーの話してるなら混ぜてー♪」

　意外や意外。「ゼロワンでもジオウでもオッケー」と会話に参入してくるのは、洞ヶ瀬の友達、渡わた住ずみ芽め久ぐ。

　新たなギャルの参入に、飴屋と武智は脳の処理が追い付いていないのだが、渡住は特段気にする様子もなく、

「俳優見たさでついつい観ちゃうんだよね～♪　今作はやっぱり主人公のフッ君がカッコイイよね！」

「芽久は相変わらずミーハーだわ」

「私がミーハーのおかげで、夢ゆめ乃のも同年代とライダートークできるんだからいいじゃん♪　でさでさ！　飴屋と武智は歴代ライダーの俳優で誰だれが１番カッコいいと思う？」

「……土ど門もん？」「ふ、藤岡？」

　激げき渋しぶ。

　渡住が「誰？」とジェネレーションギャップ（？）を感じてはいるものの、引き続き洞ヶ瀬と会話を弾はずませていく。飴屋と武智は現実を受け入れられないのか、「「これは夢ですか……？」」とついには処理落ち。

　飴屋と武智に、羽鳥は優やさしく話しかける。

「ねぇ、飴屋と武智」

「「は、はい？」」

「私がアニメやＹｏｕＴｕｂｅを観たり、夢乃や芽久が子供向けの番組を観てるのって、気持ち悪いと思う？」

　核かく心しんを突つかれたといったところか。自分たちの問うた質問を逆に問われ、飴屋と武智は力強く否定する。

「お、思わないし！　ビックリはしたけど！」

「右に同じく！　むしろ、僕たちも好きなモノだから嬉うれしくさえあります！」

「だよね」

　つくづく羽鳥はサポートやアシストが上手うまい。何より、カースト上位に位置しながら、オタクや下位の気持ちも分かる羽鳥にこそ成せるワザだと思った。

「アニメや漫まん画がとかを好きな人って、飴屋と武智が考えてる以上に多いと思う。だから負い目を感じすぎちゃダメ。それに、」

「「……それに？」」

「自分の好きなモノにはもっと自信を持つべき」

「「！！！」」

　何だろうな。昨日聞いたというか、言ったような言葉。

　その言葉は、羽鳥自身の決意表明にも聞こえた。

　飴屋と武智がモロに感かん銘めい。涙なみだもろいというか、影えい響きようを受けやすいというか。

「うぅっ！　何と温かい言葉なんだし……っ！」

「はい……！　負い目を感じる理由なんてないですもんね！」

　２人は右拳こぶしを握にぎり締しめ、高く突き上げて「「誓ちかいます！」」と選手宣せん誓せい。

「これからはＲ指定の同人誌も！」

「Ｚ指定のゲームも！」

「「自分の席で堂々と楽しみます！」」

　洞ヶ瀬の、「モラルは守んなさいよ！」という魂たましいの叫さけびが聞こえたところで、一件落着といったところかな。

「姫宮君っ、姫宮君っ！　英玲奈すごい頑がん張ばってたよね！」

　余よ程ほど、親友の成長が嬉しいようで、興奮した美咲が俺の肩かたをぐわんぐわんシェイキング。

　俺らの視線に気づいた羽鳥の表情は、安あん堵どもさることながら喜びを嚙かみしめてる感満載。

　ライダートークで盛り上がる４人はもう大だい丈じよう夫ぶだろうと、コチラへとやって来る。

「英玲奈、お疲つかれ様！　私までウルッとしちゃったよ！」

「あ、ありがとう。馴なれないことしたから凄すごい緊きん張ちようしちゃった」

　羽鳥が手の震ふるえをアピールするが、差し出した両手は美咲の手に包まれてしまう。

　ほっこりムードの中、羽鳥が俺へと微笑ほほえみかけてくる。

「姫宮、ありがとう」

「ん？　俺は何もしてないぞ」

「ううん。姫宮が昨日、私に沢たく山さんアドバイスをくれたから頑張れたの。だから、姫宮のおかげ」

「……そうか。なら、素す直なおに受け取る」

「うん♪」と喜ぶ羽鳥の表情には、完全に緊張の色は消えている。

　のだが、

「ふ～ん……。英玲奈が頑張ったのは、姫宮君の『おかげ』なんだね？」

　何な故ぜ、お前から喜びの色が薄うすれる。

　さっきまでの笑顔は何ど処こへやら。美咲はぷっくり頰ほおを膨ふくらまし、ジト目で俺をガン睨にらみ。

　そして言うのだ。

「ナチュラルにクラスをまとめる姫宮君は、やっぱり油断も隙すきもない……！」

　あぁ……。やっぱりお前は、俺との勝負を続けていたのか……。

　感想。めんどっちい。

　キラキラ顔の羽鳥とムッスリ顔の美咲を尻しり目めに、俺は黙もく々もくと飾かざりつけの作業を再開。

　君らも作業しようね。
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３章　美み咲さき華か梨りんはおひとり様に勝ちたい






　聴ききたい音楽は、その都度の気分や環かん境きようによって変わる。それは誰もが該がい当とうするといっても過言ではない。独り好きが断言するのだから間ま違ちがいない。

　士気を高めるためにアッパーチューンな曲を聴いたり、睡すい眠みん前にノスタルジックな曲を聴いたり、テスト勉強をはかどらせるためにジブリ系ＢＧＭメドレーを垂れ流したり。

　今現在のように、朝の電車に揺ゆられながら聴く曲は、穏おだやかでスローテンポなモノが好ましい。澄すんだ青空、なだらかに続く六ろつ甲こう山さんがゆっくり動いていく光景を、車窓からぼんやり眺ながめる時間は安らぎさえ覚える。

「今日も空は青いなぁ」とか、「今日も山は緑だなぁ」とか。

　当たり前のことを当たり前に感じる独りの時間。とても良い。良すぎている。

　あっという間というより、気付けばという表現が適切か。学校最寄りの乙おと塚づか駅に到とう着ちやく。

　ホームから改札を抜ぬければ、次の曲が軽かろやかに流れ始める。

　うん……。民たみ生お先生の曲は、朝の活力だよなぁ。

　今日も一日マイペースに頑張っていこうって気になる。地元民と談だん笑しようする美咲の姿も気にならなくなる。

　あぁ。なんと穏やかな１日の始まりだろうか。

　駅前の歩道で信号待ちしていると、

「ねぇ……。目が合ったよね……？」

「……」

　ポケモントレーナー？

　急いで追いかけてきたのか、少し息を乱す美咲がムッスリ顔でがん睨み。

　おっかない顔しなさんなよ。

　聴きたい音楽は、その都度の気分や環境によって変わる。

「ども」と会え釈しやくを終え、

「ＨＥＹ Ｓｉｒｉ。空気読めよと思ったときに聞く曲流して。…………。デスメタ、か。まぁそんなところかな」

「あ、あしらい方が斬ざん新しんすぎる……！」

「人工知能なんだ。許してやれよ」

「許せないのは君だよ！」

　俺からマイク付き側のイヤホンを回収した美咲は、「ＨＥＹ Ｓｉｒｉ。音楽をストップしてください」と命令。リア充じゆう故ゆえ、今までＳｉｒｉと話す機会はなかったのか。音楽が止まったことに対して嬉うれし気に頰を緩ゆるめている。こっちも緩みそうになるんで、そろそろ顔を離はなしてくれませんかね。

　信号が青になり２人して歩き始める。いつもの時間帯なら美咲と愉ゆ快かいな生徒たちが挨あい拶さつを交かわし合っているはずだが、普ふ段だんより30分程早い登校だからか。俺ら以外に登校中の生徒はほぼほぼ見当たらない。

　美咲も同じようなことを考えていたようで、

「姫ひめ宮みや君、今日はやけに早い登校だね。う～ん……。日直は少し前にやったばかりだし、秘密基地で読書する感じかな？」

「残念だったな。今朝けさは暖かいから、テニス部コート前のベンチで読書だ」

「そっちか～」とクスクス笑う美咲は、読書が正解しただけでも満足気味。

「ラジオを聴きくとかにすれば良かった」と考えてる時点で、俺の負けなんだろうな。

「美咲も早い登校だけど何かあるのか？」

「さて問題。どうしてでしょう♪」

「そうか」

「何がそうなのか聞き返してもイ・イ・カ・ナ？」

　ダ・メ・デ・ス。

　ヒントは突とつ然ぜんやって来る。

「あっ。おはようございまーす♪」

　ムッスリ顔は何処へやら。前から歩いてきた爺じいちゃん婆ばあちゃんグループに、美咲は元気いっぱいに手を振ふって挨拶を交わす。

「皆みんなでどこ行くの？　散歩？」とか、「飴あめありがとー♪」とか、「わーっ！　お孫さん立てるようになったんだねー！」とかとか。相変わらずの顔の広さで、１人１人知り合いとかヤバすぎワロタにえん。

　ふっ……、美咲も成長したものだな。俺が先に行かないように左ひだり腕うでをガッツリ摑つかんできやがる。今ほど左腕を取り外したいと思ったことはない。

　軽いトークで場を和なごませた美咲は、カバンから紙束らしきものを取り出す。

「これで美味うまいもんでも食ってきな」と万札を数枚手て渡わたし。

　したわけではなく、

「もうすぐ文化祭あるから遊びに来てね！　私たちのクラスはメイド喫きつ茶さやるんだー♪」

　どうやら文化祭の招待券をプレゼントしたようだ。

　そういえば、不要な招待券を美咲が回収していた記き憶おくがある。生徒１枚につき５枚配られたモノをコイツが大量に保有しているということは、学校の奴やつらも案外友達が少ないのかもしれない。朗報と捉とらえるべきなのか、悲報と捉えるべきなのか。

　ご年配にメイド喫茶勧すすめるのってどうなの？　と思うが、さすが美咲。爺ちゃん婆ちゃんの性格もしっかり熟知している。

「久々の母校訪問はテンションが上がるのぉ！」

「あたしゃ、パンケーキっちゅうもんをシェアしてみたいよ」

「砂糖の代わりに、血糖値を下げる薬を混ぜ混ぜしてくれんかのぉ～」

　好こう奇き心しん旺おう盛せいで既すでに行く気満々。ゲートボール仲間と一いつ緒しよに行くとまで宣言する頼たのもしさ。

「当日、楽しみに待ってるね！」と別れの挨拶を美咲が終えれば、左腕の拘こう束そくがようやく解除される。さようなら温ぬくもり。

　ここまでヒントを出されれば、さすがに答えが分かってしまう。

「招待券を配るために朝早く登校してるのか？」

「せいかーい♪」

　そんなファンファーレが聞こえてきそうなテンションで言わんでも。

「クラスを優勝に導くため、姫宮君に勝つために頑張ってます！」

「またお前はそんなことを……」

　日が経たてば経つほど、美咲の俺への対たい抗こう心しんが強まっている気がする。

　文化祭まであと約１週間。これ以上強くなるとか笑えない。３日前くらいから肉にく弾だん戦とかスタートしないことを願うばかりだ。

　俺の呆あきれをどう捉えているのか。

「勿もち論ろん、勝ちたいだけで配ってるわけじゃないよ？　日ひ頃ごろお世話になってる人たちに楽しんでもらえる機会でもあるからね」

　そう言いつつ、すれ違う店の店主や他校の生徒、小学生グループにまで招待券を配っていく美咲。ティッシュ配りのように不特定多数に配るのではなく、１人１人と挨拶や雑談を交わしてから配っているし、本当に全員知り合いや友達なんだろうな。

　そりゃ招待券５枚じゃ足りんわ。

　欲張りな奴だ。俺に勝ちたいと挑いどみつつ、クラスも本気で優勝させたいし、普段からお世話になってる人たちにも楽しんでほしいと言うのだから。

　もう俺、ボロ負けだと思うんですけど。

　美咲は何やら思い出したように、ポケットからスマホを取り出す。

「わっ。もうこんな時間」

「？　登校時刻までは、まだまだ時間あるだろ」

「今日はクイズ研究会の人たちとの打ち合わせが入ってるんだよ。勿論、文化祭のね」

「……は？」

「私、クイズ大会イベントのＭＣやるの」

　会話の要所要所にクイズっぽさを組み込んでいたのは、そういうことか。

「ＭＣの報ほう酬しゆうとして、私たちのクラスを宣伝してくれるんだよ。『可愛かわいいメイドさんたちがふわふわのパンケーキやもっちもちのマカロンを提供してくれる、本格志向のメイド喫茶は何年何組でしょう？』って」

　自分は策士だとでも言いたいのか。フフフ……！　と美咲は企たくらみたっぷりに笑い始めるが、生まれ持った善人さが滲にじみ出すぎて悪役感皆かい無む。

　てか、

「宣伝は当然ありがたいけど、お前の負担に報酬が見合ってなくないか？」

「いいのいいの、負担と報酬の割合が５対１くらいでも。クラスの役に立てるならお安い御ご用ようだよ」

「カルピスみたいな奴だな」

「私は４対１くらいの濃こいめが好きです」

　知らんがな。

　ただでさえ、衣い装しよう作りやら菓か子し作りやら美咲の仕事量は多いというのに。

　他にも仕事を入れているとかモンスタースペックすぎんだろ。

　時は一刻も争うと、俺の背後に回った美咲がグイグイ押してくる。

「いや、俺は別に徒歩で──、「ダッシュ、ダッシュー♪」」

　もったもった走りつつ思う。俺も実行委員らしいこと、いい加減せなアカンなぁと。




　　　　※　※　※




　放課後のプライベートルーム。

　戦士に束つかの間の休息があるように、働き人にも休息は必要。

　本日の放課後は、俺らクラスの文化祭準備は休みとなっている。これも綿密に計画を立てた成果であり、クラス一同が優勝目め掛がけて必死になっている賜たま物ものと言っていいだろう。

　仕事や勉強、スポーツやゲームだって同じだ。がむしゃらにやれば良いわけではない。休む時はしっかり休んで、次に備えるのが最も効率が良い。

　だからこそ俺は、ファミレスで貰もらえる間違い探しを目いっぱい楽しむ。

　何この間違い探し。超ちようムズいんですけど。

　２つのイラストと格かく闘とうする俺の隣りん席せき。間違い探しのプリントをくれたというか、「あとは任せた！」と押し付けてきた倉くら敷しきはティーン雑誌をエンジョイ中。

　クリッとした瞳ひとみをパッチリ開き、『彼氏と絶対行きたい穴場デートスポットｉｎ関西』なる特集を熱心に読んでいる。彼氏もいないのに。

　倉敷は皿に盛られた美咲お手製ドーナッツに手を伸のばす。

　上じよう機き嫌げんにも本日２個目のドーナッツを頰ほお張ばろうとするが、

「……ん？」

　何やら疑問を抱いだき、寸でのところで手と口の動きを停止。向かい合う美咲と羽は鳥とりも、「「？」」と注目してしまう。

　黙だまって考え込むことしばらく。倉敷はゆっくりとドーナッツを皿へと戻もどす。

　次いで、ウェットティッシュで指を拭ふき拭き。

　そして、綺き麗れいになった指で力強く指差すのだ。

　美咲を。

「華梨は恐おそろしい子だよっ！」

「わ、私？」

「乙おとコレ最大のライバル、わたしの体重をご機嫌にしようって計画だろ！　どうりで最近、おやつタイムや食後のデザートが多いわけだ！　ドーナッツとタピオカジュースが美味おいしいわけだ！」

　何を言い出すかと思えば、そんなことかい。

「言いがかりにも程ほどがある……。そんな計画立ててません！　メイド喫茶で提供するお菓子やジュースの試作品を持ってきてるだけだよ！」

　異議申し立てする美咲だが、ある真理に気付いてしまう。

「確かに、瑠る璃りはよく食べたり飲んだりしてくれてるよね……」

「…………」

　倉敷、ぐうの音も出ず。

　自分で気付くのと、友に気付かれるのとではダメージは桁けた違ちがい。

「ごめんね瑠璃、そんなに太──、」

「だ、断じて太ってにゃいから！　体重計の調子が悪いだけだから！」

「……もう、運動しよ？」

　美咲のド正論に、サッ！　と目を背そむける倉敷。運動はお好みではないようだ。

　羽鳥、運と間が悪い。目を背けた倉敷の視線先に入ってしまう。ドーナッツをモグモグ食べていただけに、そりゃもうバツが悪そうに目を泳がせる。

　倉敷のウザ絡がらみから逃にげれるわけもなく、

「私はオッパイに栄養がいくから関係ないって思ってるだろ～～～っ！」

「お、思ってない！」

　長机に潜もぐり込んだ倉敷が、向かい側の羽鳥目掛けて下からヘッドダイビング。その姿は海中から人へと襲おそい掛かる、巨きよ大だい人食いザメを彷ほう彿ふつ。

　実際はただのセクハラ大明神なわけだが。

「瑠璃、胸に顔を埋うずめないで……！」

「わたしだって知ってるよ！　ゼロカロリー理論で笑いに変えられるのは、メタボなオッチャンくらいだって！　花の女子高生が言ったら鼻で笑われることくらい！」

「うぅ……。私の話を聞いてくれない……」

「わたしの行き場のない怒いかりを鎮しずめられるのは、英え玲れ奈なの胸以外ないっ」

　大海うな原ばらという羽鳥バストで泳ぎ続ける倉敷に、「いい加減、止やめなさい！」と美咲が注意するが、セクハラ大明神にはノーダメージ。

　ついには、「姫宮君も瑠璃の説得手伝って！」と救きゆう援えん要よう請せいを申し込まれてしまう。

　俺にできることなどない。

　だからこそ、言うべきことがある。

「倉敷」

「にゃにさ」

「あと１コの間違いが全く見つからん」

「お前はマイペースすぎだっ！」

「姫宮君はマイペースすぎるよ！」

「姫宮はマイペースすぎ！」

　お三方、仲がヨロシイこって。

　倉敷のご機嫌が斜ななめから倒とう壊かい。

「乙女おとめが切実に悩なやんでるのに、のんきに間違い探ししてる場合じゃないだろっ！」

「お前が俺に託たくしたんじゃねーか」

「ケース！　バイ！　ケース！」

　便利な言葉だよなぁ。

　クールダウンしようと、倉敷はココナッツミルクたっぷりのタピオカジュースをそりゃもうゴクゴク。ツッコむのは野や暮ぼなことなんだろうか。

「全くっ。動かないイラストも全部見つけられないようだから、わたしの些さ細さいな変化にも姫宮は気付かないんだぞ？　せっかくポイント稼かせぐチャンスなのに」

「ヘアリボンがいつもと違う色ってことか？」

「はにゃ？　気付いてたの？」

「毎日同じ教室にいるんだ。普ふ通つう気付くだろ」

「「「……」」」

　３人が無言で見つめ合うのは一いつ瞬しゆん。

　身を寄せ合って談合開始。

「出たね。姫宮君の天然人たらし」

「うん。本当にあれはズルい。反則」

「アイツ、本気出せば俊しゆん太た郎ろうよりモテるんじゃないか？」

　褒ほめとんのかい、貶けなしとんのかい。お前らも大たい概がいじゃねーか。

「よし！」と、羽鳥に抱き着いていた倉敷が、勢いよく立ち上がる。

　そろそろ家に帰る、というわけではなく、

「姫宮の胸でもわたしの心が癒いやせるのか、ちょっと試ためして──、「駄だ目めっ！　私の胸でいい！」」

　立ち上がったはずの倉敷、物もの凄すごい勢いで羽鳥の胸へバックホーム。そのまま、ムギュゥゥゥゥゥ！　と倉敷の顔が羽鳥の豊満な胸にめり込むめり込む。

　出た。羽鳥の固有スキル、パイ四方固め。

　いくら凶きよう悪あくで質たちの悪いサメであろうと、荒あれ狂くるう海の前では無力に等しい。

「じょ、冗じよう談だんだから！　そんなに後頭部を押さえ込まないで！　わたし壊こわれちゃうからあｃｚヴぁｆｄｃヴぁかｚ～～～……！」

　倉敷ジョーズご臨終。

　結果オーライじゃないですかね。騒さわいでた奴やつが静かになってくれたし。

　そんなことよりもだ。

「お前ら乙コレ出るんだな」

　美咲は文化祭を謳おう歌かする気満々で、小気味よく頷うなずく。

「せっかくのお祭りだしね。それに、会長たちに頭下げられちゃったら断れないよ」

　出で屋や敷しき会長や美咲ファンたちが必死に頼たのんでいる姿が目に浮うかぶわ。

　羽鳥は出ないようで、首を横にふるふる。

「私は恥はずかしいし、緊きん張ちようしちゃうから……」

　小さく頷く羽鳥は、想像するだけで赤面。自分の表情を隠かくそうと、テディベアというかチャッキー人形状態で膝ひざ上うえに座る倉敷をさらに抱だき寄せてしまう。未いまだＫＯ状態の倉敷は下腹部を圧あつ迫ぱくされ、「ぐえっ……！」と小さく鳴く。ニワトリの玩具おもちやみたい。

「英玲奈も姫宮君も応おう援えんよろしくね！」と既すでにルンルン気分の美咲。普段から人に注目されて生きているだけに、『緊張』という２文字は無いんだろうな。

『疲ひ労ろう』という２文字はどうだろうか。

「なぁ美咲」

「？　どうしたの？」

「お前、いくら何でも詰つめ込み過ぎじゃないか？」

　目の前の美咲を見てしまえば、そう聞かざるを得なかった。

　メイド服で使う型紙をデザインしているのだろう。イメージするメイド服の資料とスケッチブックが長机には並べられ、スケッチブックにはブラウスやスカートやらのパーツが１つ１つ丁てい寧ねいに描えがかれている。

　長机に並んでいるのは、それだけじゃない。クイズ研究会のＭＣ以外にも助すけっ人と参加するのだろう。映画部や演劇部、他クラスの原げん稿こうや台本などが多数積まれており、自分が担当するＭＣやナレーション、役者らしきセリフにマーカーが引かれていたり、付ふ箋せんが貼はられていたり。エトセトラ、エトセトラ……。

　膨ぼう大だいな仕事量にゾッとしてしまう。並の人間なら卒そつ倒とうレベルで、労災認にん定てい待ったなし。

　しかし、美咲は並の人間ではない。俺らの一いつ般ぱん論が当てはまらない。

　やせ我が慢まんでもなく、ケロッとした笑え顔がおで言うのだ。

「大だい丈じよう夫ぶっ！　まだまだ頑がん張ばれるよ♪」

　さも変身をまだ２回残してるとでも言いたげで、最終的に全身金色に輝かがやきだしそう。

　友である羽鳥も、やはり美咲のことを前々から心配なようで、

「華梨……、本当に手伝うことない？」

「もー、英玲奈は心配性だなぁ。英玲奈は英玲奈で実行委員のお仕事が沢たく山さんあるんだから、そっちに集中しないと駄目だよ。ね？」

「う、うん……」

「心配してくれてありがとね」と美咲が笑えば、羽鳥も煮にえ切らないながら笑みを作る。

　完かん璧ぺき超ちよう人じんが大丈夫と言うのだから、そりゃ反論なんてできんわな。

　欠点が無いのが欠点、というのも皮肉なものだ。

　ひとしきりの作業を終えた美咲は、「そろそろかな」と荷物をまとめ始める。

「撮さつ影えいと台本の読み合わせが入ってるから行ってくるよ」

　売れっ子女優かお前は。

「いつ終わるか分からないし、今日は先に帰ってていいからね」と別れの挨あい拶さつを告げた美咲は、そのままフェードアウト。

「華梨、大丈夫だと思う？」

「どうだろうな。一般人に天才のことは分からん」

「姫宮も一般人じゃないけど」と変人扱あつかいしてくる羽鳥は意い気き消しよう沈ちんムード。チャッキー人形を手た繰ぐり寄せ、いたたまれなさを埋めるように呟つぶやく。

「一般人じゃ、天才の人の手伝いはできないのかな……」

「できるできないで言えば、できるだろ。けど、気休め程度しか力になれないかもだし、かえって邪じや魔まになることの方が多いかもな」

「……そうだよね」

　それは事実だと思うし、本人が手助け不要と言っているのだから、尚なお更さら邪魔になる可能性のほうが高いのではなかろうか。

　だからこそ、天才美咲の手伝いは必要ないと思う。

「けど、」

「？」

「友達が友達の手伝いをするのに理由は要いらないんじゃないか？」

　目を見開いた羽鳥は、「……あ」と小さく呟く。

　羽鳥もまだまだだな。独り好きな俺に友達語らせて、ようやく気付くのだから。

「アイツだって天才扱いされるより、友達扱いされるほうがいいだろうし」

「……うん。姫宮の言うとおりだね」

　深く頷く羽鳥の表情からマイナスな感情が消えていく。内から秘ひめたる想おもいがひしひし満ち溢あふれている印象さえ与あたえる。

「姫宮。今からでもできる実行委員の仕事、一いつ緒しよに考えてくれる？」

「ん？　美咲の手伝いをするんじゃないのか？」

「私が実行委員の仕事を頑張れば、華梨の協力に繫つながると思うから」

　陰かげながらのサポート。実に羽鳥らしい答えに行き着いたものだ。

「はいはいはい！　わたしも手伝う！」

　死んでいた倉敷復活。自分だけ除のけ者にされてたまるものかと目を覚ますあたり、コイツもコイツで２人の親友なんだと再認にん識しきさせられる。

「わたしが蘇よみがえったからにはもう安心！　で、姫宮。わたしたちは何をしたらいい？」

「何でお前は俺に全振ぶりなんだよ……」

「わたしの脳内コンピューターが、『姫宮に考えてもらうのが一番効率いい』って言ってる！」

　丸投げって言葉を倉敷に教えてやりたい。

　というか、何な故ぜコイツ等は、俺にも作業を手伝わせる気満々なのか。

　……まぁ、仕方ないか。俺は実行委員なわけだし。

　２人が文化祭の仕事している間、俺だけ間ま違ちがい探ししてたのが天あま海み先生にバレてみろ。１００％プライベートルームの出禁を言い渡わたされるだろうよ。

　こんな感じでサラリーマンの皆みなさんは、休日出勤を余よ儀ぎなくされるに違いない。

　グッバイ休日。

「そうだな……、宣伝ポスターなんてどうだ？」

「「宣伝ポスター？」」

「自分たちの教室扉とびらにでも貼っておけば、通行人が注目してくれるだろ。それに、美咲が他クラスや部活動を手伝う見返りの報ほう酬しゆうにもなる。貼ってもらえるように頼めれば、当日は結構な集客が見込めるんじゃないか？」

「「それ名案！」」

　やはり２人の息はピッタリ。言葉だけでなく、キラキラした顔まで近づけてくるし。

「やっぱりインパクトのある写真が欲ほしいよね」と倉敷は顎あごをさすりつつ、羽鳥の全身を舐なめ回すようにガン見。

「英玲奈。わたしたちのクラスのために一ひと肌はだ脱ぬぐ気はないかね？」

「過激なポスターなんか貼ったら、うちのクラスだけ文化祭中止になると思う……」

「およよ？」

「な、なに？」

「わたしは過激なポスターを作るなんて一言も言ってないぞ？」

「っ！」

「英玲奈はどんなポスターを作ろうとしてるのかにゃ～？」

　みるみるうちに顔が赤くなっていく羽鳥と、ここぞとばかりに窒ちつ息そくしかけた恨うらみを晴らそうとする倉敷。人様の乳ちちを親指で16連打できるのはお前くらいだろうよ。

　未いまだいじり足りないのか。「羨うらやましそうな視線を送るなよ～♪」と、倉敷が俺にまでいじりの矛ほこ先さきを向けてくる。

「そんなに姫宮は、英玲奈に一肌も二肌も脱いでほしいのかにゃ？　それとも、わ・た・し？　にゃんちゃって～！　ニャハハハハ！」

「両方かな」

「……。ニャ!?」「え……!?」

　あれだけ騒いでいた倉敷と、あれだけ取り乱していた羽鳥に沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　攻こう撃げき特化の倉敷は相変わらず防ぼう御ぎよが滅めつ法ぽう弱い。

「お、お前は本気で言ってるのか!?」

「本気だぞ。一肌脱いだ倉敷と羽鳥の２ショットなら、男の視線どころか足すら止める力があると俺は思う」

　羽鳥が恐おそる恐る尋たずねてくる。

「姫宮も立ち止まっちゃう……？」

「おう。何も知らなかったら止まるだろうな」

　感情薄うす味あじ男の立ち止まる発言に、２人は驚おどろきを隠せない様子で顔を見合わせる。

「恥ずかしいのは当然だし、無む理り強じいはしないが」

　俺だって鬼おにじゃない。別案にしてほしいというのなら考え直す。

　未だに羽鳥と倉敷は取り乱している雰ふん囲い気きがある。

　しかし、

「……私、頑張る！」「分かったよ！　一肌脱ぐよ！」

　己おのれの感情や私情より、友情を最優先。建前同士で付き合っているわけではないからこその一大決心といったところか。

　決心に水を差すつもりは毛頭無いが、いくら何でも気が早すぎる。

　羽鳥が着用しているセーターを脱いでしまう。Ｙシャツをたっぷり隆りゆう起きさせる立派な胸は、奥手な羽鳥とは対照的で、相変わらず主張が凄すごい。それだけには留とどまらない。襟えり元もとのボタンにまで指をかけ、１つ、２つと外しながら言うのだ。

「ご、ごめんね姫宮……。私の精せい一いつ杯ぱいはＹシャツの第３ボタンまで……っ」

　気が早い奴やつがもう１名。

　倉敷は足に纏まとわるハイソックスを右足、左足とずり下ろしていく。華きや奢しやながら引き締しまった足が大だい胆たんに露ろ出しゆつされ、恥はずかしさを紛まぎらわすように、両足指をピクピクと閉じたり開いたり。さらには、両指が摘つまんだスカートをゆっくり上じよう昇しようさせていき、ショーツが見えそうなくらい際きわどいミニ丈たけをキープさせながら言うのだ。

「わたしもこのラインが限界……。これ以上は見えちゃうから勘かん弁べんして……っ」

「撮とるなら早く撮れ」と、ぎこちなさＭＡＸながら作り笑顔で俺を見つめてくる２人。

　ポーズまで取って、役者だよなぁ。

「あー。ヤル気になってるとこ悪いけど、そんな姿はポスターに使えないぞ」

「「……え」」

　お前らだって、さっきまで言ってたじゃねーか。

　どいたどいたと微びエロ状態の羽鳥と倉敷を手て払ばらいしつつ、２人の背後にあるロッカーをオープン。

　そこには、美咲が既すでに完成させているメイド服が数着ぶら下がっている。

「メイド喫きつ茶さの宣伝するんだから、メイド服着て撮影するに決まってんだろ」

「「……」」

　２回も誤解してしまった羽鳥は、両手を顔に押し当てて悶もん絶ぜつ。大胆に空いたシャツからは溢れんばかりに谷間が強調されてしまう。

　自分が仕し掛かけた落とし穴へ勝手に落ちた倉敷は、忸じく怩じたる思いを堪こらえようと必死。摘まんでいたスカートをガッツリ握にぎり締め、ショーツがチラ見えしてしまう。

　お前ら、今が一番エロいことになってんぞ。

「で、どうするんだ？　一肌拭いでくれるのか？」

「「……き、」」

「き？」

「着き替がえるから出てって！」「着替えるから出てけ─────っ！」

　一肌脱いでくれて何よりです。




　　　　※　※　※




　翌朝、俺らクラスの出入り口付近が凄いことになっている。

　見み渡わたす限り人・人・人。

　ムッツリさん、ムッツリさん。一つ飛ばさんでもムッツリさん。

「この可愛かわいいメイド２人誰だれだよ！　１年Ｂ組はレンカノ使ってんのか!?」

「羽鳥さんと瑠璃だ！　メイド服似合ってるってレベルじゃねぇぞ！」

「は、羽鳥さんが、……メイド、服だと……？　尊いっ……！」

「この２人だけでもＳ級なのに、華梨ちゃんや比ひ奈なたちも控ひかえてるとか……！」

「やべぇぞＢ組のメイド喫茶！　当日は朝イチ待ったなしだろ！」

　刀かたな狩がりでも発令されたんですか？　という状態。数分前に貼はったにも拘かかわらず、宣伝ポスター前は野や郎ろう共が大熱ねつ狂きよう＆大混雑。

　余分に刷っておいたポスターを改めて自席で鑑かん賞しようしてみる。

『１年Ｂ組　メイド喫茶やります』という見出しに、目玉メニューやサービスなどの些さ細さいな情報。これだけでは至ってシンプルなポスターなのだが、そうは問屋が卸おろさない。

　デカデカと載のせている美少女メイド２人の写真が、シンプルなポスターに殺傷能力を付ふ与よさせてしまう。寄り添そう２人がハートマークでラブ注入。

　カメラ撮さつ影えい同好会の人たちに頼たのんで正解だったな。一眼カメラに背景布、ＬＥＤスタンドなんかの資材で、惜おしげなく撮影に協力してくれた。

　何よりも、あのプロ集団じゃなきゃ２人を麻ま痺ひ──、失敬。２人を笑え顔がおにすることなんかできなかったし。

　撮影報酬も完成したポスター１枚でいいのだから、良い取引をしたものだ。

　額がく縁ぶち用意し始めたときは引いたけど。

　俺がポスターを見ていることに気付き、羽鳥や倉敷たちが寄ってきてしまう。

「ひ、姫宮っ。あんまりジロジロ見ないで……。恥ずかしい……」

　ポスターのような笑顔は何処へやら。羽鳥はせわしなく指を動かし続け、ギャラリーに存在がバレないように眼鏡を着用中。無む駄だな努力である。

　倉敷のほうは特に恥ずかしがる様子もなく、いつもと変わらず上じよう機き嫌げん。

「ニャハハハハ♪　わたしと英玲奈のおかげで、当日は千せん客きやく万ばん来らい間違いなし！」

　いつも以上に上機嫌かもしれん。

　倉敷が高らかに笑えば、教室前のポスターに群がるギャラリーたちが２人の存在に気付いて名前を呼んだり、手を振ふったり。

「うう……、しばらく教室から出られない……」

「何言ってんのさ英玲奈。昼休みは校内をウロウロするに決まってるでしょ。一緒にチヤホヤされよー！」

「絶対イヤ！」

　これ以上目立ちたくない羽鳥は、胸ポケットからマスクを取り出そうとするが、「させんっ！」と、倉敷に胸ごと鷲わし摑づかみされてしまう。無論、ギャラリーの心も鷲摑み。

　羽鳥よ。乙おと塚づかコレクションに出れば、かなりいい所まで行けると思うぞ。

　それはさておき。いい加減独りの時間に集中したいので、別の場所で乳ちち繰くり合ってくれませんかね。

「……またしても」

「あ？」

　やけに静かにしてたから、すっかりコイツの存在を忘れていた。

「またしても、姫宮君にリードされた……っ！」

　目の前にいる美咲は見るからに悔くやしそう。俺を睨にらみながら「う～～～……！」と唸うなり、両拳こぶしを力いっぱい握り締めている。魔ま閃せん光こうとか放ってきそうで超ちよう怖こわい。

「いつの間にかポスター作ってて、しかも皆のハートをキャッチする出で来き栄ばえ……！　悔しい！　純じゆん粋すいに私は悔しいよっ！」

　純粋に知らん。

「あと！」

「あと何だよ」

「こんな楽しいイベントなら私も参加したかったなぁ……」

「浮うき沈しずみの激しい奴だな。それはお前が忙いそがしいのが原因だろ」

「そうだけど、絶対思い出に残るタイプだもん。当時を振り返って、『あの頃ころの私たち、懐なつかしいね』って感じにさ」

「そんなに思い出に残したいなら、ポスターの右上らへんに自分の顔写真でも貼りつければいいんじゃないか？」

「卒アルの欠席者扱あつかい!?　そんな悲しい思い出は残したくないよ！」

　なら諦あきらめろ。

　羽鳥ナイスアプローチ。「少し落ち着いて。ね？」とキャンキャン吠ほえる美咲の肩かたに、そっと手を当てる。

「英玲奈。私だって、この人の手のひらで踊おどらされてるのは分かってるんだよ……。おまけに私が一いつ生しよう懸けん命めい踊おどってるのも見てくれてないこともね……。ほ、ほらっ！　もう自分の世界に入ろうとイヤホン握り締めてる！」

　いかんせん、ラジオを聴ききたいもので。

　ラジオを聴く前に、封ふう筒とうへと宣伝ポスターを戻もどし、美咲に差し出す。

「ほら、このポスターやるから。行った行った」

「え？　どうして私にくれるの？」

　代弁者倉敷が胸を張って答える。

「華梨が色んなクラスや部活の手伝いするから、その見返り報ほう酬しゆうに使いやすいようにって多めに刷っておいた！　姫宮が！」

「っ……！　私のことまで配はい慮りよして……」

　悔しがっているはずの美咲の表情が緩ゆるんでいく。しかし、ここで喜んでしまっては負けだと、根こん性じようで眉み間けんを皺しわ寄せる。口角はもう下がらないようだが。

　美咲は封筒を俺から受け取ると、

「絶対負けないからね！」

　やはり、俺たちの戦いはこれからも続くようだ。もう打ち切りでいいんだけど。

　美咲は大事そうにポスターを抱かかえたまま、ズンズンとロッカーに向かっていく。

　ようやく静けさが戻って来たのでイヤホンを耳に突つっ込こもうとするが、どうしたことか。

　美咲が引き返してきた？

　そして、俺たちに頭を下げて言うのだ。

「ポスターありがとう！　大事に使わせていただきます！」

　それを言うためだけに戻ってきたとか。

　良い奴かよ。




　　　　※　※　※




　文化祭まで残り４日。10月も終わりに近づき、真夏の日差しを懐かしいとさえ思えてしまう。閉とざした窓から見上げる空は薄うす水色で、心なしか大人しい雰ふん囲い気きを漂ただよわせる。

　対して、教室内はどうだろうか。

　くすみがかっていた白色の壁かべは、薄ピンク色の壁かべ紙がみに一新され、質素なカーテンは、純白のウェディングドレスを彷ほう彿ふつとさせるフリル付きに。天てん井じようからぶら下がる肉球形のランプシェードや、ロッカー上にずらりと並べられた小動物のヌイグルミたちがメルヘンやファンシーさをさらに加速させていく。

　学び舎や要素は皆かい無む。誰がどう見てもメイド喫茶仕様になっていた。

　今は現代文の授業中なのだが、甘ったるい空間で受ける授業は中々にシュール。天海先生が文ぶん豪ごう作品を朗読する姿も、両親への感謝の手紙を読み上げているように見えてしまう。それは元々か。

「それでは美咲さん。続きの朗読をお願いしま──、……美咲さん？」

　こてん、と首を傾かしげる天海先生の視線の先。

　一同もポカンとしてしまう。無論、俺も。

　あの美咲が寝ねていたから。

　ペンはしっかりと握り締しめているが、首はダラリと重力に敗北。力ちから尽つきた様子は矢や吹ぶきジョーのラストシーンを彷彿とさせる。

　完かん璧ぺき超ちよう人じんのサボタージュ行動に、誰しも何が起こったか理解できない。「具合が悪い？」「この行動には何か意味があるのでは……？」などと心配する奴やつらもいるが、俺の角度からだとハッキリ寝息を立てているのが分かってしまう。

　優等生だからと睡すい眠みんが許されるわけもなく、天海先生が風ふ呂ろ桶おけから飛び降りる。

　サザエさん的には足音の鳴るタラオタイプの先生だが、見事なサイレントウォーク。表情がウキウキしているように見えるのは、合法で脅おどかすことができるからか。

　美咲の机前へと到とう達たつし、両手を万ばん歳ざいした威い嚇かく（？）ポーズで正義執しつ行こう。

「コラッ！　授業中ですよっ！」

「!!！」

　ゼロ距きよ離りの𠮟しつ責せきに美咲の肩がビクつき、連れん鎖さして背筋がピンと伸のび上がる。

「す、すいませっ──、…………。あれ？」

　身体からだは起き床しようしたようだが、脳は完全に起床していないらしい。

「……迷子ちゃん、かな？」

「せ、先生ですよっ!?」

　注意しに来て泣かされるとか。いとあはれ。

　必死に身分証明書や名めい刺しでアピールする天海先生や、クラスメイトたちの大爆ばく笑しようする声を聞き続けることしばらく。美咲はようやく己おのれが盛せい大だいにやらかしたことに気付き、「ごめんなさい！　寝ぼけてました！」と平謝り。

　伊い刈かりを筆頭に、「どんだけ文化祭楽しみなんだよー！」などと茶化しが入り、美咲も否定せずに照れ笑いを浮かべ続ける。

　しかし、楽しみだから寝不足というわけではない。仮に事実だとしても、１割にも満たないだろう。

　多た忙ぼうが主原因なことを知っている羽鳥や倉敷は、やはり心配そうに美咲を眺ながめている。さらには「姫宮はどう思う？」みたいにコッチまで見てくる始末。




　多忙が主原因なことを気付いているのは羽鳥や倉敷だけではない。

　休み時間。仮か眠みんも取らず、せっせと残りのメイド服をこさえる美咲に、波なみ川かわと洞うろヶが瀬せが話しかける。

「華梨、休み時間のうちに仮眠しとけって。また授業中眠ねむたくなるぞ？」

「大だい丈じよう夫ぶっ。授業中に居い眠ねむりしちゃった分、十分回復しました！」

「アンタね……。スマホじゃないんだから、ちょっとの充じゆう電でんで回復するわけないじゃん」

「ほら、ボタン付けはウチがしとくから」と、洞ヶ瀬が衣い装しようへと手を差し伸べるが、やはり美咲は首を縦には振らない。

「ありがとね。けど本当に大丈夫だから。それに、スナップボタンみたいな小さいもの、今日の夢ゆめ乃のだと難しいでしょ」

　洞ヶ瀬は自分の爪つめに付いたネイルチップの存在に気付き、「あ」と声を出してしまう。

「別にチップなんて剝はがせば直すぐ──、」

「駄だ目め駄だ目め。せっかくバイトがお休みでオシャレしてるんだから。仕事とプライベートのオンオフはハッキリさせないと駄だ目めだよ」

「その言葉、アンタにまんま返したいんだけど……」

「こんなやり取りをしている間に、ボタンが付け終わっちゃいました♪」

　話している間にも元気ですアピールを怠おこたらない美咲に、洞ヶ瀬と波川は顔を見合わせ、「駄目だこりゃ……」とアイコンタクト。次いで、ここで話していること自体、美咲の負担になってしまうと撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされる。

　２人がリア充じゆうグループに戻って首を振ふれば、渡わた住ずみや夏な越ごしたちも為なす術すべナシかと肩をすくめる。そして、テンプレのように俺を見つめてくる。




　　　　※　※　※




　放課後の喫きつ茶さ店てんＷＥＬＬにて独り思う。

　タブレットにキーボード、鬼おにに金棒と言わざるを得ないと。

　タッチパネルでも事足りるが、作業効率は段だん違ちがい。オフィスワーカーやノマドワーカーたちがモバイルパソコンでカタカタする理由も頷うなずける。

　試ためさないと分からんことは世の中多い。初めてタブレットでＷＥＢ漫まん画が読んだ時なんか、「７．９インチ読みやすー」と感動したものだ。親父おやじも熱中するわけだ。

　文章を入力し終え、ひと段落ついたタイミング、

「お待ちどうさま、春はる一いち君」

「あ。ども」

　相変わらず間が絶ぜつ妙みようで、心ここ地ち好よさすら感じてしまう。ＷＥＬＬの看板娘むすめ、恋こい野のさんがお替かわりのコーヒーを持ってきてくれる。

　どうしたことか。コーヒーをテーブルに置き終えた恋野さんは、何やら不思議そうにタブレットやキーボードを凝ぎよう視ししている？

　小さく唸うなり続けることしばらく。あ♪　という声を皮切りに、閃ひらめきに満ち溢あふれた笑え顔がおに。

「ドヤ顔マックって奴だねー」

　さすがの俺も口に含ふくんだコーヒーが零こぼれそうになる。

「君きみ歌かさん……。その言葉、皮肉を込めて言うものですからね？」

「えっ、そうなの？」

「カッコイイと思うけどなぁ」とマイペースな反応からして、誉ほめ言葉か何かだと思ってたんだろうな。年ねん齢れいは、ほぼほぼ同じだろうに。

　マイペース続投。

「でも、ドヤ顔の人って実際見たことないよね。私、渾こん身しんのドヤ顔を決められたとしても、『コレか！』って反応できないかも」

「そんなバッティングみたいに」

　ドヤ顔ストレート１６０キロとか、大きくうねるドヤ顔シンカーなんかが迫せまってきてみろ。是ぜが非ひでもジャストミートさせて粉々にしたい。

「確かにドヤ顔って、漫画とか二次元で表現される技法な気はしますね。たまに倉敷や美咲がしてるのを見ますが」

「え─っと……、こんな感じ？」

　恋野さん、自分の思うドヤ顔を披ひ露ろう。少し目め尻じりの下がったおっとり眼めを目め一いつ杯ぱい見開き、気持ち顎あごを差し出すのだが、謎なぞに窄すぼませた唇くちびるがウザさと可愛かわいさを両立させてしまう。

「どう？　ちゃんとドヤれてる？」

「そうですね。ドヤ顔かはさて置き、良い息抜ぬきにはなりました」

「年上をからかう子はイタズラ決定でーす」

　トレイをテーブルに置いた恋野さんが大接近。「悪い子はいねぇ～が～！」と俺の髪かみをわしゃわしゃしてきたり、「うりうり～♪」と喉のど元もとをくすぐってきたり。密着する年上お姉さんの髪や首元からはフレグランスが控ひかえめに香かおり、コーヒーのビターな香りと見事マッチング。吸い込み続ければ籠ろう絡らくしてしまうのは時間の問題で、お仕置きというよりご褒ほう美びタイムだろコレ。

　スキンミルクの甘い匂においが混じるのは気のせいだろうか。

「～～～♪　春一さんにイタズラできるなんて夢のようです♪」

　気のせいじゃなかった。どさくさに紛まぎれて白しら星ほしまでもイタズラという名のハラスメントに加担中。人の頰ほおをツンツンしたり、二の腕うでに擦すり寄ってきたり。

「君歌さん、君歌さんっ。春一さんに抱だき着くのはイタズラに入りますか？」

「入りまーす♪」

「入るわけねぇだろ」

　労働に戻もどれという意味を込こめて蔑さげすみの視線を送ってみるが、２人の表情は尚なおもふにゃり続けたまま。

「ほんと春一君は、昔飼ってたニャンコにそっくりで癒いやされちゃうなぁ～。逃にげないけど嫌いやそうな顔でずっと睨にらんでくる感じが堪たまらなく可愛いんだよね～♪」

「猫ねこちゃんっぽいの分かりますっ。すーんって塩対応ばかりされちゃうんですけど、それが病やみつきになっちゃうんですよね！　時々見せる優やさしさが堪らなくキュンキュンしちゃいますっ！」

「「ね～♪」」とキャイキャイはしゃぐ姿は、誰だれがどう見ても相あい性しようバッチリの先せん輩ぱい＆後輩。どこぞの仲良し三人組とも引けを取らない。

　ここ最近は姉妹しまいの域に達しそうな勢いも感じるし、それは一向に構わない。

　構わないが、ただ一点。その勢いで俺に雪崩なだれ込むんじゃねえ。

「ごめんね。息抜きしてもらおうと思ったら、私たちが息抜きされちゃった」

　ニッコリ笑顔で手を合わせる恋野さんは、俺の限界点を完全に見み極きわめている。

　白星は未いまだに腕に触ふれたまま。顔は近いし、何なら胸が押し当たってる。

「タブレットで何されてたんですか？」

「行ったことのある喫茶店やカフェのデータをまとめ直してた」

　いわゆる、ぐるなびや食べログのような口コミサイトの自分専用版といったところか。

　自ら足を運んだ店の内観や外観、コーヒーの味、アクセス情報、独り落ち着いて過ごせるかなど。テンプレートで作ったエクセルシートに、１店てん舗ぽずつの情報をまとめるのが俺の些さ細さいな趣しゆ味みの１つとなっている。

　他人の感想や評価は、あくまで指標。自分に合うかどうかは、自分で経験しないとやはり分からない。百聞は一見にしかずというやつだ。

　他人が不味いと言おうが、自分が美味いと思えればそれでいい。

　小説や映画なんかも同様。自分が楽しいと思えればそれでいい。

　裸はだかの王様が服を着ていると言うのなら、フルティーンでもいいじゃないか。

　刑けい法ほうとか民法はさておき。

　相変わらず白星は俺に甘く、「さすがですっ」と拍はく手しゆ喝かつ采さい雨あられ。

　しかし、褒ほめるだけでは今回は留とどまらず、

「安心しました♪」

「？　何で安心するんだ？」

[image: ]

「春一さんクラスは、文化祭の準備が上手うまくいっているか心配だったので」

「はあ」

　ピンと来ないのは俺だけで、白星の代わりに恋野さんが教えてくれる。

「数日前に華梨ちゃんがウチの店に来てたんだけど、閉店間ま際ぎわまでずっと文化祭の準備してたからね。それで、文化祭大丈夫なのかな？　って有あり栖すちゃんと話してたの」

「あー……」

　成なる程ほど、そういうことか。そりゃアイツの仕事量を目まのあたりにしてしまえば、俺らクラスが絶望的に準備不足だと勘かん違ちがいもしてしまうわな。

　２人に「大丈夫です」と言っている美咲が容易に思い浮うかぶ。

「……もしかして、上手くいってないのですか？」

「いや、文化祭の準備は殆ほとんど終わってる」

「♪　やっぱり安心ですっ」

「残る問題は、美咲がメイド服を人数分完成させられるかどうかだな」

「全然安心しちゃダメでした!?」

　お嬢じよう様さまがテンパる姿って中々に面おも白しろい。

「春一君、文化祭って今週の土曜日だよね？　華梨ちゃんは本当に間に合いそうなの？」

「俺が見た感じ、間に合ったとしても相当ギリギリかなと」

「ギリギリの割には、だいぶ落ち着いて見えるね……」

「幼い頃ころから物もの怖おじしない性格とはよく言われます」

「褒めてません！」

　恋野さんのツッコミって中々に新しん鮮せん。

「ど、どうしましょう!?」

　新たな心配事、友である美咲のピンチに白星大パニック。俺の腕に添そえていた大人しい手が騒さわがしい手にジョブチェンし、俺の腕をもぎもぎフルーツしてきそうな勢いでドチャクソブンブン丸。

「独りを満喫してる場合じゃありませんよ！　華梨さんを助けてあげましょうよ！」

「やだ」

「きょ、拒きよ絶ぜつが早すぎます……。即そく断だんできるところが、春一さんの素す敵てきな所ではあるのですが……」

　お前のそういうところも相変わらずだよな。

「言っとくけど、面めん倒どうだけで拒絶してるわけじゃないぞ」

「面倒も含まれてるんだね……」と苦笑う恋野さんも、『理由求む！』と熱い眼まな差ざしを送ってくる白星と同じく傾けい聴ちよう姿勢に入っている。

　90度なり[image: 180]度なり、いくらでも耳を傾かたむけてもらって構わないが、理由なんて至ってシンプルだ。

「今までも似たようなケースはいくつもあった。けど、今回の件に関しては美咲自身が困ってないし、外部からのサポートを望んでない」

　孤こ軍ぐん奮ふん闘とうを望む者に手を差し伸のべる行こう為いは、独り好きの俺からすれば冒ぼう瀆とくに等しい。俺のアイデンティティに反する。

　羽鳥や倉敷が美咲に手を差し伸べるのと、俺が美咲に直接手を差し伸べるのではワケも全くに違う。

　喩たとえるなら、ゲームなんかが分かりやすい。

　ミスやゲームオーバー含めてソロプレイを楽しんでいるのに、いきなりやって来た奴やつにボスを倒たおされたり、難関ステージをクリアされたら堪ったもんじゃない。俺だったらデータを全消去してでもやり直す。

　勝手に手を差し伸べられ、失敗なんかされたら目も当てられない。

　やっとの思いでＳランクにした翌朝、Ｂランクに下がってた奴の気持ちを考えてみろ。そりゃ妹だろうと本気でド突つきたくもなる。床ゆかはインクじゃなく涙なみだで染めたくもなる。

「美咲がどれだけ文化祭に青春懸かけているかは、俺でも重々理解してる。理解してるからこそ、『周りの連中に頼たのまれたから助けてみました』とか無責任な行動は真まっ平ぴら御ご免めんだ」

　以上、俺が美咲を助けない理由でしたとコーヒーを一口。

　ちゃんちゃん、と紙かみ芝しば居い的には終幕にしたいのだが、そうは白星が卸おろさない。

「本当に華梨さんを助ける気はないのですか……？」

「ない」

「これっぽちも？」

「粉こな微み塵じんも」

「粉微塵も!?」

　何ギレ？　「１ミリくらいあってもいいじゃないですか！」とシャウトする白星のホッペが膨ふくらみ始めてしまう。

　むぅぅぅ～～～……、と膨れっ面つらで俺のことを凝視し続け、未いまだに腕は摑つかんだまま。『考えを改めないと絶対に離はなしません』という意志を感じる。

　そうやって駄だ々だを捏こね続ければ、菓か子しや玩具おもちやを買ってもらえると思ったら大間違い。

　お前レベルの膨れっ面なら、小一時間はガン見できる自信さえある。

　しかし、怒いかりの時間はあっという間に終しゆう了りよう。大きく肩かたを落としたと同時に、白星の頰が萎しぼんでいってしまう。

「このままじゃ、華梨さんが壊こわれてしまいますよ……」

　憂うれいに満ち溢あふれた瞳ひとみで、表情は今にも崩くずれてしまいそう。自分のことのように胸を痛める姿はコッチにまで痛みが伝わってくる。

　美咲が壊れてしまう。その意見に関しては反論するつもりはないし、これ以上、白星の泣き顔を見続けたいほどの悪あく趣しゆ味みは持ち合わせていない。

　だからこそ、言ってやるのだ。

「助けはしない。けど、放ほうっておくつもりもない」

「……え？」

「俺は腐くさっても文化祭の実行委員だからな。このまま美咲が欠けるのは、コチラ側としても困る」

　泣き顔改め、白星は事態の急展開に脳が回っていない状態。恋野さんは恋野さんで静かな笑えみを浮かべている。

　クラスをまとめるのが俺の仕事であり、勝手に自じ爆ばくして欠けるのは断じて許さん。

「他人都合の責任を負うのは真っ平だが、自分都合の責任なら喜んで頭から被かぶる。だから、俺は自分の独断と偏へん見けんで美咲を止める。たとえ美咲に恨うらまれることになってもな」

　唯ゆい一いつ、博愛主義者に煙けむたがれる存在になるのも、箔はくが付くというもの。

「……だ」

「だ？」

「だから春一さんは白馬の王子様なんです！　大好きなんです！」

　これだからギャンブルは止められねぇ的な？

「ぐおっ……」と思わず声も出る。感かん極きわまった白星が飛びついてきたから。

　俺の身体からだへ惜おしげもなく白星の柔やわ肌はだが高密着。これでもかと甘い香かおりが俺の鼻び孔こうをくすぐってくる。「離れろ。訴うつたえるぞ」と押しのけるのだが、「ふてくされて、すいませんでした！」と粘ねばることこの上なし。

「春一さんは意地悪ですっ。華梨さんを救うつもりなら初めからそう仰おつしやってくださいよ」

「繰くり返すけど、俺は自分都合で動くだけだからな？」

「いえいえ。私は自分都合だけとは決して思いません」

「あ？」

　思わず抵てい抗こうする力を緩ゆるめてしまう。すると、白星自身も喋しやべることに尽じん力りよくしようと、抱ほう擁よう攻こう撃げきを中断して大真面目に語り掛かけてくる。いつもどおりの天てん真しん爛らん漫まんな笑みで。

「春一さんの都合で動くとしても、その過程で華梨さんに手を差し伸べるなら、それは立派な救済ですよ」

「結果、美咲の邪じや魔まをしたり、恨まれることになるとしてもか？」

「なるとしてもです。美咲さんのためになるのですから」

「そう、なのか？」

「はい♪　実際に救われた私が言うのだから間違いないです」

　そこまで軽かろやかに断言されては、これ以上の言葉は出てこない。

　白星と同意見なのは恋野さんも同じようで、

「有栖ちゃんの言う通りだよ。それにね？　華梨ちゃんのためを思っての行動なら、きっと本人にも伝わるよ」

「……。どうですかね」

「大だい丈じよう夫ぶ♪　もし喧けん嘩かになっちゃったら、君歌お姉さんが仲直りに導きます」

「ね？」と微笑ほほえみかけてくる恋野さんが、俺の頭をゆっくり撫なでてくる。今回は愛めでる対象としてではなく、一人の後こう輩はいとして。

　恥はずかしさ紛まぎれに、「そうならないように頑がん張ばります」と返せば、白星と恋野さんはＡ５ランクの特上笑顔で頷うなずいてくれる。

　一体全体、ここの喫きつ茶さ店てんはいつからこんなサービスを始めたというのか。是ぜ非ひともウチのメイド喫茶で働いてほしいものだ。

　最後にもう１度声せい援えんで後押しされ、ハーレムタイム終了。

　独りタイムが再開し、椅い子すに深く座り直してからタブレットを起動させる。

　さて、残りの作業を一気に片していこうではないか。

　データの洗い出しをしつつ、美咲は今頃何をやっているのだろうかと考えてしまう。

　衣装を作っているのか、映画撮さつ影えいをしているのか、ナレーションの収録をやっているのか。詳しよう細さいまでは分からないが、文化祭を盛り上げるためであったり、クラスに貢こう献けんするために頑張っているに違いない。

　そして、俺に勝とうと必死になっているんだろうな。

　皮肉なものだ。形は多少違えど、アイツの望む勝負の形になっているのだから。

「まさか、文化祭最大の障しよう壁へきが美咲になるとはなぁ……」

　立ちはだかるなら容よう赦しやせんけども。




　　　　※　※　※




　翌朝。教室は何ともソワついた雰ふん囲い気きに包まれている。

　クラスメイトらは仲間内で雑談したり、自分の席でスマホをいじったり。いつもどおりの時間を過ごすのだが、心ここに非あらずといった様子。キルレ厨ちゆうの飴あめ屋やと武たけ智ちでさえ、バトロワゲーの音量を消音にして、ちんまりプレイ。

　その理由は明白で、１名の動向が気になり過ぎているから。

　美咲である。今日も今日とてメイド服を独り黙もく々もくとこさえ中。しかし、疲ひ労ろう困こん憊ぱいという表現が相応ふさわしい。重いまぶたが愛あい嬌きようある大きな瞳を陰かげらせ、普ふ段だんは自然に上がっている口角も平へい坦たんな一直線。それでも睡すい魔まや疲つかれに抗あらがう表情は真しん剣けんそのもので、誰だれもが朝の恒こう例れいイベント、美咲と挨あい拶さつを交かわすことすら躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　挨拶代わりの供物品だろう。美咲の机には菓子やジュースはもちろん、エナジードリンクや栄養ドリンク、ミント系ガムや目薬などが大量に捧ささげられ、いかに美咲が愛されているのかが窺うかがえる。

　突とつ如じよ、一同がザワつく。

　作業する美咲の身体が、フラフラと前後左右に行ったり来たり。

　カフェインやタウリンの過か剰じよう摂せつ取しゆによる禁断症しよう状じよう？

　そんなわけがない。純じゆん粋すいに睡魔の波が押し寄せただけ。

　ここいらが限界だな。

「美咲」

　今にも椅子からひっくり返りそうな美咲の肩を叩たたく。というか、支える。

　とろん、と微睡まどろむ美咲は、俺の存在に気付くのもワンテンポもツーテンポも遅おそい。

「あ……。おはよ、姫宮君。どうしたの？」

「その１着だけ作ったら、残りの衣い装しようはこっちで何とかする」

「……え？」

　美咲の重々しかったまぶたが目め一いつ杯ぱい見開く。さらには、『今は衣装作りに没ぼつ頭とうしている場合ではない、緊きん急きゆう事態だ』と、首だけではなく全身を俺側へと向けてくる。

　大した奴だ。俺のたった一言で、睡魔を忘れてしまうのだから。

　けど、それは一時的なものに過ぎない。

「ど、どうして？」

「もう文化祭まで３日を切った。これ以上は待てない」

「でも！　姫宮君、昨日までは期日のことなんて言ってなかったよね？」

「言ってなかったな」

「でしょ？　だから、もう少しだけ──、「待てない」」

　食い気味待てません発言に、美咲が戸と惑まどいの色を見せる。

「期日のことを言ってなかったのは、俺に非があった。悪かった」

「ち、違うよ。別に姫宮君を責めたいわけじゃ……」

「知ってる」

「だったら！」

「俺は実行委員なんだ。個人だけの都合を聞くことはできない」

「っ……」

　独り至上主義の人間にワンマンプレーを否定される。美咲にとってこれほど屈くつ辱じよく的なことはないだろう。

　美咲は震ふるえる唇くちびるを嚙かみしめ、拳こぶしを強く握にぎり込む。悔くやしがってるのか、焦あせってるのか。

　はたまた、俺に対して怒りや憎ぞう悪おの感情を持ち合わせているのか。

「やだっ！」

「あ？」

「やだやだやだ！　私が衣装作るんだもん！」

「小しよう坊ぼうかよ……」

「高校生だもん！」

　あぶねー。ゆずだったら軽く小こ突づいてた。

　美咲は作業途と中ちゆうのメイド服を手た繰ぐり寄せ、全身を使って断固拒きよ否ひを猛もうアピール。

　多少身構えていたが、子供っぽいワガママぶりは肩かた透すかしすぎる。様子を窺っているクラスの奴やつらも以下同文で、お気楽ガールの倉敷でさえ、「華梨がキャラ変……？」と美咲の崩ほう壊かいっぷりにポカン状態。

　もはや、ペットを飼いたい娘むすめＶＳ断固反対の父親。

「ほんとにもう少しなんだもん！　３日もあれば５着くらいパパパって作れるもん！」

「ギリギリ完成できたとしてだ。サイズが合わなかったり、衣装に不備があったらどうすんだよ」

「採寸はしっかりしたし、不備なんて出さないもん」

「お前が出さなくても、イレギュラーなことが発生することはあるだろ」

「発生しても直すぐ対応するもん」

「あのな……、根こん性じよう論でどうにか──、「どうにかするもん！」」

　いーっ！　と白い歯見せて威い嚇かくしてくる美咲。

　その可愛かわいさすら凌りよう駕がする憎にくらしい表情を見ていると、どうしようもなく殺意の波動に身を任せたくなる。瞬しゆん獄ごく殺さつできるんじゃね？　とさえ思える。

　ビビってちょっと視線泳がせてんじゃねえぞ。

　本気で技わざを繰り出すとでも思っていたのか。駆かけつけた羽鳥が、俺を抑よく止ししようと右みぎ腕うでにしがみついてくる。

「ひ、姫宮っ！　落ち着いて！」

　たわわな胸の圧力、乳圧の凄すさまじさは段だん違ちがい。セーター越ごしだろうと右腕がずっぽし谷間へ沈しずみ込んでいくのがはっきり分かるレベル。

　怒いかりを煩ぼん悩のうで鎮しずめようとするとか。策士かお前は。

　とはいえ、親友を救いたいという純粋な気持ちで動いているのは重々承知。

「華梨。やっぱり私たちも衣装作り協力するから。ね？」

「それは逆効果だな」

「……え？」「！」

　どちらにとっても予想外の発言だったらしい。そっぽを向いてた美咲など、興味ありげに視線を戻もどしてくる。

「いくら手伝ってくれる有志がいても、普ふ通つうの高校生が美咲みたいに服一式作れないだろ。１人作れる奴がいたら御おんの字くらいだ」

　羽鳥も服一式作れるほどの技量は無いようで、「そうだけど……」と呟つぶやくと口を噤つぐんでしまう。様子を窺うクラスの奴らも協力を申し出ないということは、そういうことだろう。

　美咲に教わることからスタートなら作業効率は大きく変わらない。それどころか美咲の負担をさらに掛ける可能性すらある。

　おまけに文化祭が迫せまった被ひ服ふく室は連日大盛せい況きよう。大多数で押し寄せても、ミシンを使えるのが数人程度なのは目に見えている。

　美咲ニッコリ。

「でしょ？　だから、私１人で──、「それが一番ない」」

　むっすり睨にらむな。

　美咲や羽鳥を筆頭に、クラスメイトたちは「じゃあどうすんの？」とでも言いたげ。

　さて。一同の注目も集まっているし、丁度良い頃ころ合あいかな。

「皆みなさん、おはようでーす♪」

　ナイスチビッ子。

　予よ鈴れいのチャイムと同時に、天海先生が元気一杯に教室に入って来る。

　仕し掛かけるなら１秒でも早い方がいい。最終フェイズへ移行すべく、「？？？　皆さん、何かあったんですか？」と置いてけぼり状態の天海先生のもとへ。

「天海先生」

「はいです？」

「文化祭の出し物について早急に決めたいことがあります。少しだけ時間もらってもいいですか？」

　天海先生は見た目に反して、心はずっと成熟した大人。この短い時間で何が教室で起こっているのか凡およそ理解し、「どーぞどーぞ」とニコニコ笑え顔がおで快かい諾だくしてくれる。

　自分の席に一いつ旦たん戻もどり、必要なモノを入手した後、教きよう壇だんに立つ。

　ここまで来れば話は早い。

　クラス一同、一連のやり取りに注目していただけに、前置きは殆ほとんど要いらない。

「察しのとおり、文化祭が数日に迫っているのにメイド服が人数分出来上がっていない。当日ギリギリまで完成を待つのは危険だし、何より美咲の体調面を考こう慮りよしたい。そこで、別案を考えてきたから皆に意見を聞かせてほしい」

　静せい聴ちようする一同に、毅き然ぜんとした態度で告げる。

「本当の喫きつ茶さ店てんやカフェから制服を借りるのはどうだろうか」

　気分は『令和』の額がく縁ぶちを掲かかげた人。持参したタブレットのスリープモードを解除し、ＷＥＬＬで作業していた成果を披ひ露ろう。

「制服がメイド服に近しい店の情報を予あらかじめリストアップしておいた。どこも個人経営の店だし、１着や２着くらいなら貸してくれると思う」

　まさか自分の趣しゆ味みをこんな形で活用する日が来るとはな。

　１店てん舗ぽずつ行ったことのある店の制服を思い出すのは中々骨が折れたが、これならば様々なバリエーションの制服を入手できる。完成済みのフリル付きエプロンやカチューシャなどを装着すれば、何の違い和わ感もなくメイド服が完成するという算段だ。

　美咲が挙手。

「で、でも！　その案だと今から集めるってことだよね？」

「そうだな。皆から許可が貰もらえれば、早さつ速そく、今日の放課後から動くつもりだ」

「どこのお店も制服を貸してくれない可能性だってあるし、不確定じゃないかな？」

「確かに１００％借りられるかは分からない。けど、このまま美咲単体で作業するよりかは、ずっと堅けん実じつ的だと思ってる」

　押し込もうとしてくるので押し返してやる。そのままひっくり返ればいいものを、尚なおも納なつ得とくできない美咲は、断固反対オーラを漂ただよわせ続ける。

　水みず掛かけ論で、またもや停てい滞たい状態？

　なんて事は有り得ない。

「わ、私は姫宮の案に賛成！」

「はいはーい！　わたしも姫宮に一票！」

　滞とどこおりを断たち切るのは羽鳥と倉敷。

「私でも手伝うことができるし、上手うまくいけば一日で衣装調達できると思うから」

「仕方ないにゃあ。バイト先のウェイトレス服を借りてきてやろう。チェーン店とか関係にゃいね！」

　自分側に付いてくれると思っていたのか。美咲は親友２人の意見に面食らう。

　羽鳥や倉敷だけではない。洞ヶ瀬や波川たち、リア充じゆうグループもだ。

「いいんじゃない？　強しいて問題点挙げるなら、交こう渉しようしに行こうとしてる人間が不愛想なことくらいだし。だから、ウチらも手伝ってあげる。愛あい想その良い『ギャルたち』がね」

「こんな日くらい部活サボってもいいだろ。おっけ！　放課後は制服調達しに行くか！　ここいらで姫宮や華梨に恩返ししとこーぜ」

　日ひ陰かげを好む飴屋と武智でさえ、

「メイド喫茶事情なら俺に任せろし！　関西１店舗余すことなく脳とスマホにインプットしてるし！」

「情報収集なら僕たちも協力できます！　だから姫宮さん、情報共有するためにもＬＩＮＥ交こう換かんしましょ？」

　多くのクラスメイトが俺の案に賛成だと手を挙げてくれる。

　挙げていないのは、美咲とクイーンの遠えん藤どうくらいだ。

「お前はどうなんだ？」と遠藤へと視線を注げば、「何見てんの？」とでも言いたげ。

「皆、手挙げてるんだから、ヒナが挙げる必要なんてないじゃん」

　お前の一声は、天地をひっくり返す独裁力を備えてんだよ。口が裂さけても言えんけど。

「てか、そんなん姫宮に決まってんじゃん」

「何でだよ」

「負担かけるなら、華梨より姫宮のがいいし」

「……」

　なんともコイツらしい意見だよなぁ。

　ワガママ姫健在。自じ慢まんのパーマをクルクルさせていた指が、ピンと天てん井じようへ向く。

「そだ♪　ヒナ、超ちよう着てみたい制服あるんだ～♪　そこのお店に頼たのんでみた～い！　姫宮頼んで～」

「まぁ、要望があるならできるだけ応こたえるけど」

「やた♪」

「けど、」

「？？？　けど？」

「いかがわしい店の頭の悪そうな制服とかは勘かん弁べんしてくれ」

「お前マジなんなん!?」

　その大赤面＆涙なみだ目めを見るからに、健全な店っぽくて何よりです。

　遠藤も喧けん騒そうに加わり、教室中がカースト関係なくワイワイガヤガヤ。

　教壇から見下ろすクラスメイトたちの声は１つ１つが意味のある発言で、パズルのピースみたいに合わさっていくのがハッキリ分かる。天海先生も自身が求めていた光景が広がっているのか、とても嬉うれしそうに見守っている。

　俺だけでなくクラスメイトの総意ともなれば、美咲も折れざるを得ない。

「美咲。俺の案で進めていいよな？」

「……うん」

　本物のパズルだったら、話は簡単だったのにな。

　最後の一いつ片ぺんを嵌はめれば１‐Ｂ組のイラストが完成する。けど、いくら押し付けようとも最後の一片が入らない。形は合っているにも拘かかわらず、入るのを拒こばみ続ける。

　本来、そのポジションは俺のはずなのだが。




　　　　※　※　※




　昼休み、お気に入りスポットである非常階段の最上階。

　アポイントを取る店や協力してくれる有志たちのチーム編成も終え、持参したマグボトルでのほほんコーヒータイム。

　薄うすい空を背景に、立ち昇のぼる湯気をぼんやり眺ながめていると奴やつはやって来る。

「姫宮君」

「おう」

　階段下から話しかけてくるのは美咲。

　そろそろ来ると思っていただけに、特段驚おどろきはしない。

　驚きはしないが、何をされたり言われるかまでは見当がつかない。独りになった今こそ、俺を抹まつ殺さつするチャンスだと襲しゆう撃げきしにきたのだろうか。

　一段、また一段と近づいてくる。タブレットという名の安全板で、いつでもガードに徹てつせれるように警けい戒かい。板より命大事。

　ついには美咲が目前に。

「ごめんなさい！」

　ヘッドロックではなく、純じゆん粋すいな謝罪。

　闇やみ落ちせず素す直なおに謝罪できるところは、博愛主義者というか実に美咲らしい。

「ただでさえ迷めい惑わく掛かけてるのに、ムキになって姫宮君をもっと困らせちゃって……」

「しっかり反省できてるならそれで良い。でもって、今回みたいなことが今後なければ大助かりだ」

「……以後気を付けます」

「協力してくれる奴らに、ちゃんと礼は言ったか？」

「うん。しっかりっていうのもおこがましいけど、１人１人したよ」

「そうか」

　さすれば、これ以上ヤイヤイ言うことはない。

「残りの一着はゆっくりでいいから。あとは睡すい眠みん時間や他の作業時間に充あてろ」

「了りよう解かいです。せっかく姫宮君たちが作ってくれた時間だから、大切に使わせてもらうね」

　控ひかえめに笑む美咲は、「自分も店の交渉に行く」とは言わないし、しっかり反省の色を出している。万全な状態に回復できるかは微び妙みようだが、文化祭当日までに自じ壊かいする可能性はなくなったと信じたい。というか、これだけやって一いつ睡すいもしなかったらシバく。

　謝罪会見も終しゆう了りようしたので、どうぞお引き取りくださいと会え釈しやく。

　しかし、美咲は帰らない。それどころか俺の隣となりへと座り込んでくる。

　行動パターンとして、そこまでは普ふ段だん通りだし予想通り。

　問題は次のパターンだ。

「……おい」

「ちょっとだけ、おやすみなさい」

　ここで寝ねるんかい。美咲が俺へと寄り添そってきやがる。

　肩かたと肩、二の腕うでと二の腕、腰こしと腰。パーツの１つ１つが触ふれ合い、美咲の体温がじんわり俺の体温と混ざり合っていく。

　純粋に体重が軽いだけか、はたまた心底疲ひ弊へいしているからか。半身寄りかかってくる美咲の重さは、さほど感じない。

　重さを感じないからといって、寄り添っていいわけではない。俺だって男だ、多少なりとも緊きん張ちようする。

「寝るなら教室で寝ろよ」

「でも、休めって言ったの姫宮君でしょ？」

「せめて俺じゃなく鉄てつ柵さくに傾かたむけ」

「鉄柵は固いし冷たいもん。姫宮君がいい」

「人を湯たんぽ代わりにするなよ……」

「もっとくっついたら、もっと熱くなるの？」

　階段から転げ落としたろかい。

　からかい成功と言わんばかりに、美咲はイタズラっぽく笑う。

　いつも以上に近い距きよ離り、ＶＩＰ席で美咲の柔やわらかい表情を拝めるのだから、きっと光栄なことなのだろう。

　けれど、

「なぁ」

「？　どうしたの？」

「まだ俺に勝ちたいって思ってるのか？」

　不意打ちくらったかのように、美咲の表情が『笑み』から『驚き』へ。

　心から笑えていない、らしくない表情なら作らないほうが良い。

　毎日顔合わして話してんだ。美咲の様子がいつもと違ちがうことくらい分かるし、考えてることだって凡およそ分かる。

　案の定、美咲は静かに頷うなずく。

「……うん。勝ちたい」

「何でそこまで勝ちに拘こだわる？」

「姫宮君に憧あこがれてるから」

　さも当たり前だというように、美咲は即そく答とうする。

　一いつ切さい迷いの見えない凜りんとした発言に、真まっ直すぐ見つめてくる澄すんだ瞳ひとみ。

「憧れてるからこそ、私は姫宮君に勝ちたいの」

　憧れ？　俺とお前では目指すゴールや価値観は全く違うだろ。

　これ以上語ることはないというメッセージなのか。口を閉とざした美咲は、視線を合わすことを止やめ、俺の肩へと頭を傾けてくる。

「美咲？」

「……」

　本当に眠ねむったのか、はたまた狸たぬき寝ね入いりか。確かめるためにも、このまま美咲を置いて立ち去ることもできるが、さすがにそんな気分にはなれない。

　自分のことは自分がよく知っている。だからこそ、自分がここまで評価される理由が分からない。自分のことじゃないから、美咲が何を考えているのかも分からない。

　分かることはただ１つ。独り好きの俺が、簡単に分かる問題ではないことくらいだ。

　気分を一新しようとマグボトルに入ったコーヒーを一口。開けっ放しにしていただけに、　少しぬるく感じてしまう。立ち昇る湯気も心なしか弱々しい。

　一息ついてしまえば、考えるのも面めん倒どうだと、俺までも目を瞑つぶってしまう。








４章　姫ひめ宮みや春はる一いちはヒロインを救う






　待ちに待ったと言えば噓うそになる。しかし、機は熟したと断言できるクオリティには仕上がっている。

　メイド喫きつ茶さと化した教室や外装は勿もち論ろん、飲み物の準備も万ばん端たん。

　いつでも温かい飲み物が提供できるよう３台の電子ポットがフル稼か働どうし、いつでも冷たい飲み物が提供できるようクーラーボックスの中身もキンキンに冷えてやがる。

　スイーツも言わずもがな。朝イチで大量に焼き上げたクッキーやマカロン、フィナンシェなどの甘い香かおりが室内を満たしている。看板メニューであるスフレケーキの生き地じも、いつでもホットプレートで調理できるよう寸ずん胴どう一いつ杯ぱいに仕込み済み。

　看板娘むすめたちはどうだろうか。

「ニャハハハハ♪　お待ちどーさま、男子諸君！」

　心配ご無用。倉くら敷しきの一声を皮切りに、メイド服に着き替がえ終えた女子たちが教室へと入って来る。フリルエプロンとメイドカチューシャをベースに、１人１人がまるでオーダーメイドで仕立て上げたかのよう。オーソドックスなタイプから、クラシックやレトロモダン、ハロウィン風、チャイナドレス風や着物風、ポップな赤白ストライプなどなど。バリエーション豊かなメイド服に身を包んでいる。

「「「「「うおおおおおおお─────────っ!!！」」」」」

　男子一同、拍はく手しゆ・感激・大喝かつ采さい。

「文化遺産の申しん請せいって、どこですんだ!?　市役所か!?　ホワイトハウスか!?」

「華か梨りんちゃん、羽は鳥とりさん、瑠る璃り、ヒナ、夢ゆめ乃の、芽め久ぐ、それに……、くぅ～～～～～～！　目がいくつあっても足りねぇ！　ちょっと邪じや眼がん移植してくるわ！」

「カリン様のメイド服姿が神こう々ごうしすぎて胸の高鳴りが……。てか、激し過ぎて心臓止まりそう……。……うっ!!！」

「な、中なか野の!?　中野が興奮しすぎて倒たおれた！　早急に担たん架かと温かい毛布を！」

　神様。今日も世界は平和です。

　男子だけでなく、メイド服に着替えた女子たちも案外ノリ気に見えるのは、祭りの気分に充あてられてか。

　メイド服１つでここまで一いつ喜き一いち憂ゆうしてくれるのだ。改めて喫きつ茶さ店てんやカフェから衣い装しようをレンタルできて良かったと思う。店側には頭が上がらん。

　以上、メイド喫茶に必要なモノや人材は全すべて揃そろった。

　そう、本日は文化祭。

　間もなく始まる祭りに向け、全校生徒たちが最後の準備にワイノワイノ。

　窓から正門付近を見下ろせば、既すでに入場待ちの客も大勢スタンバっている。「ちょっと多すぎじゃね……？」と思えるのは、どこぞの誰だれかが宣伝し続けた成果だろうか。

　どこぞの誰かこと、メイド服な美み咲さきを自然と目で追ってしまう。

　さすがは学園トップアイドル。王道、オーソドックスタイプのメイド服を完かん璧ぺきに着こなしている。シンプルだからこそ、ディティールに拘っているのが素人しろうと目めでも丸分かりで、少々露ろ出しゆつ気味の首元をチョーカーが補い、品の良さとアダルトさが見事に共生。

　総評。似合い過ぎて、ちょっと腹立つレベル。

　俺の視線に気付いた美咲が、ルンルン気分でやって来る。

「姫宮君、姫宮君っ。メイド服の感想を一言お願いします♪」

「ヨク似合ッテルゾ」

「……。本当にそう思ってる？」

「せっかくめかし込んでんだ。そんな顔するなよ」

「誰のせいさ!?」

『絡からんできた美咲さんのせいです』って言ったら消し炭にされそう。

「そこまでエネルギッシュなツッコみができるなら、多た忙ぼうな今日も大だい丈じよう夫ぶそうだな」

　眉まゆ根ねを寄せていた美咲も、言葉の意味を理解したように口角を上げる。

「勿論だよ。昨日の夜も文化祭に備えてぐっすり眠ってきました」

　先日の一件以降、美咲は自身のコンディションをしっかり管理するようになった。

　授業中や休み時間にトリップすることがなくなったのが良い証しよう拠こだろう。

　そして、もう１つ。俺への対たい抗こう意識を表に出さなくなった。一切に。

　非常に好ましいことだとは思う。けど、未いまだ俺に勝ちたいと発言していたのは記き憶おくに新しいし、あれだけ火花を散らしていた奴やつが急激に大人しくなったのだ。それはそれで警けい戒かいしてしまうというか、ムズがゆいというか。

　俺の得意技わざ、感情が顔に出てしまうスキル発動。「俺に何か隠かくしてるんじゃないか？」と顔に書いてみる。

　受信した美咲といえば、両手を握にぎり締しめガッツポーズ。

「今日は目め一いつ杯ぱい楽しもうね！」

　うーん……。

　俺のスキルが通用しなくなったのなら万ばん々ばん歳ざい。しかし、そんなわけがないのだから一層もどかしい。

　今日１日が終われば、美咲が秘ひめた勝ちたい欲求も収まってくれるのだろうか？

「隙すきアリッ！」

「うおう」

　いつの間に？　下方から姿を現した、るりにゃんこと倉敷が俺へと襲おそい掛かかる。

　倉敷のメイド服は薄うす水色のワンピースタイプ。ロリータチックな装よそおいは、アンデルセン童話から飛び出してきたヒロインのようで、小こ柄がらな倉敷によくマッチしている。

　そんな倉敷は発情期？　俺のブレザーやネクタイを、瞬またたく間にスッポンポンに。

「今だ英え玲れ奈なっ！」

「う、うん！」

　えれぴょん、お前もグルか。

　えれぴょんこと羽鳥は、ブレザー代わりに黒ベストを俺の袖そでへ通してくる。非常に見覚えのあるベストなのだが、『店長』と手書きで書かれたネームプレートには、全く見覚えがない。

　新手のイジメですか？　と羽鳥をガン見がてら、全身のコーデをチェック。

　本日も成長するために頑がん張ばってます。少々ミニ丈たけなフリルスカートに、ウエストに固定されたコルセットは反則級。くびれが顕けん著ちよになればなるほど、豊満な胸やヒップラインのシルエットまで綺き麗れいに浮うかび上がっている。

　羽鳥は未だメイド服が恥はずかしいのか、モジモジせわしない。

「ベストはＷＥＬＬのマスターから借りた。その……、ネームプレートは、チーフとかオーナーのほうが良かった？」

　役職の問題じゃねえ。

　攻こう撃げきコンボは未だ継けい続ぞく中。右みぎ腕うでを倉敷、左腕を羽鳥に拘こう束そくされてしまう。

　さすれば、目の前のメイドがニッコリ。

　お前も加担してんのかい。半歩詰つめ寄ってきた美咲が、俺の首元に何やら取り付けようとしてくる。

　くすぐったいし、超ちよう至近距きよ離りのメイド集団は、20倍界かい王おう拳けんくらい身体からだに負担を強しいられる。カラダは保もってくれるのだろうか。

「うんっ。似合ってる、似合ってる♪」

　俺の魔ま改造を終えた美咲たちが、満足そうにキャッキャウフフと大はしゃぎ。

　首にぶら下がるモノを確かく認にんしてみる。

　奴ど隷れい認定の首輪。とかではなく、

「これは、……ループタイ？」

　紐ひも状のネクタイといったところか。結び目代わりのブローチはステンドグラス製で、外から漏もれる僅わずかな光でさえ、虹にじ色いろに優しい輝かがやきを帯びている。

「使わなくなったブローチを再利用して作ってみたの。これくらい簡単に作れちゃうんだから、『また、お前は無む駄だな時間を……』とか怒おこらないでね？」

　確かに俺が言いそうな言葉だけども。

　激しく頷うなずき続ける羽鳥が手鏡を向けてくるので覗のぞいてみる。制服に黒ベスト、アンティーク調なループタイの組み合わせは、自分で言うのもなんだが、馬ま子ごにも衣い裳しようという言葉が相応ふさわしい。格式高い喫茶店やバーで働いていそうな雰ふん囲い気きすら漂ただよわせている。

　故ゆえに、少々気き恥はずかしい。

「少し目立たないか？」

「目立つくらいが丁度良いよ。今日の姫宮君は、店長さんなんだからさ」

「いつ俺が店長になったんだよ……」

「「「気にしない気にしない♪」」」

　３人が口数揃えてハウリング。それがまた面おも白しろいと、声を上げて笑い続ける。

　仲なか睦むつまじい光景を見ていると、自分が実行委員なのか店長なのか考えるのも馬ば鹿からしくなってくる。

　そうこうしているうちに、学校中のスピーカーからアナウンス音が。

　次いで、『おーい皆みんなー、準備はバッチリできたかー？』と出で屋や敷しき会長の声が流れてくる。

　マイペースな会長とは対照的に、アナウンスを聞いているクラスメイトらの目の色が変わっていく。きっと、全校生徒が同じような反応を示しているのだろう。

　それもそのはず、

『前々から言っているとーり！　上位入賞したクラスや部活動には、豪ごう華かな景品をプレゼント！　お前ら！　優勝して最高の環かん境きようを手に入れたいか～～～ッ!?』

「「「「「ウオオオオオオォォォォォ───────────！！！！！」」」」」

　モンスターかお前らは。

　景品に込こめられた想おもいは重い。美少女図ず鑑かんだの、テラス席使い放題だの、部室増設だの。各おの々おのが各々の求める欲望を声を大にして求め続ける。なんだこの魑ち魅み魍もう魎りような世界。

　聞くに堪たえないと、宮みや市いち副会長が『只ただ今いまより、乙おと塚づか高等学校文化祭を開始いたします』と手短にアナウンスを終しゆう了りようさせる。

　文化祭の始まりを告げるＢＧＭが流れ始め、我らクラスのジャンヌダルク、美咲が右拳を突つき上げ、１‐Ｂ組の士気を最大限に。

「それじゃあ皆！　今日は優勝目指して頑張ろー！」

　クラスメイトの雄お叫たけびと同時。同じく頂を目指す者たちの咆ほう哮こうがまたしても学校中に響ひびき渡わたる。

　そんな光景を眺ながめつつ思う。文化祭って、もっと和なごやかなモノなのでは？　と。

　どこの誰のせいだとか、犯人捜さがしをするのはゼッタイヨクナイ。




　　　　※　※　※




　覚かく悟ごはしていたが、まさかここまでとは。

「大変だ、姫宮！　客の待機列がとうとう階段まで到とう達たつしちまった！」

「整理券を用意してるから、今から並ぼうとする客に渡してくれ。ひとまず、これ以上の列を作らないように頼たのむ」

「姫宮店長！　クッキーが品しな薄うすになってきました！」

「調理チームにＬＩＮＥで報告済みだ。焼き上がり次し第だい、調理自習室から持ってきてくれるから問題ない」

「店長ーっ！　お湯の生産が間に合わん！」

「テニス部から借りてるステンレスジャグがある。すまんが給湯室へ行ってお湯を汲くんできてくれ。熱湯だから２人で運ぶようにな」

「姫宮君！　何で先生もメイド服で仕事させられてるんですか!?　衣装がやけにピッタリだし確信犯ですよね!?」

　あー、忙いそがし忙し。

　満員御おん礼れいという言葉が相応しい。文化祭が始まると同時、「人気アトラクションでも体験しにきたんですか？」と聞きたくなるくらいの客が雪崩なだれ込こんでくる。昼を迎むかえた今では、「新型ｉＰｈｏｎｅ買いに来たんですか？」と聞きたくなるレベルにまで達してしまう。

　ストレス社会の昨今、老ろう若にやく男なん女によ問わず、メイドに癒いやしを求めているのだろうか。

「にゃにゃ!?　ご主人様もうゴールしたの!?　わたし未だ２週目にゃんだけど！」

　テレビ前。倉敷と客たちが、マリカで白熱を繰くり広げている。

　マリカあるある。レインボーロード、めっちゃ身体傾かたむく。

　そんな現象に陥おちいっている倉敷は、今にも椅い子すから転げ落ちそうなくらいの姿勢でコントローラーをカチャカチャ。普ふ段だんはあまりゲームをしないようで、お世辞にも上手うまいとは言えない。

　だがそれがいい。不慣れながら懸けん命めいにプレイする姿は、目の肥やしには打ってつけ。一いつ緒しよにプレイしたり応おう援えんする客の誰だれもが、倉敷のことを恋こい人びとやサークルの姫だと錯さつ覚かくしてしまう。表情筋や涙るい腺せんを緩ゆるませ続けてしまう。

　周囲の声援虚むなしく、倉敷はビリでレース終了。

「あちゃ～！」と悔くやしがる倉敷だが、それ以上に悔しがるのは１位以外のプレイヤーたち。あろうことか、１位の人間に嫉しつ妬とと羨せん望ぼう、呪じゆ殺さつの勢いで視線を送り続けている。

　理由は明白。１位には倉敷オリジナルの特賞が付いてくるから。

「さぁ、１位のご主人様！　このるりにゃんに言ってほしいセリフをどーぞ！」

「し、新しん婚こんホヤホヤっぽいセリフをお願いします！」

　倉敷、脳をフル回転。あっという間に目前のご主人様が求める言葉を算出。

　否いな。愛いとしの旦だん那な様が求める言葉を算出。

「おかえりー、今日もお仕事お疲つかれ様♪」

　ありがちな言葉？　答えはＮＯ。

「わたしにする、わたしにする？　それとも……、わ・た・し？」

「がはぁ……！」

　旦那、甘美な言葉が鼓こ膜まくから全身へ染しみ渡ってしまう。『萌もえ』という毒に支配され、数秒の痙けい攣れん後、机に突っ伏ぷしてピクリとも動かなくなる。表情は非常に穏おだやか。

「……も、萌え……尽つき、た……！」

　死因、キュン死。

　キュン死志願者、後を絶たず。「次は我こそが！」と、限られたコントローラを奪うばいあう。表情は非常に醜みにくい。

「次ゲームするのは俺だ！　俺が１位を獲とって、るりにゃんに天国へ誘いざなってもらう！　雑魚ざこはすっこんでろ！」

「お前は勝手に地じ獄ごくへ落ちてろ！　るりにゃんに逆プロポーズのセリフを言ってもらうのはオレだ！」

「それチョットいいじゃねーか！　俺が言われたい！　俺が言ってもらう！」

「表出ろやぁ！　リアルスマブラで決着つけんべ！」

　任○堂に消されたらいいのに。

　倉敷もホクホクしてねーで、客を止めんかい。

　クオリティ高しなメイドは、倉敷以外にも多数ラインナップされている。

　洞うろヶが瀬せもまたその１人。

「はーい、お待たせー。スフレケーキセットで、飲み物はエメラルドスプラッシュソーダ──、ゲッ……！　兄貴!?」

「おいっす、夢乃ー！　おっと！　今はユメノンと呼んだほうがいいのかな？　ナハハハハハハ！」

「…………」

　あの噂うわさに聞くウザい感じと、あの嫌いやそうな反応からして、２人は本物の兄妹きようだいに違ちがいない。

「何で来てんの？」

「いや～。俺の彼女、土曜も授業あんじゃん？　そしたら俺暇ひまじゃん？　そうなると、夢乃んとこの文化祭行くしかねぇなって！」

「その発想の意味が分かんない……。てか！　招待券も無いのに、どうやって入って来たのよ!?」

「え？　招待券なら夢乃の部屋にあったぞ？」

「勝手に人の部屋入んな！　モノ盗ぬすむな！」

　泣きっ面つらに蜂はちとは、まさにこのこと。

　洞ヶ瀬兄妹のやり取りを見ていた客たちが、

「ユ、ユメノンはツンデレ妹設定で罵ののしってくれるのか……？　鬼おに熱あつ展開キタァァァァ！」

「マ!?　神すぎんだろ！　ユメノン！　こっちのお兄ちゃんも罵って───！」

「こっちも頼む！　恵めぐまれない一人っ子に愛の妹を！」

　啞あ然ぜんとする洞ヶ瀬と、これには黙だまっていられないと本物の兄。

「バカヤロウ！　俺がユメノンの実兄だ！　お前ら風情が、洞ヶ瀬家の兄を名乗るんじゃねえ！」

「オメェみたいなパッとしない奴やつがユメノンの兄貴なわけねーだろ！　ＤＮＡ鑑かん定ていして出直してこい！」

「俺は親父おやじ似になんだよチクショウ！　おいユメノン！　お前からも言ってやれ！」

「アンタらマジきしょい！　全員まとめて死ね！」

「「「「「あざーす！！！！！」」」」」「俺も!?」

　洞ヶ瀬魂たましいの叫さけびも、自じ称しよう兄貴たちにはご褒ほう美びなだけ。実兄は知らん。

　客は野や郎ろうばかりではない。中学生らしき女子グループも入店していて、羽鳥を中心に初うい々ういしくも何やら色めき立っている。

「えれぴょんさん、大人の女性って感じで、すっっっっごい憧あこがれちゃいます！」

「あ、ありがとう」

「綺き麗れいの秘ひ訣けつは、やっぱり彼氏さんのためですか？」

「彼氏？　…………。！！！？？？　私、彼氏いない！」

「「「え～～～っ!?」」」と、ヒルナンデスの観客ばりのリアクションをとるＪＣたちは、大人っぽいＪＫの恋れん愛あい事情に興きよう味み津しん々しん。「ほ、本当にいないから！」と慌あわてふためく羽鳥も何のその。

「でもでも！　気になる人はいるんじゃないですか～？」

「それは……、まぁ……、うん……」

「やっぱりいるんですね！　どんな人なんです？」

「……えっと、誰に左右されることなく、自分の道を真まっ直すぐ歩ける人、かな？」

「へー！　亭てい主しゆ関白っぽい人なんですね！」

「タイプでいえばそうかも。けど、本当に困ってるときは、直ぐ手を差し伸のべてくれるの。それがすごい的確だったり参考になったり……」

「恋こいに落ちちゃったり？」

「…………うん」

「「「キャ～～～～ッ！」」」

「は、恥はずかしい……！」

　羽鳥が顔を隠かくせば、そんな一面もまた可愛かわいいとＪＣたちは黄色い歓かん声せいを浴びせ続ける。

　恋愛経験の乏とぼしい俺でも、自分のことを言われていることくらい分かる。

　すまんな羽鳥……。今回ばかりは助け船を出すことはできん。てか、助け船が核かく弾だん頭とうになるビジョンが４Ｋ画質でクッキリ見えるんです。

「みんなただいまー！」

　聞こえないフリを装よそおう俺の耳にも届いてしまう明めい瞭りような声。マジックショーのアシスタント帰りだからか。頭にシルクハット帽ぼうを被かぶった美咲が教室に戻もどってくる。

　帰ってきた看板娘むすめに、十分盛り上がっていたはずの室内がさらなるヒートアップ。

「カリン様だ！　皆みんな！　カリン様が降臨なさったぞ───！」

「生なま華梨ちゃんのメイドコス！　ううっ……！　今日まで生きてて良かった……！」

「華梨ちゃーん！　こっちに笑え顔がおくださーい！　うぉぉぉぉ……！　これで今年いっぱいは不ふ眠みん不ふ休きゆうで頑がん張ばれるぅ……」

　村に神が舞まい降りたかのような騒さわぎっぷり。時代が時代なら、美咲が卑ひ弥み呼こ的ポジションで奉たてまつられていた可能性も大いにあっただろう。

　大きな存在は、時に争いを巻き起こす。自分の席でニャンニャンしてほしいと、美咲へと激しくアピールをスタート。その光景は、朝イチの黒くろ門もん市いち場ばを彷ほう彿ふつとさせる。

「華梨ちゃん！　マカロン３人前！　いや！　10人前！」

「甘いわ高校生！　こっちは寸ずん胴どう一いつ杯ぱいのスフレケーキだ！　華梨ちゃんが接客してくれるなら焼かなくてもいい！」

「ワシら老後の貯ちよ蓄ちくを舐なめるなぁ！　ありったけの菓か子しと飲み物持ってこーい！　右目に孫、左目に華梨ちゃんを入れても痛くない！」

　朝の黒門飛び越こえて、夜の歌か舞ぶ伎き町ちようになってんじゃねーか。

「こらっ。皆、喧けん嘩かしないの！」

　こんな状じよう況きように慣れっこな美咲は、いとも容易たやすく客衆を鎮ちん静せい化。

　当然、客衆の心を鷲わし摑づかみすることも容易い。

「皆の席には順番にお邪じや魔まするからさ。楽しくお喋しやべりしようよ。ね？」

「「「「「は─────い!!！」」」」」

　コイツらだったら、美咲の髪かみの毛１本１万円くらいで買い取りそう。




　13時も過ぎて客足が落ち着いてきた、ということはないのだが、ピークだった頃ころに比べれば幾いく分ぶんかマシになったと信じたい。

　飴あめ屋やと武たけ智ちが、休きゆう憩けいから戻ってくる。

「だから物資取りに行くのは止やめとけって言ったんだし！　クセになってんだし！　人前でカッコつけようとすんのが！」

「お言葉返しますがね！　飴屋は建物に引きこもりすぎなんですよ！　自分の夏休み再現しすぎぃ！　飴屋の夏休みとか興味なさすぎぃ！」

「「ああん!?」」

　惨みじめな争いから察するに、ｅスポーツ部のゲーム大会は残念な結果で終わったのだろう。

「優勝は必然。いかに過程を魅みせられるか」とかワケ分からんこと言っていた結果がコレ。

「「姫宮さんはどっちが悪いと思う!?」」

「皿下げてきてもらっていいか？」

「「皿以下!?」」

　以下だよ。

　揉もめるのは一向に構わないが、毎回俺に振ふってくるテンプレはどうにかならんのか。

　テレビスピーカーから流れていた曲が終わり、割れんばかりの拍はく手しゆと歓声が湧わき起こる。

　美咲・羽鳥・倉敷のアイドルユニットのミニライブが終しゆう了りようしたようだ。

　丁度良いと、３人を手招き。

「お前らも、そろそろ休憩行ってこい」

　久々に休きゆう暇かをもらった売れっ子アイドル的な？　「やった♪」と万ばん歳ざい三唱な美咲を筆頭に、疲れを一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ばしたメイド３人が、文化祭をエンジョイすべく大盛り上がり。

「ご飯食べに行こっか。お昼も少し過ぎたし、どこも空いてるんじゃないかな？」

「はいはいはい！　ヤッシー会長のとこのデヤズキッチンに行きたい！　ヤッシー会長の手料理ならオリーブオイルひたひたでもＯＫ！」

「ひたひたは嫌だけど……。でも、さっき話してた子たちが美味おいしいって言ってたし、私も賛成。あ、あと！　チア部のザッハトルテと２‐Ａのカッサータも食べてみたい！」

　今を生きる女子は凄すごい。文化祭のパンフレット１つでここまで一いつ喜き一いち憂ゆうできるのだから。

　関西ウォーカー渡わたしたら、嬉うれし過ぎて爆ばく発はつするのではなかろうか。

「姫宮も今のうちに休憩行ってきな」

「あん？」

「キレ気味に応こたえんな」

　振り向けば、皆の妹、ユメノンに弱チョップを見み舞まわれてしまう。

「別に３人が戻ってきてからでも俺はいいぞ」

「アンタのことだから、１人で休憩するつもりでしょ？」

「無論」

「だったら華梨たちの護衛も兼かねて、一いつ緒しよに廻まわったほうが一石二鳥じゃん」

　コイツ……。俺の休み時間を何だと思ってやがる。

　何が一石二鳥だ。二石ゼロ鳥じゃねーか。

「実行委員なんでしょ？　メイド３人の護衛も仕事の１つ１つ♪」

　人様の不満に気付いているのに、白い歯見えるほどニッコリするから質たちが悪い。

　話を聞いていた３人も質が悪い。

「お言葉に甘えようかな。姫宮君、エスコートお願いしまーす♪」

「姫宮も一緒にご飯食べよ？　その後も一緒に色々廻れたら、その……、嬉しい」

「姫宮にはわたしたちのＳＰを任じる！　ナンパしてくる男共に、『俺の女たちに何か用？』と言う権利も与あたえよう！」

「……」

　俺の文化祭が、オールスター感謝祭になりつつある……。

　まぁ、それも仕方ないことかもな。洞ヶ瀬の言う通り、俺は実行委員。本日の優先事じ項こうは己おのれの私情ではなく、クラスメイトをまとめること。

　やむを得ない。

「パンケーキ用のナイフかフォークを持って行け。それを握にぎり締しめて校内を歩けば男どころか誰だれも寄り──、「じゃあ、４人で行こっか」」

「「うん」」

　アドバイスくらい最後まで聞いてくれてもいいじゃないか。

　左右の手を引っ張られ、背中はグイグイ押されてしまう。

　傍はたから見れば、両手と背中に花。俺からすれば、拉ら致ちグループに連行。




　３‐Ｃ、デヤズキッチン。店の名前通り、オリーブオイルの人をイメージに作ったイタリア料理店のようだ。女性客中心に賑にぎわいを見せ、白を基調にまとめられた空間は、シンプルというより洗練されたという表現が相応ふさわしい。コーヒー一杯ぱいで長居するとしたら、甘ったるいウチのクラスより断然コッチ。

「ふにゃ～～～……。足パンパン～～～……、お腹ペコペコ～～～……」

　案内された４人席に腰こしを下ろした途と端たん、倉敷が固体から液体に早変わり。

　保護者の１人、美咲がイエローカードを出す。

「こら瑠璃。今は１‐Ｂ組のメイドなんだから、行ぎよう儀ぎよく休憩しないと」

「わたしは、ありのままの自分を愛してほしい」

「この子はまた屁へ理り屈くつを……」

「屁理屈じゃにゃいっ」と、ぶうたれる倉敷は、己の信念を曲げる気は毛頭ないようで、

「というわけで、姫宮にクイズ！」

「ん？」

「裏表の無い純真無む垢くな乙女おとめＡ、体てい裁さい気にしまくり腹黒計算女Ｂ、付き合うならどっち？」

　包み隠さず不正する倉敷は、確かに裏表が無いんだろうな。純真無垢じゃねーけど。

「悪意の塊かたまりだよ！」と異議を唱える美咲も、このまま負けるわけにはいかないと、選せん択たく肢しを訂てい正せい。

「裏表が無い女子Ａ、周りに配はい慮りよできる女子Ｂ、この選択肢でお願いします！」

　答えを述べよと、能天気女Ａと腹黒計算女Ｂの力強い視線が俺の両目を貫つらぬく。＋α、羽鳥の視線も。何なら羽鳥が１番強い気がする。

　どっちと付き合うか、ね……。

「そこは各おの々おのの性格なんだし、問題は相あい性しようとかじゃないのか？」

　冷や水を顔面にぶっかけられた的な？

「ひゃ、１００点満点の答えすぎる……！」「ド正論すぎる……！」

　２人仲良く鎮静できて何よりだが、悔くやしそうに俺を見ながらヒソヒソ。「姫宮君って常識はあるから余計タチ悪いよね」とか、「今回ばかりは腹立つからポイントやらん」とか。

「問題は相性、と。……うん」

　羽鳥はメモを取るんじゃねえ。

「おいおーい！　メイド３人と昼飯とかハーレムじゃねーか！　この幸せものぉ！」

「あ。メニュー表もらってもいいですか」

「人が茶化してんだから、もっと相手してくれよ……」

　同じような発言は、道すがら嫌いやほど聞いたもので。

　デヤズキッチンの店主？　出屋敷会長のセクハラめいた挨あい拶さつ。そんなもん全力スルーに決まってる。

　会長から受け取ったメニュー表を開けば、パスタやピザ、オムライスなどのメイン料理、サラダやスープ、カルパッチョなどのサブ料理も多数品しな揃ぞろえ。デザートも充じゆう実じつしているし、女性客が多いのも頷うなずける。

　ウチのメイドさん方の御お眼鏡にもかなっているようで、「ピザのシェアしよ♪」「３種類あるけど何にする？」「マルゲリータに１票！」などなど。緊きん急きゆう会議に忙いそがしい。

　会長も手応えをバッチリ感じている様子で、

「品数の多さに目が行きがちだけど、ウチは味にも自信アリだ！　なんたって、サイゼリ──、イタ飯屋で長年バイトしてる奴やつがキッチン担当だからな！」

「物は言いようですね。というか、会長はホールなんですね。店名的に料理する側かと」

「力士も名前だけ貸して、ちゃんこ屋出すだろ？　あれと同じ道理ってわけよ」

　その言葉、横よこ綱づなの目の前で言ってほしい。

　美咲が会長に尋たずねる。

「この『会長の気まぐれサラダ』と『会長の投げやりサラダ』の違ちがいは何ですか？」

「ああそれね。『気まぐれ』のほうは、俺がランダムに選んだドレッシングを振りかけて、『投げやり』のほうは、俺が適当に選んだドレッシングを振りかけるんだよ」

　一緒じゃねーか。

　よくよく見れば、会長シリーズの料理がチラホラ。やさぐれパスタとか、哀あい愁しゆう漂ただようオムライスとか。会長ファンにはありがたいサービスかもしれんが、ファンじゃない人間からすれば地じ雷らいサービス。

「姫宮には、『ホワイトソースのラザニア～会長の皮肉を添そえて～』がオススメだな。ハーレムフィーバー中のお前になら、たっぷり肉を提供できる自信がある！」

「じゃあラザニアお願いします。皮肉抜ぬきで」

「おいおーい。好き嫌きらいは、ダ・メ・だ・ぞ？」

　同級生なら殴なぐってたんだけどな。

　この短時間でここまでウザ絡がらみ──、失敬。フレンドリーに接してくるのだ。たしかに裏方で調理するよりも、ホールを動き回る方が会長には合っているのかもしれない。

　営業気質があるのか。会長はデザートに悩なやむ女子たちにも、一押しメニューを力説。

「スイーツ女子たちにオススメはすばりジェラートだ！　全13種類から好きな２種類をミックスできる看板メニュー、ご賞しよう味みあれい！」

　看板メニューと言うだけある。メニュー表の丸々１ページをジェラートに使っていて、バニラやチョコレートなどのオーソドックスなものから、ソーダフロートや苺いちごのチーズタルトなどの色物まで。

「姫宮も食え食え！」

「俺はコーヒーお願いします。ホットで」

「……。お前と話してると、ひとみんと重なっちまうよ」

「呼びました？」

「ひ、ひとみん!?」

「失礼な人ですね。人を幽ゆう霊れいみたいに」

　本当に俺と重なっていたらしい。振り向けば、会長の相棒であり天敵でもある副会長、宮市先せん輩ぱいがスタンドバイミー。どうやら見回り中のようで、腕うでには生徒会の腕わん章しようが取り付けられている。

　ん？　会長が何やらオドオドし始めた？

　挙句の果てには、そそくさと伝票を書き上げ、俺たちへと背を向けてしまう。

「ひ、ひとまず決まった料理だけオーダー通してくるわ！　しばしのご歓かん談だんを！」

「ジェラートって、学校にあるアイス自じ販はん機きのモノですよね？」

「！！！」

　反応分かりやすっ。会長の両りよう肩かたが、逆バンジーしとんのかというくらい跳はね上がる。

「……な、何のことかな、ひとみん」

「だって、自販機のレパートリーと全く同じじゃないですか」

「言ッテル意味ガ分カラナイナ～、ＨＡＨＡＨＡＨＡ」

「ジェラードに使ってる原料は、会長がゴリ押しで導入したにも拘かかわらず、売れ行きが芳かんばしくないアイスの自販機──、「止めろぉ！　これ以上、俺と自販機を傷つけるなぁ！」」

　狂きよう気きの沙さ汰た加減が犯人のソレ。

　イマイチ事情を摑つかめない羽鳥と倉敷が、「どういうこと？」と小声で尋ねてくる。

「要するにだな。会長は文化祭を利用して、売れないアイスの在庫を減らそうとしてたってわけだ」

「「成なる程ほど……」」

　商売上手というか、抜け目がないというか。

　おおよその事情を察した俺たちにできることは、傍ぼう観かんすることくらい。

　まさかリアルタイムで火曜サスペンス劇場を楽しめるとはな。

「じじじじじ自販機のアイス使ったっていいじゃねーか！　ぼったくってるワケでもあるめーし！」

「そうですね」

「え……？」

「私は悪いなんて一言も言ってないじゃないですか」

「あれ？　…………。そ、そうだよな！　　はっ、ははは！　俺ってばおっちょこちょいだから！」

「私が気に入らないのは、私にバレたらまずいと思って逃にげたことです」

「……」

「ちなみに、アイスクリームをそのまま出してなどいないですよね？」

「え……。ど、どーして？」

「日本の法令で、アイスクリームは乳固形分15％以上、その内８％以上は乳にゆう脂し肪ぼう分と定義されています。ですが、ジェラートの場合、乳脂肪分は５％前後がポピュラーです」

　なんか宮市先輩が検事官に見えてきた。

「ポポポポポポポポピュラーってだけなら、アイスクリームもジェラートって名乗っていいじゃねーか！」

「ダメです。乳脂肪分が３～８％に該がい当とうするモノは、アイスミルクに分類されるので」

「……。う、うるせー！　これ以上、店のマイナスになる発言は許さん！　営業妨ぼう害がいで訴うつたえるぞ！」

「食材偽ぎ装そうで訴えますよ？」

「すまんかった！　皆みなにアイス奢おごるから黙だまっててください！」

　勝者、宮市先輩。

「示じ談だんを申し立ててきましたが、皆さんもそれでいいですか？」

　賄わい賂ろではなく示談。やっぱり物は言いようだよなぁ。

　断る理由もなく、人数分のアイスで示談は簡単に成立。

　美咲に勧すすめられるがまま、宮市先輩も俺らの席へと加入し、俺のオールスター感謝祭がさらに豪ごう華かなものに。もはや魔ま王おう城に攻せめ込めるパーティーが完成しとる。魔王はついさっき死んだが。

「会長、私は抹まつ茶ちやアイスと会長の哀愁漂うオムライスでお願いします。哀愁たっぷりで」

　鬼おにか。

「かしこまりぃ！」とオーダーを通しに行った会長もヤケなんだろうな。

　死体蹴げりを終え、お絞しぼりで手を拭ふく宮市先輩に改めて尋ねてしまう。

「会長に奢らせて本当に良かったんですか？」

「いいんですよ。後こう輩はいたちを騙だまそうとした罰ばつにしては軽いくらいです」

　詐さ欺ぎまがいな行こう為いが、宮市先輩の逆げき鱗りんに触ふれた最要因だったようだ。

「それに貴方あなたたちには、ちゃんとしたお礼をしてませんでしたからね」

　貴方たち。それに該当するのが俺と美咲なのは明白。

　宮市先輩は俺たちへと頭を下げる。

「改めてありがとうございます。貴方たちのおかげで、今年の文化祭は例年とは比ひ較かくにならないほど盛り上がっています。私も見回りをしていて本当に楽しいです」

「そう言ってもらえるのは光栄です。けど、俺らは少し提案しただけですから」

「その少しが素す晴ばらしいんですよ。よく言うじゃないですか。１から１００に増やすのは容易だけど、０から１を生み出すのは容易ではないと」

　確かに後者のほうが難しいとはよく聞く。

　独り至上主義の俺的には、１は１のままでいいんだけどな。

　そんなくだらないことを考えていると、宮市先輩の眼めの奥がキラリ。

「その力、生徒会で存分に活いかしませ──、「活かさないです」」

　まだ諦あきらめてなかったんかい。

「君は会長と違って、一ひと筋すじ縄なわにいきそうにありませんね」

　先輩、さらには滅めつ多たに表情を崩くずさない女子の微笑ほほえみ。それだけでドキッとしてしまうのは自し然ぜんの摂せつ理りかな。

　同級生、喜き怒ど哀あい楽らく豊かな女子の微び笑しようはどうだろうか？

「もう降参して生徒会でヒーローになっちゃいなよ」と、隣となりで微笑む美咲をまじまじ眺ながめてみる。

「どうしたの？」

「いや……、何でもない」

　やはりこの話題になると、些さ細さいながら違い和わ感を感じずにはいられない。

　いつもなら美咲の愛あい嬌きようある笑みに、不覚にも心臓の鼓こ動どうが速くなってしまう。しかし、今は全くと言っていいほどトキメかない。

　理由は至し極ごく単純で、いつもの晴れやかな感情が備わっていないから。

　自分も褒ほめられているのに、さも自分は無関係と言いたげ。

　嫉しつ妬とや対たい抗こう心しんなども露あらわにはしない。悲しい顔の１つでもしていれば、同情の１つでも掛かけられるのにそれすら見せない。

　違うか。同情してほしくないから、いつもの自分を装よそおっているのか。

　倉敷も親友の違和感に気付いているのか。はたまた、裏表が無いだけか。気難しい話は無しだと、話題を豪ごう快かいに切り替かえる。

「はいはいはい！　ひとみん先輩は、会長のことが好きなんですか？」

「アレを、ですか？　…………ふっ」

　指示代名詞だけで感情を伝えられるってすごい。

　会長アレが、「マルゲリータお待ちどう！」と馳はせ参さんじる。

「？？？　ひとみんが笑ってるなんて珍めずらしいな。どんな話してたんだ？」

「救いようのないダメ男でも、好きになれるかっていう話です」

「ハハハハハ！　そんな奴やつ好きになったら終わりだろ！」

　ですね。




　腹も満たし、見送ってくれた会長に会え釈しやくも終え、店を後に。

　宮市先輩も仕事に戻もどるようだ。

「私もこの辺りで失礼させていただきます。乙おと塚づかコレクションの打ち合わせも近いので」

　へー。意外だな。

「先輩も参加するんですね」

「私は審しん査さ員いんの１人としてです。姫宮君がどうしてもと言うのなら、ひと肌はだ脱ぬぎますが」

「何か裏がありそうなので遠えん慮りよしときます」

　クス……、とミステリアスな笑みを浮うかべる宮市先輩は、冗じよう談だんで言ったのか、本当に裏があるのか真しん偽ぎは不明。てか、冗談とかいうタイプなのだろうか。

「美咲さんと倉敷さんは本番頑がん張ばってくださいね」

「「頑張りまーす♪」」

「羽鳥さんも飛び入り参加ＯＫですので。是ぜ非ひ期待しています」

「ぜ、善処します……」

　愛あい想そ笑いで返すあたり、羽鳥は絶対参加せんな。

　パーティーが初期編成の４人に。いや、初期編成は１人か。

「次はどこ行く？」と美咲がメンバーに問えば、羽鳥が控ひかえめに挙手。

「映画部のショートフィルムを観みに行きたい。公演時間も丁度良さげ」

「華梨主演の奴だよね？　わたしも観たいっ。全ぜん私わたしを涙なみださせてもらおーじゃないか！」

「ちょっと恥はずかしいけど、それじゃあ映画観に行こっか。部長さんたちがコンテスト用に作った力作だから、本当に泣いちゃうかもよ？」

　出発ついでに、「姫宮君も迷子にならないように付いて来てね？」と逃げの選せん択たく肢しをしれっと潰つぶす美咲さん、マジパネェっす。

　そんな俺に打ち付けられていた釘くぎがポロッと取れる。

「いたいた！　お～い！　華梨ちゃーん！」

　演劇部？　クラスの出し物が劇？　アルミ感満まん載さいの西洋甲かつ冑ちゆうとロングソードを装備した男兵士が、俺らへと駆かけ寄って来る。

　俺の役職はＳＰだし、問答無用で羽は交がい締じめにするのが正解なのだろう。しかし、明らかに切せつ羽ぱ詰つまっている様子だし、美咲に私し怨えんがあって斬きりつけに来たわけでもないっぽいからスルー。

「慌あわててどうしたんですか？」

「録音してた華梨ちゃんの音声データがぶっ飛んじゃったんだよ！　裏でこっそり聞いてたら間ま違ちがって消しちまった！」

　テメーのせいじゃねーか。

「頼たのむ！　最後の公演、生の声でお願いできないかな？　というかお願いします！　もう時間が無いんです！」

　いくら自じ業ごう自じ得とくとはいえ、一度乗りかかった船を美咲が途と中ちゆうで降りるわけもなく、

「皆ゴメンね！　一大事みたいだから、行って来るよ！」

「また後でねー！」と大きく手を振ふる美咲と兵士が大急ぎで階段を下りて行ってしまう。

「ありゃりゃ。仕方にゃいけど、わたしたちだけで華梨の名演技を拝ませてもらおっか」

　いざ行かんと倉敷は歩き出すが、直すぐに足を止めてしまう。

　どうやらスマホに着信が入ったようだ。

「ちょいと失礼。もしもーし、どったのー？　うんうん。……えっ、もう学校着いたの？　しかもメイド喫きつ茶さに入っちゃった？　おっけおっけ。マッハで戻りまーす」

　スマホをポケットにしまった倉敷が、美咲の名演技ではなく俺たちを拝む。

「２人ともすまんっ！　中学時代の友達が遊びに来たみたいだから、わたしもメイド喫茶に戻るね。あとはお若い２人でごゆっくり！」

　女将かお前は。

「あとで感想教えてなー」と、廊ろう下かを駆けて行く倉敷の背中が見えなくなってしまう。

　うむ。俺の日ひ頃ごろの行いが良いんだろうな。

　神が「独り好きの姫宮、グループ行動マジ可哀かわい想そう」と、どんどんバラしてくれてるに違いない。

　さて、残すは１人。

「……」

「……」

　10秒間経過。

「……」

「……」

　おかしいな。羽鳥がいなくなるイベントが発生しないんですけど。

　羽鳥も何となしに俺の考えを理解しているのだろう。気まずげというか緊きん張ちようが隠かくせていないというか。忙せわしなく髪かみ飾かざりを指でなぞったり、身だしなみを何度も整え直したり。

　ついには、無理に笑顔を作り、

「ごめんね。私にも用事があれば良かったんだけど」

「お互たがい様だし気にするな」

「えっと……、姫宮はこれからどうするの？」

「は？」

「適当にブラブラ？　それとも秘密基地でゆっくり？」

　成なる程ほど、そうきたか。俺に単独行動を許可してくれるようだ。チェーンで繫つながれていた首輪をそっと外してくれるあたり、釘を打ってきた野や郎ろうとは大違い。

　とはいえ、羽鳥は羽鳥で気苦労が絶えない。

「私は映画を観に行ってくるっ。２人に感想伝えないと……！」

　お前にとっての独り映画、敷しき居い高すぎじゃね？　そうツッコミたくなるほどに、宣言した羽鳥はガッチガッチ。

　まぁそうだよな。１人でカフェも行ったことがない奴が、文化祭でソロ行動しようとしているのだから。

「行ってきます……！」

「あー、待て待て」

「？」

「俺も一いつ緒しよに行くから」

「えっ」

　何その、「お前の選択肢に一緒とかあんの？」みたいな反応。予想通りの反応すぎて、逆に傷つくんですけど。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ！　私、皆みんなには内ない緒しよにしておくから」

「大丈夫も何も、俺のこの時間の仕事はメイドたちの護衛だ。約２名紛ふん失しつしたけど」

「でも……、」

　未いまだ煮にえ切らない様子の羽鳥は、俺に気を遣つかっているの丸出し。

　挙句の果てには、「……本当に独りで行動しなくていいの？」と目で訴うつたえてくる。

「あのな羽鳥」

「う、うん？」

「俺に気を遣ってくれてることはよく分かる。けどな、気を遣いすぎだ」

「そう、かな……？」

「おう。気を遣いすぎて、俺が必死にメイドをナンパする残念な男に見える」

　気を遣うのも、気を遣われるのも苦手だ。

　けど、どちらかを選べというのなら、迷わず気を遣う方を選ぶ。

　おひとり様だって他人を敬う気持ちはある。おひとり様＝自己中ではないのだから。

　とはいえ、こんだけ偉えらそうなことを語っておいて、羽鳥が心から単独行動したかったのなら超ちよう絶ぜつお笑いものである。

「まぁ、なんだ。気を遣ってなくて、本心から独りで映画を観たいなら個人こうど──、」

「そんなことないっ！」

「うおっ……！」

　羽鳥さん、俺へと大接近。

　歴代一迫せまってきたと言っても過言ではない。距きよ離りが詰つまりすぎて、羽鳥の豊満なバストが俺の胸むな板いたに衝しよう突とつ事故、胸パイドンを発生させるほど。被ひ害がい者しやの姫宮春一は後方壁へきにまで押しやられるも、加害者の羽鳥英玲奈は空いてしまった距離を尚なおも詰めてくる。
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　そして、マシンガントークがやめられない止めらない。

「姫宮と一緒に廻まわりたいって文化祭前からずっと思ってた！　華梨と瑠璃は乙おとコレに参加するでしょ？　だから、『もしかしたら２人で一緒に回れるかも……？』って期待してたくらい！　けど、いざ２人きりになったら、『あれ？　２人で行動するのって、姫宮の迷めい惑わくになるんじゃ……』って心配になっちゃったの。だからね！　姫宮が一緒に回ってくれるって言ってくれたときは、内心では嬉うれしくて嬉しくて、表情が緩ゆるんでないか心配になったくらいで────、」

　大人びていた表情は何ど処こへやら。目の前の少女は、ショーケースのトランペットを見つめるかのように瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせる。高まるテンションに反比例するかのように、ぎゅぅぅぅぅっ！　と両りよう腕うででたわわな胸を圧あつ迫ぱくし続ける。

　距離が変わるだけで、これだけ殺傷能力が加わるとはな……。

　このままだと俺の表情筋のほうが危あやうい。おまけに羽鳥が酸欠で倒たおれる可能性大。

「羽鳥」

「？」

「少し落ち着け。周りの注目も凄すごいから」

「え？　……あ」

　現実世界へおかえりなさいませメイド様。羽鳥はようやく周りにいる生徒や観客といったギャラリーが「何事？」と注目していることに気付く。

「～～～っ！　……毎度、ごめんなさい……」

「謝らんでいい。というより、人目も多いしさっさと移動しよう。色々廻りたいところあるんだろ？　映画観たり、……えーっと、あれだ……。ザッケローニとカッサーノみたいなの食べたり」

「ザッハトルテとカッサータ？」

「……。それな」

　他人のミスを訂てい正せいできるくらいには落ち着きは取り戻もどしたようだ。

「ほら行くぞ」

「う、うんっ。よろしくお願いします！」

　なんじゃそら。ご丁てい寧ねいに頭を下げ終えた羽鳥が、歩き始めた俺の後を付いてくる。

　その１歩目の軽さといったら。




　視し聴ちよう覚かく室にて、上映会に参加中。

『年の変わらない高校生らが作ったもの』という先入観を持っていたことが、非常に申し訳なく感じる。それくらい、しっかりとした１本の物語になっていて驚おどろいた。




　　　　○　○　○




　日本を代表する着物工こう房ぼうの一帯、乙おと塚づか郷。その中でも歴史ある工房の一人ひとり娘むすめが、大好きな祖父や職人たちのために奔ほん走そうする物語。

　無論、少女役を演じるのは美咲華梨。

　少女の夢は、下火になってきた実家の工房を繁はん栄えいさせ、古き良き着物の素す晴ばらしさを日本や世界中の人々に知ってもらうこと。

　高校生故ゆえ、手伝えることは限られているが、放課後は職人たちのために夕食の準備をしたり、地域のイベントなどに工房が参加する際は、看板娘として励はげんだり。

　そんな日常を送っていたある日、祖父が病やまいで倒れてしまう。当たり前、何気ない日々の有あり難がたみに気付いてしまう。

　大学で経営学を学び、卒業後はアパレル商社の営業職や企き画かく職でキャリアを積む。ゆくゆくは実家の工房に戻り、祖父たちと一緒に乙塚の着物を広めていく。

　それが自分にとって最適な道だと思っていたのに、入り組んだ遠回りの道にしか思えなくなってしまう。ついには、「大学には行かず、職人としてお爺じいちゃんの跡あとを継ついでいきたい」と少女は言い始める。

　当たり前に祖父は猛もう反はん発ぱつ。「小こ娘むすめごときに心配されるほど、老おいぼれちゃいねえ」と。

　そんな威い勢せいのいい言葉も、病びよう床しようでは強がりにしか聞こえず、少女は改めて自分の無力さを痛感する。

　乙塚郷を祀まつる神社にお百度参りするシーンは圧巻モノだ。

　わざわざ雨あま脚あしの強い日を選んで撮さつ影えいしたのだろう。土砂降りの中、素足で何度も何度も祠ほこらを往復する少女の姿に、観客の誰だれもが心を痛めてしまう。肉体的疲ひ労ろうや苦痛だけでなく、「若じやく輩はい者ものの自分では、祖父の代わりに工房を支えることはできない」という精神的な辛つらさまで伝わってくる。

　物語中ちゆう盤ばんでは、「若者だからこそ、何かできることがあるのではないか？」と模も索さくするように。そして、若者の気持ちをよく知っているのは、自分たち若者だと気付き、昨今、若者の着物離ばなれに投げかけるような１本のＰＶを作っていく。

　ＰＶ作りの紆う余よ曲きよく折せつする過程は少々粗あらく感じてしまうが、完成したＰＶを見てしまえば、仕方ないとさえ思えてしまう。

　少女のナレーションとともに、職人が真まっ新さらな着物を染色、絵付けしていく。工程を敢あえて大まかにしか説明しないのは、言葉よりも視覚で伝統工芸の美しさを堪たん能のうしてほしいからだろう。

　タイムラプスでみるみるうちに緻ち密みつで繊せん細さいな花びらが着物に咲さき誇ほこっていく。随ずい所しよ、大切に伝えたいところはコマ送りが遅おそくなり、いかに技術と根気のいる作業なのか思い知らされる。

　全すべての工程が完かん了りようし、ゆっくりとブラックアウト。しかし、ＰＶは未まだ終わらない。

　次シーンに移り変わり、観客席からは感かん嘆たんの声が漏もれてしまう。

　完成した着物に身を包む少女が映し出されたから。

　一いつ般ぱん的な着物ではなく、二尺袖そでに女おんな袴ばかまを合わせた大正時代の学生スタイル。下げ駄たではなくハイカットブーツを履はき、当時でいうハイカラなコーディネートにまとめられている。

　若者や学生に届けたいという気持ちがひしひしと伝わってくるＰＶだ。

　ＹｏｕＴｕｂｅで公開されたＰＶはメガヒット。日本の若者だけでなく、海外からのコメントも多数寄せられ、数えきれないくらいのメディアに取り上げられる。高校生の自分でも着物の素晴らしさを伝えることができるんだと、少女は確かな実感を手に入れる。

　すっかり元気になった祖父とも和解し、少女はいつもの当たり前で素晴らしい日常を過ごしていく。




　　　　○　○　○




　エンドロールが流れ始めれば、男女問わず称しよう賛さんの嵐あらしなのは言うまでもない。

「華梨ちゃーん！　アカデミー新人俳優賞おめでとー！　来年は助演女優賞だぁ！」

「ダメだ、涙なみだで前が見えねぇ……。今からステージで漫まん才ざいなのに、もう無理だぁ……！」

「華梨ちゃんの着物姿、すっごい綺き麗れいだったなぁ～。ねぇねぇ！　ウチらも来年の夏祭りは浴衣ゆかたデビューしよーよ！」

「てか夏まで待てなくない？　伏ふし見みとか嵐あらし山やまでレンタルしちゃう？　着物で京都巡めぐり！」

　スタンディングオベーションで盛り上がったり、友達同士で感動を共有したり、ただただ心打たれたり。

　隣となりに座る羽鳥も瞳を潤うるませていて、指で涙を拭ぬぐっている。

「ちょっと感動しちゃった……。作品もだけど、やっぱり華梨は凄いね」

「そうだな。実際にＹｏｕＴｕｂｅでアップしてもバズるかもって思えるレベルだ」

　祖父役の校長も良い味出していた。若い頃ころは本気で役者を目指していただけのことはある。朝礼での役者自じ慢まん話がこんなところで証明されるとはな。

　エンドロールも流れ切り、30分弱の短編映画が終了を迎むかえる。

　総じて有意義な時間だったなぁと、しみじみしていると、

　ん？　スクリーンにまたしても美咲が映し出された？

　少女役として再登場したわけではないっぽい。メイド服を着用しているのだから。

　何事かとザワつく観客たちに手を振ふる美咲は言うのだ。

『私のクラス、１‐Ｂではメイド喫きつ茶さをやってます！　可愛かわいいメイドさんたちが美味おいしいお菓か子しや笑え顔がおになるサービスをたっぷり提供してるので、是ぜ非ひ遊びに来てね♪』

　成程。映画部を手伝う報ほう酬しゆうは、この宣伝動画ってわけか。

　お前も会長に負けず劣おとらず、ちゃっかりしとるわ。

「この高まる気持ちを華梨ちゃんに伝えたい……。そうだ！　メイド喫茶に行こう！」

「俺も！　華梨ちゃんがハリウッドデビューする前にサインと写真もらっとかねえと！」

「大おお袈げ裟さって言いたいけど、大袈裟じゃないんだよねー。アタシたちも行こっか！」

　宣伝のタイミングとしては、そりゃもうピッタリ。余よ韻いんに浸ひたっている場合じゃないと、メイド喫茶目指して民族移動を開始。

　美咲は今いま頃ごろ、凡ぼんミスした兵士の尻しり拭ぬぐい中だろうけどな。

「華梨が不在なこと伝えたほうがいいよね……？」

「熱を冷ますのは悪いし、黙だまって見送るべきだろ」

「姫宮、面めん倒どうだと思ってる？」

　そんなこと思ってない。ケッシテ。

「というより、羽鳥は他人の心配してる場合じゃないっぽいぞ」

「え？」

　何で私？　と首を傾かたむける羽鳥が黙もだせば、ようやく自分が注目されていることに気付く。

　出入り口前、他校生らしき男３人組が、

「あのメイドってポスターの子じゃん！　スタイルめっちゃいいな、モデルみてー」

「マジだ！　かわええ～～～……。ＬＩＮＥ聞いたらマズいかな？」

「よく見ろバカ。どう見てもデート中だろ」

　綺麗な女子と、冴さえない男子が一いつ緒しよにいるのを見ると、大まかではあるが２パターンの反応に分かれるらしい。

　１つめは、俺にもチャンスがあるんだ、頑がん張ばろう。

　２つめは、何でお前ばっかり、地じ獄ごくに落ちろ。

　彼らは２つ目の部類のようだ。

「姫宮、行こ……！」

　恥はずかしがり屋の羽鳥にとって居い心ごこ地ち好よいわけがなく。俺の手を引っ張ってまで視聴覚室を後にする。

　すれ違ちがいざま、「「「見せつけやがって……！」」」と３人の妬ねたみ嫉そねみの視線がビシビシ。

「そういうところだぞ」って言ったらぶっ飛ばされるのかな。




　その後も文化祭の空気を味わうため、校舎やグラウンドなどの敷しき地ち内をブラついていく。

　ブラつけばブラつくほど、美咲の影かげがチラホラ。

　ラグビー部のラーメン屋を通り過ぎれば、

「らっしゃい、らっしゃ～～～い！　あの学園アイドル、華梨ちゃん監かん修しゆう！　ネギだくモヤシ増し増しチャーシュー鬼おに盛り担たん々たん麵めんいかがすか～～～！　このはち切れんばかりの二の腕うでで、一いつ滴てき残らず湯切りさせていただきや～～～す！　漢おとこは黙って啜すすれい!!！」

　プログラミング部のイベント内容を聞いてみれば、

「ここではＶＲゴーグルを使って、バーチャルな世界を堪能することができます！　体験できるＶＲタイトルは、美咲華梨のサマーレッスン！　現実世界に戻って来れなくてもいいという方だけお楽しみくださーい！　我々製作者の総プレイ時間は１００時間超ごえ！」

　陸上部がやっている縁えん日にちを覗のぞいてみれば、

「ヨーヨー釣つり・射しや撃げき・スマートボール・輪投げ・型抜ぬき・千本引き・水中コイン落とし、この７種競技を全てクリアしたお客さんには、なななんと！　三ツ星シェフ、華梨ちゃんの手作りホールケーキをプレゼント！　先着３名で未だ達成者おらず！　いいぞ！　この調子ならケーキは全部俺らのもんだ！」

　などなど。他にも何を手伝ったかまでは分からないものの、宣伝ポスターが貼はられているクラスは中々に多い。

　美咲が頑張り過ぎて、文化祭というより東京ミサキーランドとかユニバーサルスタジオカリンにでも迷い込んだのではないかと思えるほどである。

　ちょっとした美咲ツアーも終え、羽鳥と中庭のテーブル席で最後の一服。

「美味しい……♪」

　お目当てのザッハトルテとカッサータなるスイーツに、大人系女子もほっぺを落とし籠ろう絡らく待ったなし。

「姫宮も食べる？」

「俺は会長クラスでアイス食べたし、コーヒーだけで充じゆう分ぶんかな」

「私もアイス食べてからのスイーツなんだけど……。姫宮も食べてっ！」

　味の感想というより、カロリーを共有したいだけじゃね？　質問から強制へとシフトチェンジした羽鳥は、２つのスイーツを半分に切り分け、ハーフ＆ハーフが載のった皿を俺へと差し出してくる。

「ども」と会え釈しやくし、カッサータを一口。

　初めて食べる味に、思わず頷うなずいてしまう。

「アイスとケーキが混ざったみたいなもんか。ブラックとよく合うな」

「濃のう厚こうだけどサッパリしてて美味しいね。これもジェラートと同じイタリア発はつ祥しようみたい」

　これが本格的なイタリアンスイーツというわけか。どこぞのジェラートまがいを提供する店主に食わせてやりたいものだ。

「そっちも美味しいから食べてみて」と、勧すすめてくる羽鳥だが、

「あ……」

「ん？　羽鳥？」

　どうしたことか。何やら重大な事実に気付いたように羽鳥がフリーズしてしまう。それもただ固まるのではなく、徐じよ々じよに顔を火ほ照てらせている？

　処理速度の遅おくれる羽鳥に疑問を抱いだきつつ、勧められたザッハトルテを口に含ふくんだタイミングだった。

「そ、そのフォーク……、私の」

「……」

　フォーク咥くわえてるときに言うんじゃねえよ……。

　察するに、切り分けていた新品のフォークではなく、自分が使っていたフォークを間違って俺に渡わたしてしまったようだ。

「ご、ごめんね。その……、か、間接キス、させちゃった……」

　ピュアかお前は。

「ゆずの嫌きらいなピーマンもよく食わされるし、気にするな」とか「美少女で良かったな。性別逆だったら訴うつたえられてたぞ」とかの発言は、何の励はげましにもならんよな。

　言わなきゃバレなかったことをポロッと言ってしまうあたり、羽鳥らしいっちゃ羽鳥らしいが。

　色々考えるのも面倒だし、態度で示す方が手っ取り早い。

　味を忘れてしまったので、今一度ザッハトルテを口に放ほうり込む。同じフォークで。

「うん。見た目どおりチョコケーキだな。羽鳥、このケーキは普ふ通つうのと何が違うんだ？」

　俺は気にしてませんよの態度を取れば、羞しゆう恥ちや気まずげだった羽鳥の表情に明るさが戻もどっていく。受け入れてくれた！　みたいな反応は恥ずかしいから勘かん弁べんしてほしい。

「あ、あのねっ。ザッハトルテの特とく徴ちようは、アプリコットジャムを使ってるところ。味も普通のチョコレートケーキよりも甘めなのが多いかも」

　言われてみればジャムの層がしっかりあるし、甘さの秘ひ訣けつは杏あんずというわけか。

　生き地じの断面を眺ながめつつ「ほー」と感心していると、すっかり元通りになった羽鳥がクスクス笑っていることに気付いてしまう。

「今度はなんだよ」

「ザッハトルテ知らないとかｗｗｗ　田舎いなかすぎワロタｗｗｗ」というわけではなく、

「ごめんね？　対応がまさに姫宮って感じだったから。安心したら、ついつい面おも白しろくなっちゃって」

「俺が俺らしく行動して笑うなよ……」

「その発言も姫宮っぽい」

　無む間けん地じ獄ごくかよ、とツッコんだら本当にループしそう。よってコーヒーで言葉ごと飲み込んでしまうのが得策。

　スマホで時刻を確かく認にんしてみれば、15時過ぎ。

　そろそろ休きゆう憩けいが終わりだということを羽鳥も察しているようで、

「一緒に廻まわってくれて本当にありがとね。すごく楽しかった」

　楽しんでくれたのなら何よりだ。つまらなかったなんて言われるものなら、俺の休憩時間が浮うかばれん。

「あとね。夢が叶かなって嬉うれしい」

「夢？」

「うん。こうやって姫宮と一緒に文化祭巡めぐり、というより……デ、デート！　……することが卒業するまでの夢だったから」

「お、おう……」

　デートという言葉を口にするあたり、羽鳥としては攻せめてるんだろうな。＋α、長い目で貴方あなたのこと見てますという意思表示さえ感じてしまう。

　いくらなんでも攻めすぎたと本人は思っているのか。「も、もちろん、私の個人的な夢とか目標だから姫宮は気にしないで！」と、両手と口を忙せわしなくあたふた。

「姫宮には姫宮の大事な時間があるのを知ってるし、その時間を尊重してもらっていいから！　今も姫宮の時間を奪うばっちゃってるから説得力ないかもだけど……。ごめんね。そんなこと言ったら、また気を遣つかいすぎだろって思っちゃうよね。…………。あ、あれ？　気を遣いすぎなのって私よりも姫宮なんじゃ……？」

　マシンガントークで弁明する羽鳥、弾たま詰づまりで暴発。それはそれで殺傷能力高いから質たちが悪い。

　思わず、フッと息も漏もれる。

「俺も大たい概がい面めん倒どうだけど、お前も中々こじらせてるよな」

　人によっては失礼極きわまりない発言。平手打ちが飛んできても不思議ではない。

　なのに羽鳥は笑って流してくれる。それどころか、「私たち、お揃そろい？」と返してくるのだから、本格的に同類かもな。

「一緒なのは嬉しい。けど、姫宮は面倒なんかじゃない」

「面倒じゃない？　俺が？」

「うん。だって姫宮は、自分でしっかり考えて行動してるだけだから」

　物は言いようだとか謙けん遜そんだとか、いくらでも否定の言葉は出てくる。

　出てくるが、俺を真まっ直すぐ見つめる羽鳥に掛かける言葉でないことくらい分かる。できることは聞き入るくらいだ。

「本当に面倒くさがりな人なら、私のことを何度も助けてくれないし、私の良い所も悪い所も教えてくれない。何より、一度離はなれた距きよ離りを歩み寄ってくれないから。だから姫宮は面倒なんかじゃない。私が保証する」

「……そうか」

「うん。だから自信持って」

　中庭の紅葉漂ただよう景色の中、微笑ほほえみかけてくる羽鳥。

　赤や黄色に染まる葉は、長く艶つややかな黒くろ髪かみ、穏おだやかで整った顔立ちを存分に引き立てている。１枚の画えにさえなる。

　秋が似合う奴やつだと思った。文化祭で気持ちが昂たかぶっているわけではない。何の変へん哲てつもない平日でも、秋を感じる場所に２人佇たたずめば、同じ感想が頭をよぎるだろう。

「お前、変わったよな。伝えたいことを自分から言えるようになった」

「だとすれば嬉しい。姫宮に変えられちゃった」

「悪い男に染まったみたいな言い方だな……」

「姫宮は悪い男じゃないよ？　い、良い男！」

　自分で言って恥ずかしいなら、照れるんじゃねえ。

　顔をパタパタ扇あおぐ羽鳥を見ていたら改めさせられる。「独り身が長すぎて、恋れん愛あい事情は地に足着きません」のスタンスは、いい加減卒業しなければと。

　どんな答えに行き着くかは全く見当もつかんが、まずは自分が当事者だと意識することから始めていこう。

　ウォーミングアップどころかチュートリアルから始めるあたり、我ながらどんだけ恋愛に疎うとい生活を送ってきたんだろうな。

「そろそろ戻るか」

　まだ温かいコーヒーを一気に飲み干し、立ち上がる。

　同じく立ち上がった羽鳥は、未だやり残しがあるようで、

「ザッハトルテのお店だけもう一度寄っていい？　華梨と瑠璃のお土産みやげに買っておきたいから」

「分かった。じゃあチア部経由だな」

「うん♪」

　少し前の羽鳥は俺の半歩後ろを歩いていたのに、今では肩かたと肩、手の甲こうと手の甲が触ふれ合いそうになるくらいの距離。成長度合いが凄すごい。

　そんな真ま隣どなりを歩く羽鳥が、

「華梨も変われるといいね」

「美咲？」

　唐とう突とつな発言に思わず面食らってしまう。

　しかし、中々に思い当たる節があるだけに、直すぐに驚おどろきや疑問といった感情は潰ついえる。

　俺へと対たい抗こう意識を燃やしている美咲のことを、羽鳥は言いたいのだろう。

　現状の悩なやみの種だけに溜ため息いきもこぼれる。

「アイツに至っては、変な方向に進んでる気がするけどな」

「ううん、そんなことない」

「即そく答とうか。何でそう思うんだ？」

「華梨って皆みんなを幸せにすることを最優先に動いてるでしょ？」

「だな」

「でもね？　ここ最近の華梨は、自分のために動けてると思うの」

　ちょっと衝しよう撃げきを受けてしまう。言われてみればと思ってしまったから。

「華梨は、『姫宮に勝ちたい』っていう気持ちを最優先にして頑がん張ばってる。あの華梨が他人のためにじゃなくて自分のために。すごく貴重な経験を今してる」

「……そういう見方もあるんだな」

　さすが親友。美咲のことをちゃんと理解してやれている。ただただ美咲だけが迷走していると思っていたが、俺自身も深く考えすぎていたのかもしれない。

　羽鳥が俺を見上げて微笑む。その表情には、「華梨も変えてあげてね？」というメッセージが言わずとも伝わってきてしまう。

　気き恥はずかしさから歩く速度を速めてしまうが、それでも羽鳥はしっかり付いてくる。




　美咲と倉敷の土産を購こう入にゆうし終え、教室へと到とう着ちやく。

　問題なく店は回っていたようだ。繁はん忙ぼう期に比べて落ち着いてはいるが、室内は相変わらずの賑にぎわいを見せている。

「ニャハハハハ！　ショトカを覚えたらコッチのもんよ！」

　テレビ前、倉敷は相変わらずコントローラーをカチャカチャ。

　マリカスキルがプレイ当初とは段だん違ちがい。

「か、勝てねぇ……！」

「くそぉ！　るりにゃんに、初デート別れ際ぎわの一言をお願いしたいのに！」

「必殺のトゲゾーをくらえい！　!?　キ、……キノコ……回かい避ひだと……？」

　少し前まで客同士がライバルだったのに、今では最大の障しよう壁へきが倉敷状態。隠かくされたゲーマーの才能が開花しとる。

「ゴルゴルゴルゴルゴ～～～～ル！　アイアムにゃんばーワンッ！」

　猫ねこか犬か分からん決め台詞ぜりふとともに、倉敷独走でゴールイン。

　テレビ画面から目を離した倉敷は、ようやく俺と羽鳥が帰ってきたことに気付く。

「おっかえりー♪」とスキップしながら近づいてくると、鼻をスンスン。

「むむっ。この匂においはチョコレート？　さては紙箱の中身はザッハトルテだな？」

「すごい嗅きゆう覚かく……！　うん、正解。瑠璃たちのお土産に買ってきたの。私と姫宮からプレゼント」

　喜びを最大限に表現したい倉敷は、「センキューアイラービュー！」と羽鳥に熱い抱ほう擁よう。太っ腹だとも表現したいようで、コルセットを巻いた羽鳥のウエストを何度もさすり続ける。その姿はセクハラの化け身しんそのもの。

「本当にありがとー♪　チップは、ハグハグと唇くちびるチュッチュでいい？」

「チップは要いらないから……っ！　は、恥はずかしいから離れて……！」

「遠えん慮りよは日本人の悪いところだぞー？　さぁ英玲奈！　わたしに身と唇を委ゆだねて！」

「絶対イヤッ！」

　このイベントももはや恒こう例れい行事だよなぁ。

　しかし、恒例行事にしては少々パンチが足りない。

「なぁ倉敷」

「どったの？　心配しなくても、姫宮にもチップ払はらうぞ？」

「チップは日本だから要らん。そうじゃなくてだな、美咲は未だ帰ってきてないのか？」

　俺の質問に対し、倉敷はキョトンとする。

「あれ？　華梨とは一いつ緒しよじゃないの？」

「昼飯食って別れたっきりだな」

「マジか。わたしと一緒じゃん」

　まさかの美咲不在に、俺と倉敷は目をぱちくり。

　羽鳥がスマホを取り出し、美咲から連れん絡らくが来ているか確認するが、表情は曇くもったまま。さらには、電話を試みるも、

「……だめ。繫つながらないし、送ったメッセージに既き読どくもつかない」

「う～～～ん、劇ってそんなに長いものでもなかった気がするけどにゃあ。もしかして、ナンパされてお持ち帰りされたとか？　……。ごめん英玲奈。冗じよう談だんだから、そんな青ざめて泣きそうになるなヨ……」

　ブラックジョーク放り込んだ倉敷も倉敷だけど、羽鳥も羽鳥で悲観的すぎ。

「ナンパされてるかもしれんが、敷しき地ち内は生徒会や教師が見回ってる。男女間トラブルの線は薄うすいだろ」

　いない理由も何となしだが分かっている。

「俺は美咲を探してくるから、２人は店番を頼たのむ。念のため天あま海み先生には報告しておいてくれ」

「う、うん！」「おっけ」

　２人のメイドに見送られつつ、今一度、廊ろう下かの雑ざつ踏とうを急ぎ足で移動していく。




　急がば回れ。美咲がいるピンポイントな場所が分からないだけに、まずは演劇をやっていた多目的ホールへ。

　最後の公演も終わっており、ばらし作業している西洋甲かつ冑ちゆうの兵士に尋たずねてみる。

「華梨ちゃんの居場所？　えーと……、どっかのクラスの女子が助けてほしいって言ってたなぁ……。百人一首の読み手をうんぬんかんぬんって」

「ども」

　パンフレットを持ってきて正解だった。兵士に会え釈しやくを終え、百人一首の出し物をしている３‐Ａ教室へと向かう。

　５Ｆから２Ｆの階段を下りつつ思う。

　何な故ぜ、独り好きの俺が、他人のために足を動かし続けているのだろうか。

　正直に打ち明ければ、そんな疑問が頭の中に浮うかび上がったまま捜そう索さくしている。

　３‐Ａにも既すでに美咲の姿はなく、

「華梨ちゃんのおかげで、お客さん沢たく山さん来てくれて助かった～♪　え、華梨ちゃん？　柔じゆう道どう着ぎの男子と移動してたよ？」

「ども」

　柔道部のところに行けば、

「野球部のおにぎり屋が全く売れないらしいから、華梨ちゃんに握にぎってほしいって集団で頼みこんでたな」

「ども」

　野球部に行けば、

「２‐Ｃがトラブってるらしいから、そっちに──、「ども」」

　２‐Ｃに行けば、

「弓きゆう道どう部が──、「ども」」

　本ほん棟とう、部室棟、グラウンドなどなど。敷地内を行ったり来たり。

　たらい回しにされればされるほど、フラストレーションが溜たまっていく。

　余よ程ほど、俺が不ふ機き嫌げんに見えるのだろう。すれ違う通行人たちが、「おっかない奴が現れた」と道を空ける空ける。眉み間けんに皺しわの入れ墨ずみを彫ほるのも悪くないと思えるくらいだ。

　準備不足や思い付きの結果、美咲にすがる奴らの無神経さに腹が立つ。それを快かい諾だくする美咲にも腹が立つ。何よりも自分に腹が立つ、とか言えればカッコイイのだろうが、俺は全く悪くない。被ひ害がい者しやだ。

　向かっても向かっても別の場所に移動してるから？　純じゆん粋すいにムカつくから？　気付けば、急ぎ足から駆かけ足に変わっていた。

　他人のために走るのは何時いつぶりだろうか。思い出せないということは、生まれてこの方走ったことがないのかもしれん。

　いや、少し前にあったな。美咲と羽鳥が海辺でナンパされていたときだ。あのときの俺も走っていた。

　汗あせばんで纏まとわりつくインナーが鬱うつ陶とうしいことこの上ない。

　窮きゆう屈くつで息苦しいと、上まで留めていたＹシャツのボタンを乱雑に外す。

　大切に履はいている革かわ靴ぐつが今ではただただ重い。裸足はだしで走りたい。

　首で激しく揺ゆれるループタイが邪じや魔まで仕方ない。けど、これはこのままでいい。むしろブローチが視界から完全に消えてしまえば、走る理由を失ってしまいそうな気さえする。

　気を抜ぬけば、自分が何ど処こを目指して走っているのか分からなくなってきた頃ころ、

「あれ？　姫宮？」

　テニスコート前、見覚えのあるイケメンに話しかけられる。売り子中の波なみ川かわだ。

　足を止めたついでに波川へと近づく。というか迫せまる。

「すげー急いでるみたいだけど、何かあったの──、って近っ!?」

「美咲」

「か、華梨？」

「あのアホの居場所知ってるか？」

「お、おお……。華梨ならプロレス同好会の手伝いに行くって、10分くらい前にココを通り過ぎたぞ？」

「ちょこまかとアノ野や郎ろう……。絶対逃にがさん……！」

「ひ、姫宮!?」

　急がば回れ精神などクソくらえ。

　急がば急げ。「穏おん便びんにな────！」という波川の叫さけびを背に、プロレス同好会のいるであろうプール前の敷地目指して全速力。

　体育会系でもない俺の体力は風前の灯。それでも、足は止まらないし止められない。

　普ふ段だんの俺なら、もっと効率的に美咲を探すことができたと思う。放送部にアナウンスしてもらうなり、生徒会や周りの人間に協力してもらうなり。

　泥どろ臭くさすぎる。けど、いくら泥まみれになろうとも構わない。この湧わき上がる感情は、間接的ではなく直接ぶつけなければ気が済まない。

　目的地に着いただけで、アイツがこの場にいると確信できた。それくらい一帯の熱は凄すさまじく、特設リングの周りは人でごった返している。

「……いた」

　美咲だ。探し人の美咲がリング中央に立っていた。

　たかだか１時間少し顔を見なかっただけなのに、数年ぶりに再会したとさえ錯さつ覚かくしてしまう。それくらい久しく感じる。

　ラウンドガールをしている美咲は、ラウンド数の書かれたプラカードを掲かかげ、試合間の僅わずかな時間も観客の熱を温め続けている。

　むしろ、観客にとってこの時間がメインなのだろう。

「カリン様～～～ッ！　笑え顔がおが見えないからプラカードはもっと上に！　ＯＫでーす！」

「華梨ちゃん、こっちにシャッターチャンスちょーだい！　ナイスショットー！」

「試合開始しなくていいから、華梨はずっとリングに残っててくれー！」

　大半の客がプロレスの試合より、美咲を見に来ているのはテンションで丸分かり。今日１日でまた随ずい分ぶんとファンが増えている。

　リングをぐるりと一周する美咲は笑みを絶やさない。

　健けな気げにも全員の期待に応こたえようと、１人１人に笑顔を送り続けている。リングから見み渡わたせる[image: 360]度の人間に幸せを届けようと励はげんでいる。

　リングを囲う信者、席に座る観客、席より後ろで立ち見するギャラリー。

　さらに後方で佇たたずむ俺。

「……っ！」

　俺と目を合わせた瞬しゆん間かん、美咲の表情が『驚おどろき』に変わった。

　心臓を強く握られたかのように時を止める姿は、まるで会いたくない奴やつに会ってしまったような、何か不都合のある奴が来てしまったかのようなリアクション。

　おかしいだろ。俺が何したって言うんだよ。今まで何もしなかったのが問題なのかよ。

　観客の声せい援えんに紛まぎれて、クレームの１つや２つ怒ど鳴なってやろうかと思った。実際、目め一いつ杯ぱい、肺を膨ふくらませていた。

　けど、大声出すどころか、湧き上がっていた怒いかりの感情さえ忘れてしまう。

「……何だよ、その顔」

　美咲が俺に笑いかけてくる。空っぽに。

「自分を嘲あざ笑わらってくれ」とでも言いたげな張りぼての笑顔は、少し触ふれれば崩くずれ落ちそうなくらい儚はかなく弱々しい。

　ここ数日感じていた違い和わ感、俺への対たい抗こう意識を表に出さなくなった理由が、ようやく形になった気がする。

　俺にストップを掛かけられたあの日、美咲は負けを認めてしまったのだろう。

　それでも俺に勝ちたい気持ちは残っている。だからこそ、文化祭を迎むかえた今日まで負けという言葉を口には出さなかった。

　中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちが残っているから、ちょっとしたきっかけでまた独り奔ほん走そうしてしまう。奔走すればするほど、充じゆう実じつ感よりも焦しよう燥そう感が心を満たしていく。自分のためか周りのためか分からなくなる。

　挙句の果て、俺に発見されただけで心の器うつわにヒビが入ってしまう。不安や焦あせる気持ちさえ流れ出てしまい、残されたのは空くう虚きよな気持ちのみ。

　大おお馬ば鹿か野や郎ろうにも程ほどがある。勝手に勝負を吹ふっかけてきて、勝手に挑いどみ続けて、勝手に負けを認めて。でも、本当は勝ちたくて仕方ない。

　何をどうすれば勝ったと思えるのか、勝った先に何が手に入るというのか。俺には分からない。もはや、本人にさえ分からないのではなかろうか。

　僅かな思考を巡めぐらせている間に、ゴングが鳴り響ひびく。気付けばリング上から美咲は消え、いるのは取っ組み合うレスラー２人と審しん判ぱんだけ。

　また逃のがしてしまった、ということはない。

　休きゆう憩けい時間をオーバーしているのは気付いているようで、リングから下りた美咲は真っ先に俺へと駆け寄ってきていた。

　違和感を悟さとられないように、空っぽの笑顔を貼はり付けたまま。

　こちら目掛けて大きく手を振ふる美咲だが、案の定、俺のもとに辿たどり着く手前、美咲に助けを求める集団に捕つかまってしまう。

　気付かれないように振る舞まう美咲が罪なのか。気付かない奴らが罪なのか。

「頼たのむよ、華梨ちゃん！　俺らのクラスも助けてくれ！」

「こっちのが先だって！　タコ焼き屋なんだけど、全く売れないんだよ！」

「いやいやいや！　順番的にオレらバレー部が先だろ!?」

　ここにいる連中で、本当に困っている奴がどれほどいるのだろうか。

　言い切れる。絶対にいない。

　ただただ美咲にすがってるだけ。助けてほしいんじゃなくて、美咲の人気にあやかりたいだけ。あやかりたいだけだから、美咲の演技にも騙だまされる。

　気付けば、止まっていた足が勝手に動いていた。

「すみません、そろそろクラスに戻もどらないと──、！　姫宮、君……？」

　美咲が驚くのも無理はない。いきなり近づいてきた俺に腕うでを摑つかまれたのだから。

「行くぞ」

「えっ、ちょっと──、」

　そのまま手た繰ぐり寄せ、有う無むも言わさず歩き始める。殆ほとんど引っ張ってるに近しい。

　泥どろ棒ぼうが白昼堂々、正面突とつ破ぱで金品盗ぬすむ感じだろうか。助けを求める集団たちも、目の前で学園アイドルを回収されて啞あ然ぜん状態。

　けれど、知ったこっちゃない。




　人ひと混ごみの少ない方、少ない方を目指していると、自然と文化棟へ入ってしまう。

　今も尚なお、美咲の腕を摑んだまま、プライベートルーム目指して階段を上り続けている。

　何度、名前を呼ばれただろう。

「姫宮君、そんなに引っ張らなくても逃げないから。ね？」

「……」

「無視するのは私に怒おこってるから、……だよね？」

「……」

「連れん絡らくせずに心配かけてごめんね。途と中ちゆうでスマホ預けてたの忘れちゃってて、取りに戻る時間が無かったの。無視してたわけじゃないよ」

「……」

「姫宮君ってば──、」

　誰だれもいない階段間の踊おどり場、立ち止まって美咲に尋たずねてしまう。

「未まだバレてないと思ってんのか？」

「……え？」

　プライベートルームで意見するつもりだったが待てなかった。

　これ以上、的外れな謝罪をしてくるのなら、ここで断罪したほうがマシだ。

「お前、俺に負けたとか思ってんだろ」

　摑んでいた美咲の腕が強こわ張ばる。何より、美咲の瞳ひとみが大きく見開く。

「あれだけ勝負勝負言ってたくせに、ここ数日は一いつ切さい口にしてない。それどころか、話題が近づくと自分から避さけてんじゃねーか」

　証しよう拠こが欲ほしいならどんどん言ってやるし、具体例が欲しいなら嫌いやほど出してやる。

　勝負したいなら、勝負だってしてやる。

　土俵に上がって来いと挑ちよう発はつした。勝負を口くち癖ぐせにしていた頃の美咲なら、上じよう機き嫌げんにも土俵に上がってきただろう。何度転んでも、何度もぶつかってきただろう。

　だが、今の美咲は上がってこない。土俵の外から俺を眺ながめているだけ。

　しまいには、オーバーに肩かたを落とし、

「やっぱり姫宮君には叶かなわないなぁ。完敗だよ」

　ニッコリ口角を上げ、さも自分はノーダメージですよと言いたげ。一世一代の勝負だと張り切っていた頃とは雲うん泥でいの差だった。

　俺が喋しやべらずとも意い気き揚よう々よう、あっけらかんと喋り続ける。「沢たく山さん練習したし、演技には自信あったんだけどね」とか、「あっ。そういえば映画観みてくれた？　私が着てた着物、すっごい綺き麗れいだったでしょ♪」とか、「もう少し時間があったら、甘くて美味おいしいもの沢山食べれたのになー」とか。

　仮にだ。仮に本当に悔くやしくないのなら、俺だってこれ以上言うことはない。

　それくらい声こわ音ねだけ聞いていれば、悔しいかどうかを見分けるのは難しい。

　けど、悔しくないわけがない。

「美咲」

「うん？」

「笑いたくないなら笑うなよ」

「そんなことないよ、私は──、」

「誤ご魔ま化かすのは絶対無理だぞ」

　メッキの笑顔なんて壊こわれてしまえ。

「俺は誰よりも知ってる。お前がどれだけ今日のために頑がん張ばってきたのか」

「！　……。……誰、よりも？」

「おう。誰よりも、お前以上にもだ」

　即そく断だん言できるくらい自信がある。それくらい美咲の行動を間近でずっと見てきた。

　本気で俺に勝ちたいからこそ、本気で文化祭を成功させようと美咲は動き続けてきた。

　クラスをまとめようと士気を高め続けてきたし、他のクラスや部活動、近きん隣りん住民などの知り合いとも一層交流を深めてきた。

　こんなに懸けん命めいに取り組んできたのだ。負けを認めたからと、無理して笑う必要なんて無いに決まってる。今までの成果や努力まで否定してほしくない。

　自分が見えなくなっている奴には、十分すぎる一言だったようだ。

「ほらみろ。やっぱり悔しいんじゃねーか」

「……だって、笑うしかなかったんだもん……！」

　美咲のメッキがやっと剝はがれる。空っぽに浮うかべていた笑みは消え、瞳が涙なみだで滲にじみ始めていた。口を固く結び、身体からだは小刻みに震ふるえ続けている。

「あれだけ勝ちたいって息巻いてたのに、姫宮君に全く歯が立たないんだもん……」

　涙が一ひと粒つぶ零こぼれれば、溜ため込んでいた気持ちも一つ零れる。

　涙が二粒つぶ、三粒と零れれば、溜め込んでいた気持ちも二つ、三つと零れる。

「動けば動くほど姫宮君の凄すごさしか実感できなくて……。詰つめ込んでも詰め込んでも勝てる気が全くしないし、挙句の果てには姫宮君にまた助けられて……、」

　美咲の本心が聞け、やっと言葉が通じた気がした。実際は、俺がやっと美咲に伝えただけかもしれない。

「いつもと何も変わらない自分が情けなくて……、悔しくて……っ！　これ以上、姫宮君に迷めい惑わく掛かけたくなかったんだもん！」

　最も抑おさえ込んでいた気持ちを最も大きな声で伝えた美咲は、そのまま号ごう泣きゆうしてしまう。

　全く以もつてコイツはド阿あ呆ほうだ。

　お人ひと好よしにも程がある。自分のことが見えなくなっても、他人のことを考えて動いてしまうような奴なのだから。

『他人』というより、『俺』のためなんだろうな。

「……そうか」

　思わず口から零れてしまった。分かってしまった。

　俺もそうだったのか。

　他人のためではなく、美咲のためだからこそ、必死になって走り回ってたのか。

　何事にもひたむきで、お人好しすぎるのを知っているから、手を差し伸のべたいと動いてしまったんだ。

　その気持ちは現在進行形だからこそ、伝えなければならない。

「あのさ美咲──、…………。今かよ……」

　俺が溜ため息いきつく理由を、ワンテンポ遅おくれて美咲も気付く。

　タイミングが悪すぎて、腹すら立たん。

　階段をドタドタと駆かけ上がってくる雑ざつ踏とうとともに、

「華梨ちゃんの声は上からだ！」

「どけどけ！　オレらクラスが華梨ちゃんに助けてもらうんだ！」

「先に頼んだもん勝ちだろ！」

「異論なし！」

「望むところだこの野や郎ろう！」

　などなど。未だに美咲を探し回っている集団が、美咲の声を聞きつけて急接近。あろうことか、美咲を懸かけてレースまで開かい催さいする始末。

　こんなことになるのは目に見えていたし、早いとこプライベートルームに美咲を連れて行けば良かったな。

　いや、むしろ丁度良いのかもしれない。

「美咲、少し下がっとけ」

「？　う、うん……」

　下の階からは見えない死角にまで、美咲を誘ゆう導どうさせる。

　数秒後、美咲に助けを求める集団が一いつ斉せいに顔を出す。

　あれだけ我先にと急いでいた奴やつらは、俺の存在に気付くとピタリと立ち止まり、

「お、お前は華梨ちゃんを拉ら致ちった奴……！」

「僕らのカリン様を返せ！」

「全員で力合わせれば勝てんべ！」

　コイツらは俺のことを、クッパとかガノンドロフとでも思っとんのだろうか。

　バラバラだった奴らはパーティを組み、一つ下のフロアから俺を倒たおすべく猛もう抗こう議ぎ。

「俺らだけ手伝ってもらえないのは不公平だ！」

「チョットくらいイイだろ！　人助けだと思って！」

「頼むよ！　乙コレまでにはちゃんと返すからさ！」

「華梨ちゃん来ないとマジで赤字なんだって！」

　気持ちは１つ。俺に会心の一いち撃げきを浴びせようと一斉に叫さけぶ。

「「「「「華梨ちゃんに会わせろ!!！」」」」」

「やだ」

「「「「「……」」」」」

　何度も言うが、知ったこっちゃない。

　俺がラスボスならば、ここで負けるのがセオリーなのだろう。横に匿かくまっている姫を渡わたしてハッピーエンドを迎むかえるのだろう。

　しかし、俺はラスボスではない。おひとり様だ。

　全員まとめて言ってやる。

　美咲も含ふくめて。




「本気で優勝目指してるんで、ウチの看板娘むすめは渡せません」




　生意気と言われようが、不公平と罵ののしられようが関係ない。自分が正しいと思える道をゆったりマイペースに突つき進む。

　それがおひとり様クオリティ。

「美咲がいないから店が回らないとか、手伝えない美咲が悪いみたいな言い方はおかしいでしょ。前もって準備したり、トラブルを想定できなかった先せん輩ぱいらにこそ問題があるんじゃないですか？」

　うっ……、とたじろぐ集団たち。そりゃ、ド正論を突きつけられれば、だんまり決め込むことくらいしかできんだろう。

　音声データが飛んだのなら部員の誰かが代わりにやればいい。ましてや自分のミスで飛ばしたのだから、直前になって美咲に頼たのむようなことではない。

　集客が見込めないからと当日になって助っ人を頼むなんて論外だ。

「学校の人気者、アイドル的ポジションの美咲を、独どく占せんしてズルいと言いたくなる気持ちも分かります。ですが、美咲は俺らクラスの一員なんです」

　今、美咲を見ることはできない。けれど、十二分に伝わってると信じたい。

「クラスのために一番動いてきた本人が、クラスの奴らと一いつ緒しよに盛り上がれないのは寂さびしいじゃないですか。クラスの奴らも美咲の帰りを待ってます。だから、これ以上美咲の仕事を増やすのは絶対許しません」

　最後に、『文句ある奴は階段を上がってこい』と見下ろす。

　誰だれも一段たりとも上がってこない。襲おそい掛かかってくる輩やからはおろか、野や次じを飛ばしたりガンを飛ばすような輩も。

　意外な反応だった、とかはない。むしろ予想通りに近しい。

　この人たちも美咲の人気にあやかりたかっただけで、悪用したかったわけではない。

　大前提、美咲信者なわけだし。

「確かに華梨ちゃんに依い存ぞんし過ぎだよな俺たち……」

「だよなぁ。甘えてしかねーよ……」

「俺らにとって、カリン様が何よりも１番大事なのにな」

　１人、また１人と己おのれの行動を見つめ直し猛もう省せい。

　ついには、このままで良いわけがないと、己を奮い立たせる。

「おし……！　こうなりゃ、腹くくるしかねえ！　赤字覚かく悟ごで大安売りだ！」

「おうよ！　俺らもタコ焼き１コ10円で勝負かけんべ！」

「俺らも頑張るから、末永く幸せにって伝えといてくれ！」

「オレらの分まで華梨ちゃん、幸せにしろよ？」

　などなど。元カレっぽい言動の野郎が少々鼻につくが、自分たちの問題は自分たちで解決すべく、持ち場へと戻もどっていく。美咲の幸せを願って。

　さて、嵐あらしは無事過ぎ去った。

「もう行ったから、声出しても大だい丈じよう夫ぶだぞ」

　匿っていた美咲へと視線を合わせる。

　美咲は壁かべを背にしゃがみ込んでいて、俺の言葉を皮切りに抑えていた嗚お咽えつを漏もらし始める。我が慢まんをせず、声を出して無我夢中に涙を流してしまう。

　深呼吸を促うながしたり、背中をさすったほうがいいのかもしれない。

　けど、今最優先すべきことは伝えることだ。

「俺はお世辞抜ぬきで、お前のほうがクラスに貢こう献けんしてきたと思ってる」

　美咲は首をぶんぶんと大きく振ふる。

　喋しやべらずとも、『勝利したのはお前だ』と力強く主張してくる。

　コイツも頑がん固こなところがあるし、勝ちを認めることはないだろうな。

　となれば、話は早い。

「じゃあ引き分けだな」

「……引き、分け？」

「おう。俺はお前を勝ちだと思ってる。お前は俺を勝ちだと思ってる。だったら引き分け以外ないだろ」

『勝ち』か『負け』しか選せん択たくがなかったのだろう。思わぬ選択肢しの登場に、美咲はキョトンとしてしまう。

　しかし、固まっていたのは少しだけだ。

「引き分けはダメか？」

　今一度の問いに対し、美咲はまたしても首をぶんぶんと大きく振る。

　先さき程ほどの否定とは、意味が全くに異なった。

「ううん……、そんなわけないっ……」

　しっかりと負けを認め、しっかりと勝ちも受け入れる。

　だからこそ目に溜たまる涙なみだを拭ぬぐい、本当の笑え顔がおで美咲は言うのだ。

「私たち、仲良く引き分けだね……っ！」

　目を細め、えくぼができるくらい愛あい嬌きようある全力の笑顔。

　美咲が完全復活した瞬しゆん間かんだった。

　勝ちと負けの両方を認めた美咲は、より一層の成長、それどころか進化さえしてしまうに違ちがいない。

　その証しよう拠こに、今すべきことは反省でないことを重々理解している。立ち上がった美咲は、英気を養うべく１つ２つと深呼吸。枯こ渇かつ気味だったエネルギーを充じゆう塡てんしていく。

「うん……！」と自分に言い聞かせるように頷うなずいた美咲の凜りんとした姿勢、瞳ひとみは力強く、とても頼もしい。

　天てん真しん爛らん漫まんな笑みも加われば、無敵だ。

「ちょっと遅おそいかもだけど、改めてよろしくね」

「全然遅くないさ」

「ほんと？」

「おう。乙コレまで時間もあるし、お前にはビシビシ働いてもらうからな」

「お、鬼おに店長……」

　顔をしかめる美咲だが、すぐにクスクス笑う。

「それじゃあ、ビシビシ働くから教室戻ろっか！」

　いつぞやのデジャブ。

　美咲は俺の手を握にぎると、そのまま軽かろやかな足取りで歩き出す。

「お、おい。そんなべったり──、」

「姫宮君も私のこと摑つかんでたでしょ？」

「……」

「仕返しです♪」

　人ひと懐なつっこい笑顔でさらにくっついてくるのだから、もう何も言えん。

　好きにしてくださいよ。




　看板娘の帰き還かんに、クラスメイトや客たちは待ってましたと大喜び。

　特に親友である羽鳥と倉敷は、いの一番に駆け寄ってくるほど。心なしか美咲の表情も安あん堵どしているように見える。

「お帰りなさい」「おっかえりー！」

「うん、ただいま。２人とも心配かけてごめんね」

　美咲の謝罪に、「気にしないで」と羽鳥は大人な対応。

　一方、倉敷は大人げない対応。

「ホント心配だったんだぞー？　心配しすぎて、華梨分のザッハトルテが喉のどに通りづらかったよ」

「……。あれ……？　今、嬉うれしいニュースと悲しいニュースが同時に入って来たんだけど、気のせいだよね？」

「真実は胃い袋ぶくろの中！」

「食べたってことだよね!?　な、何でそんなに、してやったり顔なの!?」

「ニャハハハハ♪　ちゃんと残してあるからだよ～ん！」

　ドッキリ大成功と、倉敷が美咲へとダイビングハグ。

　まんまと引っかかった美咲はプックリ頰ほおを膨ふくらますものの、すぐに噴ふき出してしまう。
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　そして、怒おこるフリより仲良くするほうが楽しいと、倉敷だけでなく羽鳥まで手た繰ぐり寄せ、「２人とも確保～～～♪」と一層に高密着。百合ゆり百合ゆりタイム、メイド服ｖｅｒ爆誕。

　３人の伸のびやかな笑顔に、客たちは鼻を伸ばしてくれるのだから安い商売である。

　今ばかりは妹キャラではなく、先生キャラ。洞ヶ瀬がメイド３人に呼び掛ける。

「ほらほら。油売ってないでアンタらも働きなさい」

「了りよう解かいです」と頷く美咲は手を合わせる。

「夢乃にも迷めい惑わくかけてごめんね」

「気にしてないって。そんなオーバーに謝んないでよ」

　あっさりした洞ヶ瀬の反応に、美咲は驚おどろきを隠かくせない様子。

「だって、華梨はウチのクラスとか、他のクラスのために動き回ってたんでしょ？　サボってたわけじゃないんだから、もっと堂々としてなって」

　ズバズバ言うタイプの洞ヶ瀬が言うのだから、本音に違いない。

　心配で戻ってきた波川も、その隣となりにいるワガママ姫の遠えん藤どうでさえも、

「俺らの部だって、華梨がサポートしてくれたおかげで軌き道どうに乗ってるしさ。迷惑なんて有り得ないだろ」

「ほんそれ。てか、華梨が迷惑掛かけたなんて言ったら、ヒナらのがヤバみなんだけど」

「皆みんなもそうじゃんね？」と遠藤がクラスメイトに尋たずねる。その同意を求める行こう為いは、親しん睦ぼく会の時のような強要ではない。そんなことは全員の表情や反応を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん。

「だよねー。華梨の頑がん張ばりに比べれば、ワタシらなんて全くだよ」

「そうそう。だから全く気にしなくていいって」

「むしろ、もっと休ませてあげれなくて逆に申し訳ないくらいだわ！」

「めっっっちゃ分かる！　今からでもサボれサボれ！」

「俺なんかトイレ行くフリしてクッキーつまみ食いしてたわ！　サボりってのはこういうことよ！」

　などと、一同が和気あいあい。伊い刈かりはちゃんと働け。

　マイナスな感情を抱いだく奴やつなどいるわけがない。美咲が文化祭を成功させるために、準備段階からどれだけ頑張ってきたのかを全員が知っている。知らなかったのは美咲くらいだ。

　気付いてしまえば最後。クラスの励はげましとも取れる発言に、またしても美咲は目め頭がしらを熱くしてしまう。

「泣くのはまだ早いでしょ」と一同が笑えば、美咲も釣つられて笑ってしまう。

　俺までも思わず笑ってしまう、ということは残念ながらない。

　けれど、一同と考えていることは大差はない。感動のフィナーレを挙げるとするのなら、何もかもが終わった後で十分だろう。

　そんなことを考えている矢先、美咲がまたしても俺の手を握ってくる。

　爛らん々らんとした瞳で覗のぞいてくる表情には「君もクラスの一員だよ？」と書かれてる気がした。

　美咲は握り締しめた俺の手ごと万ばん歳ざい三唱し、「ラストスパート頑張っていこー！」とクラスメイトに活かつを再び入れ直す。




　　　　※　※　※




　真っ青だった空も、気付けば茜あかね色いろ。

　閉会式が近づいているにも拘かかわらず、体育館内の熱量は今日１番に凄すさまじい。秋の肌はだ寒ざむさを全く感じないレベルで、「ここは夏フェス会場ですか？」と聞きたくなるくらい入場客の誰だれもがテンションを上げ続けている。

　それもそのはず。文化祭の目玉イベント、乙おと塚づかコレクションが開かい催さい中。

　真っ暗な館内は、数多あまたものサーチライトがステージや乙おとコレ参加者を一層映えさせ、本家の雰ふん囲い気きをしっかり演出できているのではなかろうか。

　今年の乙コレのテーマは、『花はな嫁よめ』。

　被ひ服ふく部の手て練だれたちが丹たん精せい込こめて作り上げたウェディングドレスやパーティドレスを着こなし、舞ぶ台たい袖そでから中央、さらには真まっ直すぐ１本に伸びたランウェイを１人１人がアピールしつつ歩いていく。

　ガッチガチに緊きん張ちようする花嫁もいれば、ノリノリに祭りを謳おう歌かする花嫁も。

　言わずもがな倉敷は後者。

「ニャハハハハ♪」

　ミニ丈たけ、さらには薄うす手でのチュール生き地じで自じ慢まんの生足全開。「モデル歩き？　ナニソレ美味おいしいの？」状態で元げん気き一いつ杯ぱい、自由気ままにランウェイを闊かつ歩ぽする。ちゃっかり猫ねこ耳も着けたままだし、コイツが歩けばランウェイというよりキャットウォークだな。

　ラストの決めポーズどころでは、ぱっちり猫目ウインク＆招まねき猫ポーズでフィニッシュ。

　すっかり倉敷の虜とりこになった客たちの、「「「「「るりにゃん！　るりにゃん！　るりにゃん！」」」」」という一心不乱なコールは、情熱と狂きよう喜きを同時に感じさせるから素す晴ばらＣ。

　隣にいる羽鳥も苦笑い。

「瑠璃はまだまだ元気だね」

「全くだ」

　休きゆう憩けい時、疲つかれたとブーブー言っていたのが噓うそのよう。「わたしたち、実は双ふた子ごでした！　ニャハハハハ！」とかいうオチすら思い浮うかぶ。

　そんなくだらないことを考えていると、

「でも意外だった」

「ん？　何が意外なんだ？」

「姫宮のことだから、乙コレに誘さそっても断ると思ってたから」

　羽鳥の発言に、そりゃ俺の目も細まる。

「お前ら３人がゴリ押しで同どう伴はんしろって言ってきたんじゃねーか」

　洞ヶ瀬たちからも、「どうせ店は乙コレに流れて暇ひまになるじゃん。行ってきな」と手て払ばらいされる始末。名ばかり店長ここにありけり。

　俺の右手を引っ張ってきた羽鳥は、苦笑いでなく微び笑しよう。「華梨たちの花嫁姿が見れるのはラッキーだと思うけどな」とまで言ってくるのだから、文句を垂れる気も失うせてしまう。

　けどまぁ、

「ラッキーなのは否定できないかもな」

「？」

「アイツの今までの努力が、一番見れる場所ではあるし」

　文化祭の準備段階から振ふり回されてきたのだ。俺にだって見る権利くらいはあるだろう。

　羽鳥が唇くちびるを尖とがらせてしまう。

「華梨に少し嫉しつ妬としちゃう」

　俺を困らせるんじゃねー……。

　ムスッと顔から一変、俺の困り顔を見た羽鳥はクスクス笑い始める。さらには、「半分は冗じよう談だんだから安心して？」と全くに安心できない一言まで。

　一体全体、どこでそんな技わざを覚えたんだコイツは。

「華梨が沢たく山さん頑張ってきたのは知ってるから。ご褒ほう美びは当たり前」

「大おお袈げ裟さな奴だな。俺の腰こし、どんだけ重いと思ってんだよ」

「じゃあ、私も来年乙コレに参加したら見に来てくれる？」

「前にも言ったが、たらればは好かん」

「じゃあ参加する。だから応おう援えんよろしくね？」

「……。来年、お互たがい覚えてたらな」

「うん♪」

　笑いかけてくる羽鳥の笑え顔がおが眩まぶしく輝かがやかしい。ステージから漏もれる僅わずかな光だけでも、『来年は乙コレ参加』という力強い意志が表情から伝わってくるくらいだ。

　心底、逞たくましくなったと思う。

　来年のこの場所では、もっと逞しい姿を俺に披ひ露ろうしてくれるのだろう。

『続いては皆さんお待ちかね！　我らが乙塚高校のニューヒロイン！　美咲華梨ちゃんの登場で──す！』

　ＭＣが名前を呼んだだけで、今まで以上に歓かん喜きの声が湧わき起こる。ようやく学園のアイドル、メインイベントのメインが登場すると、誰もが舞台に注目し、胸弾はずませてしまう。

　そして、舞台袖から現れた花嫁に誰もが目を奪うばわれ、胸焦こがれてしまう。

「……おお」

　感情に乏とぼしい俺でさえ、思わず小声が漏れる。

　それくらい美咲は綺き麗れいだった。

　純真無む垢く、真っ白なロングワンピースのドレス。肩かた紐ひもの無いデザインは、美咲の首から胸むな元もとまでの滑なめらかなデコルテラインを最大限に引き立たせている。その彫ちよう刻こく像のように完成された造形美は、天使や女め神がみという言葉さえ相応ふさわしいと思えた。スポットライトが当たっているだけなのに、美咲自身が光を帯びているとさえ錯さつ覚かくする。

　視し聴ちよう覚かく室でも美咲の晴れ姿を見たが、映像と実物では感動やスケールが段だん違ちがいすぎる。

　あれだけ騒さわがしかった観客たちも、声どころか息をすることすら忘れて見入ってしまう。

　しかし、舞台中央に立つヒロインは沈ちん黙もくを許さない。

　館内にいる全すべての者に屈くつ託たくない笑顔で呼びかける。

　静かにならないで、皆で盛り上がって行こ？　と。

「「「「「「「「「「うぉぉぉぉぉぉぉ────────！！！！！！」」」」」」」」」」

　起き爆ばく剤ざいにしては十分すぎた。地じ響ひびきにも匹ひつ敵てきする歓声は、今までの歓声が優やさしかったとさえ感じる。それくらい活気に満ち溢あふれた一同の声が館内に溢れかえっていく。

　美咲がランウェイを歩き始めれば、「「「「「カ・リ・ン！！！　カ・リ・ン！！！　カ・リ・ン！！！」」」」」と絶え間ないコールがスタート。

　一歩、また一歩と進んでいけば、「華梨ちゃん可愛かわいすぎ！」「最強に輝いてるぞー！」「すっごく綺麗だよ！」などと多くの観客が美しさを称たたえる。

　１人１人に対話するように手を振り続ければ、「今日は華梨ちゃんのおかげで助かった！」「手伝ってくれてサンキューな！」「一日お疲れ様！　最高の思い出をありがとう！」などと多くの観客が美咲の頑張りを労ねぎらう。

　ランウェイの終着点に辿たどり着くと同時。今一度、全員が一丸となって美咲を声せい援えんで包み込む。

　美咲の今まで励み続けていた成果が、最大限に報むくわれた瞬しゆん間かんだ。

「！」

　偶ぐう然ぜんか。はたまた、店長姿の俺とメイド姿の羽鳥が目立つからか。中央付近にいる俺たちに美咲が気付く。

　気のせいではないだろう。「ループタイをぶら下げた君だよ？」とでも言いたげに自身のネックレスを指差すのだから。

　これだけの人に注目されている美咲が、自分にだけ注目している。

　とてつもなく贅ぜい沢たくな時間なのだろう。

　贅沢は留とどまることを知らない。俺を見つめたままの美咲が、笑顔を咲さき誇ほこらせる。

　そして、表情で語り掛かけてくる。私の努力は無む駄だじゃなかったよ、と。

　俺も皮肉交じりに返してやる。

　そんなことは、誰よりも知っている、と。








エピローグ　姫ひめ宮みや春はる一いちは独りだけど独りじゃない






　青から茜あかね、さらには黒色へと空が染まっていく。

　日が落ちるのも、すっかり早くなってしまった。つい先日まで秋だ秋だと言っていたのが噓のようで、気付けば冬が近くまでやって来ている。

　そんな当たり前のことを、独りのほほんとプライベートルームの窓まど際ぎわにもたれかかり思う。実に平和な１日の締しめくくりである。

　勝手に締めくくっているものの、今は体育館にて閉会式の真まっ只ただ中なか。

　何な故ぜ、俺が体育館にいないかというと、早い話、閉会式をサボってるから。

　サボったっていいじゃない　疲れたんだもの　　　ぼちを

　それくらい今日の俺は動き回った。限界です。

　缶かんコーヒーを口に含ふくみ、今一度ボーッと暮れの空を眺ながめていると、出で屋や敷しき会長のマイクを通したバカでかい声が、体育館から響ひびいてくる。

『コンテスト優勝は…………、１年Ｂ組、メイド喫きつ茶さだァァァァァ～～～～～～！』

「「「「「ヨッシャアアアアアアアアアア────────！！！」」」」」

　舞まい降りた吉きつ報ぽうに、俺のクラスらしき奴やつらの雄お叫たけびも耳に届く。

　野や郎ろう共に関しては美少女図ず鑑かんの獲かく得とくが余よ程ほど嬉うれしいようで、「「「「「美・少・女！　美・少・女！　美・少・女！」」」」」と過呼吸を危き惧ぐするほどの盛り上がりっぷり。生き恥はじ。

　他のクラスや部活動の拍はく手しゆや称しよう賛さんの声も聞こえてくるし、堂々の１位と言っても良いのではなかろうか。

　こんぐらっちゅれーしょん。

　気持ち程度の拍手をプライベートルームから俺もパチパチ。

『代表者は前へ！　…………。え？　代表の姫宮がいない？　おーい姫宮ー、優勝だぞー！　恥はずかしがってないで出て来いって！　てか、お前のことだから面めん倒どうとか思ってんだろー？　ハハハハハ！　…………。何ど処こ行った姫宮!?』

　さて、そろそろ一ひと眠ねむりするとしよう。

　窓を閉め、椅い子すへと直行。流れ作業でそのまま長机へと突つっ伏ぷす。

　さすれば、すぐさま睡すい魔まさんが勧かん誘ゆうにやって来る。「安あん眠みんいかがっすか？」と。

　拒こばむ道理などなく、そのまま深い眠りに落ちてしまう。




　　　　※　※　※




　どのくらい寝ねていたのだろうか。

　ふと、見られている気がして目を開けてしまう。

　気のせいではなかった。

「……」

「あ。ごめんね、起こしちゃったかな？」

「……ども」

「おはよう♪」

　日は暮れたはずなのに、俺の真ま隣どなりには太陽の権ごん化げ、美み咲さきが俺同様に突っ伏しているではないか。

　俺の肩かたにはブランケットが掛かっていて、美咲が掛けてくれたのだろう。

　その優やさしさは大変ありがたいのだが、

「何で一いつ緒しよに入ってんだよ」

「私も寒いから、かな？」

　俺だけでなく、美咲までブランケットを羽織ったシェアスタイル。１枚の羽織を共有しているのだから、一緒の布ふ団とんで寝ているかのような錯覚すら覚えてしまう。

　今の言葉を聞いて、「成なる程ほど。じゃあ一緒に温まりましょう」と俺が納なつ得とくすると思っとんのかコイツは。寝起きから人の血圧を上げるんじゃねぇ。

　というよりもだ。よくよくと美咲を眺めれば、未いまだ花嫁姿のまま。

「それだけ薄うす着ぎだったら、そりゃ寒いだろ」

　俺の小言も何のその。むしろ美咲は、「やっと気付いてくれた。もっとちゃんと見てほしい」と言わんばかり。上じよう機き嫌げんに立ち上がると、俺から回収したブランケットをまたしても羽織る。

　寒いから羽織ったわけではないらしい。

　何故なら、ブランケットだと思っていたものはマントだったから。

　真っ赤なマントには襟えりやリボンが付いていて、さらに美咲は長机に置いていた髪かみ飾かざりも頭に着ける。

　それはミニクラウン。シルバーを基調とした筒つつ状じようの王おう冠かんには、ラインストーンやパールが装そう飾しよくされ、煌きらやかに花嫁である美咲を際立たせている。

　ウェディングドレスにマント、さらにはミニクラウン。

　そのフル装備はまさに、乙おと塚づかコレクション優勝者の姿に相応ふさわしい。

「やっぱり姫宮君には間近で見てもらいたかったから。だからずっと着てたの」

　何その可愛かわいい理由。
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　せっかくの美咲の厚こう意いだ。ありがたく今年度チャンピオンのドレス姿を目に焼き付けようではないか。

「感想を一言お願いします♪」

　この野郎、見物料取ってきやがる。

「凄すごく綺麗だと思うぞ」

「！　……えへへ♪」

「そのままハネムーンに飛ばしたいくらいだ」

「この場から消えろって意味だよね!?」

　バレないように人をディスるのって難しい。

　本当、静かにしてれば、凄い綺麗なんだけどな。

　まぁ、いくら振ふり回されても健けな気げに反応してくるのが美咲だもんな。

　美咲だって俺がこういう奴なのは分かっている。分かっているからこそ本気で怒おこらないし、本気で部屋から出て行こうとしない。それどころか、「姫宮君が閉会式いなかったから、皆みんなで誤ご魔ま化かすの大変だったんだからね？」と流れるように会話を続けてくる。

　こういう奴だからこそ、素す直なおに感謝も告げてくる。

「本当にありがとね」

「なんだよいきなり」

「姫宮君が『引き分け』って言ってくれなかったら、きっと今いま頃ごろ、後こう悔かいしかしてなかったから。その感謝だよ」

「大おお袈げ裟さな奴だな」という言葉が頭に浮うかんだが、そんな馴なれ合いのような言葉は控ひかえるべきだろう。今日の今日まで奔ほん走そうしてきた美咲にとって、決して楽な道のりでなかったことは重々承知している。

　承知しているからこそ、美咲の心からの感謝は、心に来るものがある。

「姫宮君のおかげで、今日１日すっごく楽しかったです」

「！　……おう」

　俺としては、ぶっきらぼうに答えるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　美咲もまだまだだな。「感情薄うす味あじの姫宮君には、どうせ響いてないんでしょ？」とでも言いたげに微笑ほほえんでるだけだし。

　それどころか、既すでに来年のことを見み据すえているようで、

「もし来年も同じクラスになったら、今度は一緒に実行委員頑がん張ばろうね！」

「来年は勘かん弁べんしてくれ……」

「もうしないの？」

「可能な限り来年はパスだな」

「可能な限りってことは、可能性はあるんだよね？」

「１％くらいだけどな」

　どんなもんじゃいと視線を送るが、美咲は全くに折れない。

　それどころか、むしろ嬉しそうにニコニコしていて、

「１％あるなら十分だよ」

「あん？」

「だって、出会った頃ころの姫宮君なら０％って絶対言ってたもん」

「……」

　ですね。

　思わず自じ嘲ちよう気味に口角も上がる。半年以上も高校生活を過ごしているというのに、俺の成長度合い１％かよ。

　牛歩か。

　とはいえだ。人は大きく変われないと思っていたり、もとより変わる気がサラサラない俺が、意識せず変化しているというのなら大した進歩なのかもな。

　１から１００に増やすのは容易だけど、０から１を生み出すのは容易ではないって宮みや市いち先せん輩ぱいも言ってたし。

　まぁ、特に意識することもない。いつもどおりやっていくさ。

　風の吹ふくまま、気の向くままに。

「わ、私！　私も来年また立候補したいっ！」

「……」「英え玲れ奈な!?」

　神よ。爆ばく風ふうは反則だろ。

　羽は鳥とりがプライベートルームに突とつ如じよ乱入。廊ろう下かで俺たちの話を聞いていたようで、自分も来年の実行委員をやりたいと、意欲的に猛もうアピール。チラチラ俺を見るんじゃねぇ。

　最強の矛ほこと最強の盾たてが衝しよう突とつする的な？

　来年の実行委員を懸かけて、博愛主義者とサブカル女子が血湧わき肉躍おどるバトルを勃ぼつ発ぱつ。

　するわけもなく、

「それじゃあ、来年は皆で実行委員しよっか！」

　美咲が俺と羽鳥の手を握にぎると共同戦線発言。どこぞの誰だれかがやっていたような、第３の選せん択たくを提案する。

　羽鳥は目から鱗うろこ、さらには、そんな裏うら技わざがあったのかと大喜び。

「それすっごく良い！　賛成っ！」

　あっという間に平和解決。そりゃそうだ。バチバチの関係はコイツらには似合わない。不満を挙げるとすれば、既に俺をメンバーの頭数に入れていることくらいか。

　気の早い奴らだよな。また来年も同じクラスになれるかは分からんというのに。

　まだ不確定なことをアレコレ考える時間は、俺も好きだけども。

　さて、コイツらのキャイキャイ声をＢＧＭに本でも読もう。

　いい加減、握ったその手を離はなしてくれませんか？　と美咲に目で訴うつたえてみる。けれど、俺の手を美咲は握ったまま。あろうことか、羽鳥まで俺の手を握ってきた？

「そろそろ打ち上げの時間だし、一いつ旦たん教室戻ろっか」

「うん。ＷＥＬＬで予約しておいたから、準備もバッチリ」

　俺の心の準備が未まだなんですけど。

「おい。俺は参加するなんて一言も言ってないじゃないか」

「不参加はダーメ。クラスを支えてくれた立役者は姫宮君なんだから」

「華か梨りんの言う通り。皆、姫宮を待ってる」

「……」

　絶対にお前を逃にがさないと、俺の手どころか、二の腕うでにまでべったり半身をくっつけてくる美咲と羽鳥。恥じらいという概がい念ねんが無いのかお前らは。
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　むぅぅぅ～っ！　と頰ほおを膨ふくらまして見上げてくる２人の破は壊かい力よ。

　思わず溜ため息いきも出る。

「分かったよ……、俺も行けばいいんだろ？」

「「♪　うんっ！」」

　お前ら、おひとり様の俺のこと好きすぎだろ。

　善は急げと、２人に引っ張られつつプライベートルームを後にする。




　俺の独り好きな性格は、これからも変わらないだろう。

　独りでいるほうが気楽だし、性しように合っている。

　集団での行動はやはり面めん倒どうだ。人間関係だって気苦労が絶えない。

　けど、面倒なことや人間関係の衝突、それらこそ集団で行動する醍だい醐ご味みの１つだと理解した。マイナスだと思っていたことも、然さ程ほど、大きなストレスにならないことも。

　プラスが少なからず存在することも。

　折角、醍醐味を理解できたのだ。今の生活をしばらく続けて行こうと思う。

　有意義さ無意義さの全すべてを加味し、独りの時間、それ以外の時間を一層謳おう歌かするために。








あとがき






　おざます、凪なぎ木きです。

　４巻を読んでいただいた方は、何となーしに察しているかと思います。

　おひとり様シリーズ、今回でラストです。ＥＮＤです！

　ラストの理由として、ぶっちゃければ売り上げが微び妙みようだったからです。僕の力量不足でございます……。

　売上次し第だいで５巻が出せるかもと言われてはいました。ですが、「仮に２冊分書けるとして、何を読者さんに伝えるの？」という考えが頭に浮うかびました。

　そして、色々と考えた結果、売り上げに拘かかわらず今回の巻で一いつ旦たん区切りを付ける、が僕の出した答えです。一番の理由として、ここまでシリーズを読んでいただいている皆みなさんに、中ちゆう途と半はん端ぱが一番失礼だなと思ったからです。

　そうと決まれば、４巻に全力投球です。

　本当に色々悩なやみました。その結果、前の３巻が今まで一番大変だったとホザいたのに、今巻は比べ物にならないほど大変でした。

　博愛主義者、学園アイドルの美み咲さき華か梨りんが、異質であり憧あこがれの存在でもある春はる一いちに戦いを挑いどみ、最終的に２人の関係はどういうものになるかを考える日々。

　サブカル女子、影かげ日向ひなた系女子の羽は鳥とり英え玲れ奈なが、誤って想おもいを伝えてしまった春一との接し方が分からなくなり、最終的に２人の関係はどういうものになるかを考える日々。

　おひとり様、独り至上主義者の姫ひめ宮みや春一が、物語最後の舞ぶ台たいとなる文化祭を通して、何を学び何を手に入れるかを考える日々。

　…………………。ムズすぎピャァァァァァアアア────────────！！！

　ってなってました。

　マジでこの半年間くらい、懲ちよう罰ばつ房ぼうに入ってる気持ちでした。何度、プリズンブレイクしようとしてメンタルブレイクしそうになったかは定さだかではありません。自分でもちょっと何言ってるのか分かんない。

　勿もちの論ろんですが、死ぬほど執しつ筆ぴつするのは辛つらかったけど、投げやりに書いたシーンや文章はありません。一文も。僕が一文もって言ってるんだから信じてくださいまし。

「この１文適当だろｗｗｗ」とかＴｗｉｔｔｅｒでＤＭ送ってきたらシバく。送ってきたら、送り主が毎朝起きる予定の10分前にモーニングコールし続ける刑けいに処す。

　冗じよう談だんやん。とはいえ、必死こいて書いていたのは冗談じゃないです。

　今巻は出来不出来拘らず、作者の僕としては大満足です。マンマン満足、１本満足です。

　１００点満点のクオリティですと言いたいのではなく、いくら点数が低かろうと僕が伝えたいことは、全部書き切ったと思ってるからです。

　多分、読者さんの中には、「春一は英玲奈と華梨、どっちが好きなの？」と思うような方がいると思います。そう思っていただいた方、素す晴ばらＣ。

　貴方あなたが決めていただいて結構でございます。貴方が今後の物語を紡つむいでください。

　３人の関係を絶妙な塩あん梅ばいに仕上げるのも、ピャァァァ───！　ってなった要因。

　そして、４巻だけでなくシリーズを通し、独りを愛する人々の共感を得たり、希望の礎いしずえになってくれれば、作者の僕はハイパー満足です！




　ここからは謝辞を。

　担当さん。シリーズを通して、多大なるご迷めい惑わくをお掛かけしました。いつ、鼻フックデストロイヤーを食らってもおかしくないレベルだったので、地方在住で本当に良かったです。噓うそです、すいませんでした。それ以上に、ありがとうございます！

　イラストレーターのあゆま紗さ由ゆさん。ご多た忙ぼうの中、スケジュールを何度も調整していただき、誠まことに申し訳ございませんでした。あゆまさんのおかげで作品に彩いろどりが加わり、読者さんと一いつ緒しよになって僕もウハウハでイラストを堪たん能のうしてきました。それは今後も変わらないことで、辛いときは命を吹ふき込んでもらった華梨たちのイラストに癒いやされていきます。ありがとうございました！

　最後はもちろん読者様。超ちよう絶ぜつにありがとう！　皆さんのおかげで作品が１つのゴールに辿たどり着くことができました！　スペシャルサンクスッ！！！




　ここまで読んでいただいた方にプチ朗報。

　おひとり様のＳＳをカクヨムと小説家になろうに複数アップさせていただきました。

　僕の作家名で検けん索さくしてくれれば、出てくると思われいっ。お楽しみあれいっ。

　また、僕の趣しゆ味みでの範はん囲い内となりますが、ＷＥＢにて新作っぽい作品をお披ひ露ろ目めできればと予定しています。『予定』しています。よ・て・い！

　春一を見習い、マイペースにやっていこう。

　それでは皆さん、おひとり様シリーズをご愛読いただきありがとうございました！

　おひとり様に幸さちあれ！





凪木エコ





















お前まえら、おひとり様さまの俺おれのこと好すきすぎだろ。４








凪なぎ木きエコ
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